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序

こ
の
た
び
「
自
ら
考
え
、
自
ら
実
践
す
る
地
域
づ
く
り
」
事
業
と
し
て
、
大
山
町
の
歴
史
文
化
に
か
か
わ
る
い
く
つ
か
の
事
業
を
企

画
し
ま
し
た
が
、
そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
、
中
地
山
城
跡
調
査
を
中
心
に
し
た
町
内
の
城
跡
調
査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

大
山
町
民
の
現
在
の
生
活
は
、
私
た
ち
の
祖
先
が
長
い
歴
史
の
中
で
つ
く
り
出
し
、
育
て
て
き
た
文
化
の
積
み
重
ね
の
上
に
成
り
立
っ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
文
化
的
遺
産
を
大
切
に
保
護
、
継
承
、
創
造
、
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
今
に
生
き
る
町
民
の
責
任
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
大
山
町
に
お
け
る
史
跡
を
積
極
的
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
こ
の
調
査
や
そ
の
公
開
を
通
し
て
、
地
域
の
歴
史
的
文
化
環
境
が
豊
か
に
な
り
、
町
民
一
人
一
人
が
文
化
財
保
護
の
関
心
も
深
ま

る
と
期
待
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
更
に
町
民
の
郷
土
理
解
、
そ
し
て
郷
土
愛
に
も
直
接
的
に
結
ば
れ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
城
跡
調
査
は
す
べ
て
山
城
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
所
在
地
は
山
間
地
に
あ
り
、
し
か
も
実
測
図
作
り
が
伴
う
こ
と
な
の
で
当

然
調
査
は
季
節
的
に
樹
木
の
落
葉
時
や
芽
の
枯
れ
た
年
末
と
春
先
を
選
ば
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
も
こ
の
限
ら
れ
た
期
日
の

土
曜
日
、
日
曜
日
と
い
う
厳
し
い
中
で
の
調
査
で
、
多
く
の
温
か
い
ご
協
力
ご
援
助
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
高
岡
徹
先
生
を
チ
ー
フ
と
し
て
前
田
英
雄
先
生
、
久
々
忠
義
先
生
な
ど
町
内
外
の
方
々
の
御
協
力
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
高
岡
徹
先
生
か
ら
は
、
樫
ノ
木
城
を
は
じ
め
各
山
城
の
調
査
は
時
宜
を
得
た
も
の
で
あ
る
と
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
を
も
と
に
史
実
（
史
料
）
と
の
照
合
や
、
城
郭
の
実
態
か
ら
そ
の
城
の
は
た
ら
き
、
性
格
、
各
城
（
砦
）
館

な
ど
と
の
関
連
な
ど
新
し
い
見
方
、
考
え
方
な
ど
示
唆
に
富
ん
だ
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
高
岡
徹
先
生
を
は
じ
め
関
係
各
位
に
心
か
ら
の
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
、
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
報
告
書
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
非
常
に
う
れ
し
く
存
じ
ま
す
。

そ
し
て
、
町
の
歴
史
に
と
っ
て
す
ば
ら
し
い
文
献
に
な
っ
た
こ
と
、
こ
の
文
献
を
も
と
に
各
城
の
保
護
や
活
用
な
ど
町
と
し
て
今
後
の

大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
も
書
き
加
え
、
序
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
山
町
教
育
委
員
会
　
教
育
長
　
土
肥
　
菊
毒



例
　
　
言

一
本
書
は
、
富
山
県
上
新
川
郡
大
山
町
に
所
在
す
る
中
世
城
館
跡
の
調
査
報

告
で
あ
る
。
た
だ
し
、
大
山
町
の
歴
史
的
・
地
理
的
特
性
上
、
隣
接
す
る

大
沢
野
町
域
の
城
館
に
つ
い
て
も
、
あ
わ
せ
て
触
れ
る
こ
と
と
し
た
。

二
　
本
調
査
は
、
大
山
町
教
育
委
員
会
が
平
成
元
年
度
に
城
郭
研
究
者
の
高
岡

徹
氏
に
委
託
し
、
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
　
本
書
の
執
筆
・
編
集
及
び
各
図
面
の
作
成
は
高
岡
　
徹
氏
が
担
当
し
た
。

四
　
調
査
期
間
中
、
大
山
町
内
の
小
・
中
学
校
に
勤
務
す
る
教
員
の
方
々
、
と

や
ま
歴
史
的
環
境
づ
く
り
研
究
会
会
員
の
方
々
、
ま
た
中
地
山
地
区
を
は

じ
め
地
元
の
方
々
多
数
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
。
深
く
感
謝
し
て
、
御
礼

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。



序例
　
言

は
じ
め
に

日
　
　
次

一
小
見
城

二
　
樫
ノ
木
城

つ
げ

三
　
津
毛
城

四
　
中
尾
館

五
　
中
地
山
城

六
　
原
砦

七
　
日
尾
城

八
　
文
珠
寺
城

九
　
湯
端
城

付
・
大
沢
野
町
の
中
世
城
館

一
岩
木
砦

二
　
猿
倉
城

と
が
お

三
　
栂
尾
城

上
新
川
地
域
の
中
世
城
館
と
そ
の
性
格

お
わ
り
に
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は
じ
め
に

富
山
県
の
南
東
部
に
位
置
す
る
大
山
町
に
は
、
図
1
に
見
る
よ
う
に
計
九
カ

所
の
中
世
城
館
跡
が
分
布
す
る
。
こ
れ
ら
の
城
館
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
昭
和

三
十
九
年
刊
行
の
『
大
山
町
史
』
の
中
で
、
石
原
与
作
氏
に
よ
っ
て
中
地
山
城

を
は
じ
め
と
す
る
主
要
な
遺
構
が
簡
潔
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
筆
者

が
調
査
・
執
筆
し
た
『
日
本
城
郭
大
系
』
第
七
巻
（
新
人
物
往
来
社
）
が
昭
和

五
十
五
年
に
刊
行
さ
れ
、
新
た
な
視
点
か
ら
検
討
が
加
え
ら
れ
た
。

こ
の
内
、
『
大
山
町
史
』
に
つ
い
て
言
え
ば
、
初
め
て
町
内
に
存
在
す
る
城

館
を
記
述
し
た
意
義
は
大
き
い
が
、
掲
載
さ
れ
た
図
面
が
簡
単
な
鳥
撤
図
を
中

心
と
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
城
館
の
構
造
（
縄
張
）
　
を
知
る
に
は
不
十
分
で

あ
り
、
遺
構
の
実
態
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
、
『
日
本
城
郭
大
系
』
で
は
、
各
城
館
の
立
地
状
況
や
築
城
の
背
景
な
ど

を
関
連
す
る
文
献
史
料
な
ど
か
ら
記
述
し
、
遺
構
自
体
も
当
時
の
踏
査
成
果
に

基
づ
き
、
詳
し
く
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
時
間
的
な
制
約

な
ど
か
ら
、
各
城
館
の
縄
張
図
が
作
成
で
き
ず
、
そ
れ
を
掲
載
で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
悔
や
ま
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
縄
張
図
は
城
館
、
特
に
山
城
の
構
造
を
理

解
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
遺
構
の
評
価
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
た
び
、
大
山
町
で
は
『
大
山
の
歴
史
』
　
の
編
纂
が
図
ら
れ
、
そ
の
一
環

と
し
て
町
内
最
大
の
山
城
で
あ
る
中
地
山
城
跡
の
実
測
図
作
り
が
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
に
時
期
を
合
わ
せ
る
形
で
、
町
内
の
他
の
中
世
城
館
に
つ
い
て

の
悉
皆
調
査
も
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
調
査
事
業
は
、
昭
和
六
十

三
年
十
二
月
二
十
六
日
の
事
前
打
合
せ
会
に
基
づ
き
、
大
山
町
教
育
委
員
会
の

委
託
を
受
け
た
筆
者
を
中
心
に
平
成
元
年
度
の
一
年
間
を
費
や
し
て
行
わ
れ
た
。

ほ
ぼ
十
年
前
l
、
現
地
を
踏
査
し
て
い
る
筆
者
の
経
験
か
ら
す
れ
ば
、
樫
ノ
木
城

跡
の
よ
う
に
今
で
は
ま
っ
た
く
人
も
訪
れ
て
い
な
い
所
も
あ
る
な
ど
、
全
般
的

に
山
が
荒
れ
、
城
館
跡
に
関
す
る
伝
承
も
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
困
難
な
状
況
下
で

の
作
業
と
な
っ
た
。

今
後
も
、
山
間
部
の
村
落
で
は
過
疎
化
が
着
実
に
進
行
す
る
と
み
ら
れ
、
当

地
域
に
お
け
る
調
査
は
、
日
を
追
っ
て
困
難
な
も
の
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
た
び
の
調
査
は
ま
こ
と
に
時
宜
を
得
た
も
の
と
言
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
特
に
今
回
は
、
遺
構
を
残
す
城
館
に
つ
い
て
は
、
必
ず
縄
張

図
を
作
成
・
掲
載
す
る
よ
う
努
め
た
。
こ
れ
は
一
種
の
概
念
図
で
あ
る
が
、
実

測
に
よ
っ
て
要
所
を
押
さ
え
て
あ
り
、
か
な
り
忠
実
に
遺
構
の
実
態
を
示
し
て

い
る
は
ず
で
あ
る
。
本
調
査
に
よ
る
成
果
が
、
大
山
町
の
中
世
史
像
を
明
ら
か

に
す
る
、
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
活
用
さ
れ
る
な
ら
、
望
外
の
幸
せ
で
あ
る
。

な
お
、
『
大
山
町
史
』
一
に
よ
る
と
、
本
書
に
紹
介
す
る
城
館
以
外
に
一
ノ
瀬

城
や
ハ
ッ
チ
ャ
ク
ボ
城
の
名
を
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
の
所
在
地
な
ど
詳
細
は
不

明
で
あ
り
、
本
書
に
は
掲
載
し
得
な
か
っ
た
。
こ
の
点
を
あ
ら
か
じ
め
断
わ
っ

て
お
き
た
い
。

1



一
　
小
見
城

標
高
　
五
一
〇
m

比
高
　
二
〇
〇
m

ろ
ん

小
見
城
は
北
を
常
願
寺
川
、
西
か
ら
南
を
和
田
川
に
よ
っ
て
は
さ
ま
れ
た
論

で
ん
や
ま

田
山
の
山
上
に
築
か
れ
て
い
る
。
西
麓
に
は
小
見
、
南
麓
に
は
戦
国
末
期
の
銀

山
発
見
で
、
越
中
七
金
山
の
一
つ
と
し
て
栄
え
た
亀
谷
の
集
落
が
あ
る
。
論
田

山
の
山
上
は
、
北
・
西
・
南
の
三
方
を
急
斜
面
で
囲
ま
れ
、
東
方
だ
け
が
尾
根

続
き
の
要
害
で
あ
る
。
山
上
か
ら
は
西
方
の
中
地
山
城
方
面
を
良
く
望
む
こ
と

が
で
き
、
両
城
の
緊
密
な
関
係
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
城
の
縄
張
は
図
2
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
削
平
し
た
郭
の
跡
が
数
多

く
見
出
さ
れ
る
。
ま
ず
、
東
端
の
A
郭
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
城
の
中
心
部
か
ら

尾
根
続
き
を
た
ど
っ
た
奥
の
山
上
に
あ
た
り
、
二
〇
×
一
二
m
　
（
東
西
×
南
北
。

以
下
、
同
じ
）
　
の
広
さ
の
平
坦
地
が
あ
る
。
郭
の
北
側
は
急
斜
面
だ
が
、
西
側

は
だ
ら
だ
ら
と
下
る
斜
面
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
東
側
に
は
二
カ
所
の
堀
切

（
‰
1
及
び
2
）
　
が
段
差
を
伴
っ
て
設
け
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
南
東
方
向
に
続
く

尾
根
伝
い
か
ら
の
攻
撃
を
防
い
で
い
る
。
こ
の
内
、
東
端
の
堀
切
（
‰
1
）
　
は

東
側
に
対
し
鋭
く
切
り
立
て
ら
れ
、
敵
を
寄
せ
つ
け
な
い
急
峻
さ
を
み
せ
て
い

る
。
城
の
城
域
も
こ
こ
で
画
さ
れ
る
。
A
郭
は
位
置
か
ら
み
て
、
東
方
に
備
え

た
出
丸
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
A
郭
か
ら
尾
根
伝
い
を
南
西
に
た
ど
る
と
、
堀
切
（
‰
3
）
　
が
あ
る
。

こ
の
堀
切
は
上
幅
が
一
〇
m
、
深
さ
二
・
八
m
を
測
り
、
東
方
の
尾
根
伝
い
と

城
の
中
心
部
を
明
白
に
画
す
る
も
の
で
あ
る
。
堀
切
か
ら
南
西
方
向
に
は
、
広

い
平
坦
面
が
ほ
ぼ
同
じ
レ
ベ
ル
で
続
く
が
、
中
は
低
い
土
塁
状
の
高
ま
り
に

よ
っ
て
三
つ
の
区
画
に
仕
切
ら
れ
て
い
る
。
便
宜
上
、
本
書
で
は
東
側
か
ら
聖

聖
　
郎
郭
と
呼
ぶ
こ
と

に
す
る
。

各
郭
を
仕
切
る
低
い

土
塁
は
、
堀
切
（
‰
3
）

の
西
側
か
ら
前
記
三
郭

の
南
側
の
へ
り
に
沿
っ

て
伸
び
、
最
後
は
郎
郭

の
西
側
に
ま
わ
り
込
ん

で
終
わ
る
。
ま
た
、
郎

郭
の
北
側
に
も
低
い
土

塁
の
痕
跡
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
土
塁
は
、
高
い

所
で
も
一
・
二
m
　
（
封

郭
南
側
）
　
か
ら
〇
・
九

m
　
（
堀
切
‰
3
西
側
）

に
す
ぎ
ず
、
も
と
も
と

小
規
模
な
も
の
で
あ
る
。

B
l
～
即
の
三
郭
は
、
ほ

と
ん
ど
一
つ
の
郭
と
し

て
一
体
化
し
て
い
る
が
、

前
述
の
低
い
土
塁
に

よ
っ
て
仕
切
ら
れ
て
い

る
の
は
、
何
ら
か
の
機

能
分
担
が
行
わ
れ
た
こ

－　2　－



－　3　－



と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う

か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

B
l
～
即
郭
は
そ
の
位
置

と
広
さ
か
ら
み
て
、
城

の
主
体
部
と
み
て
よ
く
、

中
で
も
、
中
央
に
あ
っ

て
面
積
的
に
も
大
き
い

即
郭
が
主
郭
に
あ
た
る

の
で
あ
ろ
う
。
広
さ
は
、

B
l
郭
で
一
五
×
三
一
m
、

即
郭
で
三
二
×
二
〇
m
、

郎
郭
で
．
一
七
×
二
一
m

で
あ
る
。
な
お
、
即
郭

と
鋸
郭
の
西
側
で
土
塁

が
切
れ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
出
入
口
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

即
及
び
酎
郭
の
北
側
約
三
m
下
に
は
広
い
平
坦
地
が
あ
り
、
主
体
部
を
守
る

腰
郭
（
C
郭
）
　
を
形
成
す
る
。
こ
の
郭
は
、
山
の
北
側
斜
面
を
削
っ
て
設
け
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
鋸
郭
か
ら
西
へ
は
尾
根
が
二
本
に
分
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
数
段
に
わ
た
っ
て
尾
根
を
掘
り
込
ん
だ
り
、
削
っ
た
り
し
て
郭
を
連
ね
て

い
る
。
こ
の
内
、
北
側
の
尾
根
筋
を
見
て
い
く
と
、
郎
郭
の
一
段
下
を
深
く
掘

り
込
む
形
で
D
郭
が
設
け
て
あ
る
。
広
さ
は
二
二
・
五
×
一
〇
・
五
m
で
、
南

側
と
北
側
を
掘
り
残
す
形
で
土
塁
と
し
て
い
る
。
こ
こ
は
風
も
当
た
り
に
く
く
、

居
住
施
設
な
ど
を
設
け
る
に
も
適
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
D
郭
の
先
に
は
小
平

地
を
一
段
お
い
て
堀
切
　
（
m
4
）
　
が
あ
り
、
そ
の
北
側
が
掘
り
残
さ
れ
て
土
橋

（
幅
二
m
）
　
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
七
～
八
m
先
に
平
坦
地
が

一
段
設
け
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
大
き
な
段
差
を
伴
う
堀
切
　
（
‰
5
）
　
が
あ

る
。
こ
の
堀
切
の
上
幅
は
一
一
m
に
達
す
る
も
の
で
あ
り
、
城
域
も
こ
こ
で
画

さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
南
側
の
尾
根
筋
に
は
、
D
郭
よ
り
も
浅
く
掘
り
込
ん
だ
形
で
、

方
形
の
区
画
が
二
カ
所
認
め
ら
れ
る
（
E
l
及
び
臣
郭
）
。
い
ず
れ
も
周
囲
を
低

い
土
塁
で
囲
ま
れ
、
南
北
に
並
ん
で
い
る
。
広
さ
は
E
l
郭
で
一
六
×
一
二
m
、

臣
郭
で
一
四
×
五
・
五
m
程
度
で
あ
る
。
E
l
郭
の
西
側
に
は
、
土
塁
が
切
れ
て

出
入
口
と
み
ら
れ
る
開
口
部
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
斜
面
を
下
っ
た
所
に

九
・
六
×
一
四
・
五
m
の
方
形
の
平
坦
地
　
（
F
郭
）
　
が
あ
り
、
そ
の
一
段
下
に

幅
六
m
、
長
さ
三
八
m
に
わ
た
る
細
長
い
帯
状
の
平
坦
地
が
め
ぐ
る
。
こ
の
西

側
は
切
り
立
て
た
急
斜
面
と
な
っ
て
、
尾
根
伝
い
か
ら
の
攻
撃
を
阻
ん
で
い
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
二
本
の
尾
根
筋
の
中
間
に
は
一
三
・
五
×
二
二
m
の
三
角
形
の

平
坦
地
　
（
G
郭
）
　
も
あ
る
。

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
城
内
の
郭
は
大
小
七
カ
所
、
ま
た
堀
切
は
五
カ

所
に
及
び
、
そ
の
他
に
も
い
く
つ
か
の
人
工
的
な
平
坦
地
が
付
随
す
る
。
こ
う

し
た
縄
張
は
、
西
の
中
地
山
城
と
は
異
質
な
も
の
で
あ
り
、
も
と
も
と
は
中
地

山
の
築
城
以
前
に
築
か
れ
た
古
い
時
期
の
山
城
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と

は
、
郭
の
遺
構
が
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
あ
ま
り
明
確
で
は
な
く
、
痕
跡
を
た
ど

り
に
く
い
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
戦
国
末
期
に
中
地
山
城
が
江

馬
氏
に
よ
っ
て
拠
点
化
さ
れ
た
際
、
こ
の
城
跡
が
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た

と
は
考
え
難
く
、
万
一
の
際
の
詰
城
な
ど
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
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二
　
樫
ノ
木
城

標
高
　
三
四
〇
m

比
高
一
六
〇
m

樫
ノ
木
は
、
津
毛
城
の
あ
る
東
福
沢
か
ら
糊
ケ
原
川
を
東
南
に
約
四
・
五
血

さ
か
の
ぼ
っ
た
山
間
の
小
集
落
で
あ
る
。
城
は
こ
の
集
落
を
見
下
ろ
す
南
側
の

山
上
に
築
か
れ
て
い
る
。
城
の
西
側
は
深
い
谷
で
、
東
側
か
ら
北
側
を
糊
ケ
原

川
が
め
ぐ
る
。
こ
の
た
め
、
山
続
き
は
南
方
の
尾
根
伝
い
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。

集
落
の
南
端
よ
り
登
る
と
、
山
の
北
側
中
腹
の
広
大
な
平
坦
地
に
出
る
　
（
以

下
、
図
3
参
照
）
。
こ
こ
は
、
昭
和
五
十
四
年
の
調
査
時
に
は
ま
だ
村
人
の
畑

が
作
ら
れ
て
い
た
が
、

今
で
は
耕
す
人
も
な
く
、

ス
ス
キ
な
ど
が
茂
り
、

荒
れ
果
て
て
い
る
。
こ

の
平
坦
地
は
直
接
防
御

施
設
で
守
ら
れ
て
い
な

い
も
の
の
、
城
郭
に
隣

接
す
る
こ
と
か
ら
、
関

連
施
設
の
置
か
れ
て
い

た
外
郭
部
に
あ
た
る
と

み
ら
れ
る
。
石
原
与
作

氏
の
見
取
図
（
『
大
山

町
史
』
所
収
）
　
に
よ
る

為
ノ
ま
や

と
、
こ
の
一
角
に
「
厩
」

の
記
載
が
あ
る
。
山
の

中
腹
に
こ
の
よ
う
な
広
い
平
坦
地
を
有
す
る
こ
と
が
、
樫
ノ
木
城
の
一
つ
の
特

徴
で
あ
り
、
単
な
る
軍
事
上
の
要
害
と
は
見
な
し
難
い
。

さ
て
、
主
部
は
山
頂
部
の
平
坦
地
（
A
郭
）
　
で
、
三
〇
・
三
×
二
四
・
五
m

程
度
の
広
さ
が
あ
る
。
こ
の
西
側
に
は
、
高
さ
一
・
六
m
の
土
塁
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。
主
郡
上
か
ら
北
方
の
眺
望
は
よ
く
、
遠
く
呉
羽
丘
陵
や
富
山
市
街
を

望
め
る
。
主
郭
の
南
方
は
尾
根
続
き
と
な
っ
て
お
り
、
一
段
下
に
六
・
八
×
七

m
の
小
平
坦
地
、
さ
ら
に
そ
の
先
に
堀
切
が
設
け
て
あ
る
。
こ
の
堀
切
は
、
南

側
で
深
さ
二
・
四
m
を
測
り
、
そ
こ
か
ら
先
は
細
い
尾
根
と
な
っ
て
い
る
。

A
郭
の
北
東
を
下
る
と
、
中
腹
に
一
八
×
七
・
三
m
の
平
坦
地
（
B
郭
）
　
が

作
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
石
原
氏
の
見
取
図
に
「
蔵
跡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
箇

所
と
み
ら
れ
る
。
一
種
の
腰
郭
で
あ
ろ
う
。
城
の
構
え
は
、
図
3
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
、
明
ら
か
に
北
方
（
樫
ノ
木
集
落
側
）
を
正
面
と
し
て
意
識
し
た
も

の
で
あ
り
、
主
要
な
郭
も
す
べ
て
こ
の
方
面
に
集
中
す
る
。
こ
れ
ら
の
郭
群
は

斜
面
を
大
が
か
り
に
削
っ
て
設
け
て
あ
り
、
北
側
は
い
ず
れ
も
急
峻
に
切
り
立

て
て
い
る
。
下
か
ら
登
る
と
、
ま
さ
に
階
段
状
に
郭
が
連
な
っ
た
印
象
を
与
え

る
。
し
か
も
、
各
郭
の
塁
線
は
直
線
的
に
揃
え
ら
れ
て
お
り
、
極
め
て
計
画
怪

に
富
ん
だ
縄
張
を
見
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
計
画
性
は
、
中
地
山
城
に
も
見
ら

れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
両
城
の
築
城
者
が
異
な
る
こ
と
を
物
語
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
戦
国
期
に
こ
の
城
が
か
な
り
大
き
な
支
配
拠
点
と
し
て
築
か
れ
た
こ
と

は
、
明
白
で
あ
る
。

A
郭
か
ら
ま
ず
北
西
に
下
る
と
、
一
四
×
一
八
m
の
C
郭
が
あ
る
。
郭
の
西

端
に
は
、
下
へ
お
り
る
た
め
の
出
入
口
が
あ
り
、
一
・
三
m
の
深
さ
で
掘
り
く

ぼ
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
急
な
斜
面
を
下
る
と
、
三
三
×
二
二
m
の
D
郭

が
あ
る
。
郭
の
南
側
は
、
一
m
程
高
く
な
っ
た
一
画
で
、
谷
に
臨
ん
だ
へ
り
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に
二
～
四
m
の
高
さ
の
土
塁
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
D
郭
の
東
側
の
付
け
根
か

ら
坂
道
を
下
る
と
、
E
郭
に
出
る
。
こ
こ
は
五
〇
×
二
〇
m
の
広
さ
で
あ
る
。

西
側
の
へ
り
に
は
土
塁
が
あ
り
、
ま
た
東
側
一
段
下
に
は
、
一
六
・
七
×
二
七

・
五
m
の
広
い
腰
郭
（
G
郭
）
　
が
設
け
て
あ
る
。

E
郭
の
北
側
中
央
に
は
下
へ
お
り
る
坂
道
が
あ
り
、
こ
の
下
に
六
五
×
二
二

m
の
F
郭
が
あ
る
。
こ
こ
に
も
西
側
の
へ
り
に
土
塁
が
設
け
て
あ
り
、
外
側
の

斜
面
に
は
上
幅
三
・
五
m
、
長
さ
八
・
五
m
の
竪
堀
が
掘
ら
れ
て
い
る
。
郭
の

北
東
部
に
は
低
い
高
ま
り
が
続
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
土
塁
の
痕
跡
と
も
思
わ

れ
る
。
郭
の
北
側
を
お
り
る
と
、
下
に
上
幅
三
～
五
・
五
m
の
空
堀
が
東
西
に

伸
び
て
い
る
。
こ
れ
は
切
り
立
て
ら
れ
た
塁
壁
と
あ
わ
せ
て
、
効
果
的
な
防
御

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
前
述
の
畑
跡
の
広
い
平
坦
面
に
か
け
て
数
段
の
低

い
段
が
続
い
て
い
る
が
、
多
く
は
後
世
切
耕
作
そ
の
他
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
、

縄
張
図
に
は
示
し
て
い
な
い
。

次
に
こ
の
城
に
つ
い
て
記
し
た
史
料
を
掲
げ
る
。

が
、
明
ら
か
に
両
者
は
別
の
城
で
あ
り
、
誤
り
で
あ
る
。
ま
た
、
「
富
山
領
等

越
中
国
古
城
併
雑
書
記
」
に
よ
る
と
、
福
沢
村
の
「
附
之
城
」
　
（
津
毛
城
）
　
は
、

戸
川
（
栂
尾
）
城
主
塩
屋
筑
前
守
が
こ
の
樫
ノ
木
城
を
攻
め
た
際
に
「
出
城
」

と
し
て
築
い
た
も
の
だ
と
い
う
。
こ
の
他
、
『
肯
構
泉
達
録
』
に
は
、
城
主
と

し
て
村
田
与
十
即
の
名
を
あ
げ
て
い
る
。

村
田
氏
は
上
杉
謙
信
の
部
将
で
あ
り
、
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
十
月
十
九

日
に
太
田
上
郷
を
料
所
と
し
て
申
し
付
け
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
村
田
氏

の
在
城
も
こ
の
頃
か
ら
と
み
ら
れ
る
。

今
度
改
而
、
太
田
之
上
郷
吾
分
二
為
料
所
申
付
候
、
縦
如
何
様
二
前
々
無

沙
汰
申
候
百
姓
等
有
之
共
、
此
度
者
令
宥
赦
召
返
、
如
前
々
用
所
等
申
付
、

可
相
立
人
家
候
也
、
仇
如
件
、

天
正
元
年

十
月
十
九
日

（
秀
頼
）

村
田
忠
右
衛
門
尉
殿
Ⅲ

（
上
杉
）謙

信

－　8　－

〇
一
、
糊
ケ
原
村
樫
ノ
木
要
害
ハ
謙
信
越
中
新
川
郡
ヲ
随
、
村
田
大
炊
介
ヲ

指
登
セ
、
飛
州
之
押
ト
シ
テ
此
所
二
在
城
ス
　
（
「
越
州
新
川
郡
郷
庄
古

城
」
）

〇
一
、
壱
ヶ
所
　
古
城
跡

（糊）

但
棚
ケ
原
村
領
山
之
内
、
村
田
之
城
与
申
伝
候
、
但
城
主
相
知
レ
不
申

候
（
「
宝
暦
十
四
年
新
川
郡
古
城
跡
名
所
旧
跡
等
書
上
申
帳
」
）

な
お
、
加
賀
藩
の
富
田
景
周
著
『
越
登
賀
三
州
志
』
　
（
以
下
、
『
三
州
志
』

と
呼
ぶ
）
故
墟
考
で
は
、
津
毛
城
を
「
一
作
樫
木
。
又
謂
之
村
田
城
」
と
す
る

実
は
、
同
日
付
で
上
杉
部
将
河
田
長
親
も
謙
信
よ
り
太
田
下
郷
を
料
所
と
し

て
申
し
付
け
ら
れ
て
い
る
。
太
田
保
は
富
山
南
方
の
要
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
両
将
は
平
野
部
に
あ
る
今
泉
・
太
田
本
郷
な
ど
の
城
と
は
別
に
、
太
田

保
一
帯
を
見
下
ろ
す
南
部
の
津
毛
城
や
樫
ノ
木
城
を
拠
点
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
上
杉
部
将
村
田
氏
な
ど
に
よ
る
樫
ノ
木
城
の
維
持
は
、
い
つ
頃
ま

で
続
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
史
料
的
に
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
遅
く
と
も
神

保
長
住
や
斎
藤
新
五
郎
な
ど
の
織
田
勢
が
越
中
へ
進
出
し
た
天
正
六
年
（
一
五

七
八
）
　
ま
で
で
あ
ろ
う
。
樫
ノ
木
城
の
そ
の
後
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。



と
こ
ろ
で
、
樫
ノ
木
城
の
創
築
は
前
述
の
天
正
元
年
を
多
少
さ
か
の
ぼ
る
と

推
測
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、
次
の
史
料
を
見
て
み
よ
う
。

追
啓
、
永
々
順
国
御
幸
身
察
入
候
、
此
両
種
令
進
覧
候
、
万
般
憑
入

存
候
、
近
日
帰
府
之
刻
可
申
承
候
、
景
虎
景
勝
無
異
儀
候
之
条
、
可

御
心
安
候
、
貴
殿
留
守
之
儀
気
遣
有
間
敷
候
、
折
々
喜
平
次
申

付
候
而
、
万
般
用
心
等
厳
敷
家
頼
之
も
の
共
二
申
付
候
、
御
気
遣
有

間
敷
候
者
也
、

其
元
様
子
無
心
託
候
二
付
、
河
田
豊
前
差
遣
候
、
先
日
被
申
越
艮
頼
事
、

弥
無
違
乱
居
城
を
明
渡
、
新
庄
可
相
移
之
旨
可
被
相
達
候
、
艮
頼
証
人
、

塩
屋
筑
前
守
・
馬
場
才
右
衛
門
尉
其
上
無
別
心
之
通
、
罰
文
調
指
越
候
、

於
左
候
者
、
為
替
之
地
五
ヶ
所
出
置
候
、
急
与
可
引
渡
候
之
事

一
、
明
春
有
無
上
洛
之
心
入
候
条
、
於
越
中
表
貴
殿
見
分
次
第
、
出
城
等

可
被
相
計
候
、

一
、
樫
木
出
城
之
儀
、
良
頼
為
軍
役
可
相
守
之
旨
、
可
被
申
含
候
、
越
中

過
半
可
属
謙
信
之
方
、
以
罰
文
中
越
之
間
、
猶
以
東
郡
江
被
出
張
様
子

被
見
届
、
二
着
ケ
間
敷
者
共
於
有
之
者
、
即
時
可
被
追
出
、
錐
然
者
家

頼
之
者
共
井
妻
子
等
証
文
於
相
渡
者
、
可
任
其
意
候
、
越
前
表
之
様
子
、

上
洛
之
節
、
路
次
筋
明
細
見
分
尤
二
候
、
義
景
別
心

有
間
数
貴
殿
迄
も
、
先
年
よ
り
預
示
候
、
雑
然
能
々

可
取
繕
事
肝
要
候
、（

　
中
　
　
略
　
）

八
月
十
日

村
上
源
五
殿

（
上
杉
）輝

虎
　
（
花
押
）
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御
宿
所
畑

こ
の
上
杉
輝
虎
（
謙
信
）
書
状
は
、
『
富
山
県
史
』

史
料
編
に
よ
る
と
、
元
亀
元
年
　
二
五
七
〇
）
　
の
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。
書
状
中
に
　
「
樫
木
出
城
」
　
と
あ

る
の
が
、
大
山
町
の
樫
ノ
木
城
を
さ
す
こ
と
は
吉
う

ま
で
も
な
い
。
書
状
に
よ
れ
ば
、
飛
騨
の
三
木
艮
頼

が
越
中
国
内
に
お
い
て
上
杉
氏
に
属
し
、
そ
の
軍
事

行
動
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。



特
に
、
「
違
乱
な
く
居
城
を
明
け
渡
し
、
新
庄
へ
相
移
る
べ
き
の
旨
、
相
達
せ

ら
る
べ
く
候
」
と
あ
っ
て
、
良
頼
が
新
庄
城
　
（
現
富
山
市
新
庄
）
　
の
守
備
に
つ

く
よ
う
謙
信
か
ら
指
示
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
樫
ノ
木
城
に
つ
い
て

も
、
「
軍
役
」
　
と
し
て
守
ら
せ
る
よ
う
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
樫
ノ
木
城
が
す
で
に
元
亀
年
間
に
は
存
在
し
、
飛
騨
の
三
木

氏
が
そ
の
守
り
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
樫

ノ
木
城
の
創
築
は
、
あ
る
い
は
永
禄
年
間
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
か
も
し
れ
な
い
。

東
方
の
中
地
山
城
が
江
馬
氏
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
の
が
、
永
禄
七
年
　
（
一
五
六

四
）
　
頃
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
三
木
氏
の
越
中
進
出
も
永
禄
年
間
に
さ
か
の

ぼ
る
と
推
測
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
元
亀
元
年
頃
の
時
点
で
、

樫
ノ
木
城
が
越
中
南
部
に
あ
っ
て
、
飛
騨
と
の
往
来
の
上
で
重
要
な
城
郭
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
間
違
い
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
三
木
氏
に
よ
る
樫

ノ
木
城
の
維
持
は
、
し
か
し
遅
く
と
も
天
正
元
年
頃
に
は
終
止
符
が
打
た
れ
た

と
み
ら
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
上
杉
部
将
村
田
氏
が
こ
の
城
に
入
り
、
拠
点

化
し
た
と
推
測
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
村
田
氏
が
樫
ノ
木
城
に
配
置
さ
れ
た
理

由
と
し
て
、
前
掲
の
「
越
州
新
川
郡
郷
庄
古
城
」
が
「
飛
州
之
押
ト
シ
テ
」
　
と

か
な
め

伝
え
て
い
る
の
は
、
こ
の
城
が
上
杉
氏
に
と
っ
て
飛
騨
口
の
要
に
な
る
城
郭
で

あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
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註

Ⅲ
『
富
山
県
史
』
史
料
編
H
中
世
　
（
以
下
、
『
県
史
中
』
　
と
記
す
）
一
八
二
六
号
文

書
畑
同
右
、
一
七
二
四
号
文
書



三
　
軒
卦
城

標
高
一
二
〇
m

比
高
　
　
四
〇
m

津
毛
城
は
熊
野
川
の
左
岸
に
横
た
わ
る
台
地
の
西
端
部
に
築
か
れ
た
城
で
あ

る
。
こ
の
台
地
は
北
側
を
熊
野
川
、
南
側
を
支
流
の
黒
川
に
よ
っ
て
は
さ
ま
れ

た
要
害
の
地
を
占
め
る
。
地
元
で
は
「
津
毛
山
」
と
呼
ん
で
い
る
。

昭
和
三
十
五
年
の
調
査
に
よ
る
石
原
与
作
氏
の
見
取
図
（
『
大
山
町
史
』
所

収
）
　
に
よ
る
と
、
城
は
台
地
西
端
部
の
西
・
東
・
南
の
三
両
を
土
塁
で
囲
み
、

東
側
と
西
側
の
土
塁
の
外
側
に
空
堀
を
め
ぐ
ら
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
北
側
は

熊
野
川
に
臨
む
急
崖
で
あ
っ
た
た
め
、
土
塁
は
築
か
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
東

西
の
土
塁
に
囲
ま
れ
た
部
内
は
、
二
二
〇
×
二
〇
〇
m
程
度
の
規
模
で
あ
り
、

南
麓
の
東
福
沢
か
ら
登

津毛城跡見取図（『大山町史』93頁より）

る
道
′
（
石
原
氏
は
大
手

道
と
す
る
）
　
が
東
側
土

塁
の
中
ほ
ど
に
設
け
ら

こ
ぐ
ち

れ
た
出
入
口
　
（
虎
口
）

を
抜
け
て
郭
内
に
通
じ

て
い
た
。
見
取
図
に
よ

る
と
、
東
側
の
土
塁
は

こ
の
出
入
口
付
近
で
喰

違
い
に
な
り
、
1
形
の

屈
曲
を
見
せ
て
い
る
。

こ
れ
は
虎
口
を
守
る
た

め
の
防
御
上
の
配
慮
で

あ
ろ
う
。
こ
の
他
に
も
、
台
地
の
西
端
で
南
側
へ
お
り
る
七
曲
り
の
急
な
坂
道

が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

残
念
な
が
ら
、
城
跡
一
帯
の
台
地
は
、
過
去
の
土
砂
採
取
に
よ
っ
て
遺
構
が

消
滅
し
て
お
り
、
今
で
は
こ
う
し
た
プ
ラ
ン
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

た
だ
、
昭
和
三
十
六
年
に
撮
影
さ
れ
た
航
空
写
真
に
よ
れ
ば
、
前
述
の
1
形
の

屈
曲
を
示
す
東
側
土
塁
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
ら
し
き
も
の
を
認
め
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
過
去
の
見
取
図
や
航
空
写
真
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
津
毛
城
は
内
部

に
広
い
平
坦
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
単
な
る
要
害
で
は
な
く
、
居

住
性
に
富
ん
だ
地
域
支
配
の
拠
点
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

『
三
州
志
』
故
櫨
考
は
津
毛
城
に
つ
い
て
、
「
一
作
樫
木
。
又
謂
之
村
田
城
。
」

と
し
、
別
名
を
「
樫
木
」
な
ど
と
記
し
て
い
る
が
、
樫
ノ
木
は
こ
こ
か
ら
東
南

に
約
四
・
五
血
を
隔
て
た
城
跡
で
あ
り
、
明
ら
か
に
津
毛
城
と
は
別
の
も
の
で

あ
る
。
江
戸
時
代
の
書
上
申
帳
な
ど
に
よ
れ
ば
、
津
毛
城
の
別
名
は
「
黒
牧
村

古
塁
」
・
「
黒
牧
村
古
城
」
・
「
黒
牧
古
城
」
・
「
黒
牧
村
領
之
内
つ
き
の
城
」

・
「
桃
ツ
ケ
ノ
城
」
・
「
附
之
城
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
、
「
ツ

ケ
ノ
城
」
や
「
附
之
城
」
の
呼
称
こ
そ
、
津
毛
城
の
本
来
の
城
名
で
あ
っ
た
と

つ
け
し
ろ

思
わ
れ
る
。
一
般
に
「
付
城
」
と
は
、
敵
の
城
を
攻
め
る
た
め
に
、
そ
の
近
く

に
築
く
攻
撃
用
の
城
の
こ
と
を
い
う
が
、
こ
の
城
の
場
合
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま

城
名
と
し
て
呼
び
慣
ら
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
富
山
領
等

越
中
国
古
城
併
雑
書
記
」
に
は
「
福
沢
村
定
附
之
城
」
と
し
て
、
こ
の
城
は
戸

川
の
城
主
筑
前
守
が
樫
木
村
の
城
を
攻
め
た
際
、
出
城
と
し
て
築
い
た
も
の
だ

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
伝
承
を
信
ず
る
な
ら
、
津
毛
城
は
初
め
戸
川
（
栂
尾

＝
現
大
沢
野
町
）
　
の
城
主
塩
屋
筑
前
守
が
樫
ノ
木
城
を
攻
め
る
た
め
の
付
城

だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
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さ
て
、
江
戸
時
代
の

書
上
申
帳
な
ど
で
は
、

こ
の
城
の
城
主
と
し
て

南
北
朝
期
の
桃
井
播
磨

守
　
（
直
常
）
　
と
戦
国
期

の
上
杉
部
将
村
田
修
理

の
名
を
あ
げ
て
い
る
。

桃
井
直
常
は
南
北
朝
期

に
越
中
の
守
護
を
つ
と

め
、
た
び
た
び
幕
府
方

に
敵
対
し
て
越
中
国
内

で
戦
い
を
繰
り
広
げ
た

武
将
で
あ
る
。
そ
の
足

跡
は
応
安
四
年
　
（
一
三

七
一
）
　
を
最
後
と
し
て

選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

史
料
上
か
ら
消
え
て
い
る
が
、
直
常
の
拠
点
と
し
た
の
は
、
新
川
郡
太
田
保
で

あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
用
。
特
に
布
市
は
直
常
の
居
城
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら

れ
る
な
ど
、
と
り
わ
け
関
わ
り
が
深
い
。
こ
の
津
毛
城
が
布
市
を
含
め
、
太
田

保
一
帯
を
見
下
ろ
せ
る
位
置
に
あ
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
、
南
北
朝
期
に
桃
井

氏
が
万
一
の
際
の
要
害
と
し
て
利
用
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
津
毛
城
跡
近

く
の
牧
野
の
東
薬
寺
に
直
常
の
墓
と
称
さ
れ
る
五
輪
塔
の
あ
る
こ
と
も
、
そ
の

こ
と
を
裏
付
け
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
総
合
す
る
と
、
津
毛
城
の
創
築

は
南
北
朝
期
　
（
十
四
世
紀
）
　
の
桃
井
直
常
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
し
て
、
戦
国
期
に
は
、
そ
の
跡
が
再
び
飛
騨
勢
や
上
杉
氏
に
よ
っ
て
城
地
に

と
こ
ろ
で
、
『
三
州
志
』
故
墟
考
は
、
村
伝
え
と
し
て
白
屋
秋
貞
が
居
城
し

た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
塩
屋
秋
貞
は
飛
騨
の
三
木
艮
頼
の
部
将
で
あ
り
、
元

亀
二
年
　
（
一
五
七
一
）
　
に
は
猿
倉
城
や
栂
尾
城
を
拠
点
化
し
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
そ
の
秋
貞
の
居
城
と
伝
え
る
の
は
、
前
述
の
「
富
山
領
等
越
中
国
古

城
併
雑
書
記
」
　
が
、
「
附
之
城
」
を
塩
屋
氏
に
よ
る
樫
ノ
木
城
攻
め
の
際
の
出

城
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
伝
承
の
真
偽
は
と
も
か
く
、

猿
倉
や
樫
ノ
木
、
さ
ら
に
は
中
地
山
に
か
け
て
、
飛
騨
武
将
に
ち
な
む
伝
承
等

が
広
く
残
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
津
毛
城
も
一
時
的
に
飛
騨
勢
の
拠
点
と
な
っ
て

い
た
こ
と
が
、
十
分
考
え
ら
れ
る
。
時
期
的
に
は
永
禄
か
ら
元
亀
年
間
に
か
け

て
で
あ
ろ
う
。

飛
騨
勢
の
あ
と
を
受
け
て
津
毛
城
に
入
っ
た
の
は
、
上
杉
氏
の
部
将
村
田
修

理
で
あ
る
。
上
杉
氏
は
元
亀
四
年
の
時
点
で
ほ
ぼ
神
通
川
以
東
の
越
中
東
半
部

を
制
圧
し
て
お
り
、
天
正
元
年
　
（
一
五
七
三
）
　
十
月
に
は
「
樫
ノ
木
城
」
　
の
項

で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
村
田
忠
右
衛
門
尉
　
（
秀
頼
）
　
に
対
し
、
太
田
上
郷
が
料

所
と
し
て
申
し
付
け
ら
れ
て
い
る
。
『
三
州
志
』
　
や
江
戸
時
代
の
書
上
申
帳
に

よ
る
と
、
こ
の
地
域
の
城
郭
に
関
連
し
て
、
村
田
縫
殿
助
・
同
修
理
亮
・
同
輿

十
郎
・
同
大
炊
介
ら
の
名
が
あ
げ
ら
れ
、
『
三
州
志
』
　
で
は
縫
殿
助
を
「
一
作

修
理
亮
又
作
興
十
郎
」
と
す
る
。
お
そ
ら
く
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
村

田
氏
は
津
毛
城
の
他
、
樫
ノ
木
城
、
栂
尾
城
、
猿
倉
城
、
岩
木
砦
な
ど
に
も
伝

承
を
残
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
み
て
、
村
田
氏
は
上
杉
氏
支
配
下
の
越

中
に
あ
っ
て
、
特
に
富
山
南
方
の
飛
騨
口
の
守
り
を
担
当
し
た
部
将
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
、
る
。
村
田
氏
な
ど
の
上
杉
部
将
が
津
毛
城
を
守
っ
た
期
間
は
、
お

そ
ら
く
天
正
元
年
頃
か
ら
同
六
年
に
か
け
て
の
間
で
あ
ろ
う
。
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天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
は
、
越
中
の
戦
国
史
の
上
で
も
大
き
な
画
期
と
な

る
年
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
越
中
か
ら
能
登
・
加
賀
に
か
け
て
の
一
帯
を
制

圧
し
て
い
た
上
杉
謙
信
が
急
死
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
動
揺
に
乗
じ
て
、

織
田
方
が
越
中
へ
進
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
契
機
に
、
越
中

国
人
層
の
上
杉
方
か
ら
の
離
脱
が
始
ま
り
、
上
杉
方
は
次
第
に
東
部
へ
圧
迫
さ

れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
さ
て
、
織
田
勢
の
越
中
進
攻
は
飛
騨
を
経
由
し
て
行
わ

れ
た
が
、
そ
の
先
陣
は
越
中
に
ゆ
か
り
の
深
い
神
保
長
住
で
あ
っ
た
。
長
住
は

同
年
五
月
、
上
熊
野
城
主
の
二
宮
左
衛
門
大
夫
に
知
行
安
堵
状
を
与
え
、
味
方

に
誘
っ
た
り
、
八
月
に
は
小
谷
六
右
衛
門
に
大
道
村
を
与
え
る
な
ど
、
次
第
に

飛
騨
口
で
勢
力
を
固
め
て
い
っ
た
が
、
な
か
な
か
北
方
（
富
山
方
面
）
　
へ
は
進

出
で
き
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
織
田
信
長
は
長
住
の
援
軍
と
し
て
斎
藤
新
五
郎
を
越
中
へ
派
遣
す

る
。
『
信
長
公
記
』
　
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

方
の
こ
う
し
た
布
陣
は
、
津
毛
城
が
ま
さ
に
織
田
方
の
富
山
方
面
進
出
を
食
い

止
め
る
た
め
の
前
線
拠
点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
実
際
は
『
信
長
公
記
』
の
記
事
に
も
あ
る
よ
う
に
、
上
杉
方
は
織

田
軍
来
援
の
報
を
聞
き
、
戦
う
こ
と
な
く
、
城
を
捨
て
て
退
去
し
た
の
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
て
織
田
方
は
津
毛
城
を
手
に
入
れ
、
城
に
は
神
保
長
住
の
軍
勢
が

入
っ
た
。
こ
の
あ
と
、
斎
藤
新
五
郎
は
北
方
の
太
田
本
郷
に
陣
し
、
上
杉
方
の

次
の
拠
点
と
な
っ
た
今
泉
城
（
現
富
山
市
）
を
攻
め
る
。
そ
し
て
、
引
き
続
き

行
わ
れ
た
月
岡
野
の
合
戦
で
上
杉
勢
を
破
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
織
田
方
の
軍
事

的
優
位
を
内
外
に
示
す
の
で
あ
る
。
再
び
、
『
信
長
公
記
』
に
よ
っ
て
戦
い
の

経
過
を
見
て
み
よ
う
。

九
月
廿
四
日
、
斎
藤
新
五
越
中
へ
仰
付
け
ら
れ
出
陣
。
国
中
太
田
保
の
内

っ
け
の
城
、
御
敵
椎
名
小
四
郎
・
河
田
豊
前
人
数
入
置
き
候
。
尾
・
濃
両

国
の
御
人
数
打
向
ふ
の
由
承
り
及
び
、
聞
落
に
退
散
致
し
、
則
、
つ
け
の

城
へ
神
保
越
中
人
数
入
置
き
、
斎
藤
新
五
、
三
里
程
打
出
し
陣
取
り
候
て

在
々
所
々
へ
相
働
く
。

寅
十
月
四
日
、
斎
藤
新
五
、
越
中
国
中
太
田
保
の
内
本
郷
に
陣
取
り
、
御

敵
河
田
豊
前
守
・
椎
名
小
四
郎
、
今
和
泉
に
楯
籠
候
。
彼
城
下
迄
放
火
候

て
、
未
明
よ
り
罷
退
か
る
ゝ
の
処
に
、
人
数
を
付
け
候
。
斎
藤
新
五
節
所

へ
引
か
け
、
月
岡
野
と
云
ふ
所
に
て
人
数
立
合
ひ
、
既
に
一
戦
に
及
び
追

崩
し
、
頸
か
ず
参
百
六
十
討
と
り
、
此
競
を
休
め
ず
懸
け
ま
は
り
、
所
々

人
質
執
固
、
神
保
越
中
所
へ
相
渡
し
帰
陣
候
な
り
。

－13　－

こ
れ
に
よ
る
と
、
斎
藤
新
五
郎
は
九
月
二
十
四
日
、
越
中
へ
出
陣
し
た
が
、

上
杉
勢
は
尾
張
・
美
濃
か
ら
の
織
田
勢
来
援
を
聞
き
、
拠
点
と
し
て
い
た
「
つ

け
の
城
」
（
津
毛
城
）
を
捨
て
て
撤
退
し
た
と
い
う
。
こ
の
時
、
津
毛
城
を
守
っ

て
い
た
の
は
、
椎
名
小
四
郎
（
長
尾
景
直
）
　
と
河
田
長
親
で
あ
っ
た
が
、
上
杉

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
、
斎
藤
新
五
郎
ら
の
織
田
勢
が
飛
騨
か
ら
入
っ
た
ル
ー

ト
は
、
長
棟
ま
た
は
薄
波
か
ら
槍
峠
を
越
え
て
黒
川
谷
へ
出
る
道
筋
で
あ
っ
た

と
み
ら
れ
る
。
津
毛
城
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
熊
野
川
を
隔
て
た
北
方
（
太

田
保
側
）
に
向
け
て
築
か
れ
た
城
で
あ
り
、
南
方
（
飛
騨
方
面
）
に
対
し
て
は

や
や
守
り
が
弱
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
天
正
六
年
、
織
田
軍
が
南
方
か
ら
大
挙

し
て
進
攻
し
て
来
た
際
に
は
、
支
え
切
れ
ず
と
み
て
、
城
が
放
棄
さ
れ
た
の



で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
、
同
年
九
月
の
織
田
軍
進
攻
後
、
織
田
方
が
富
山
城
付

近
を
確
保
す
る
ま
で
の
し
ば
ら
く
の
間
は
、
津
毛
城
も
織
田
方
の
拠
点
と
し
て

守
ら
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

な
お
、
江
戸
時
代
の
史
料
は
津
毛
城
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

〇
一
、
黒
牧
村
領
之
内
城
跡
有
之
、
今
は
柴
山
二
相
成
候
由
、
但
津
毛
之

城
共
相
唱
則
図
面
二
相
記
申
候
（
「
文
化
七
年
新
川
郡
古
城
跡
井
館
跡

御
付
札
之
ヶ
所
詮
議
之
趣
脇
書
仕
上
ケ
申
帳
」
）

○
津
毛
　
㌢
作
樫
木

強
、
黒

し
当
時
は
採
柴
山
と牧0
成村又
りの謂
て巽之
、谷村
へ田
入城
。
在
大
田
庄
黒
牧
村
領
。
富
山
本
に
、
自
首
城
巽
四

る
こ
と
一
里
六
・
七
町
、
胡
桃
邑
辺
と
云
ふ
也
。
但

〇
二
　
黒
牧
村
古
塁

今
ハ
柴
山
也
、
村
田
修
理
居
住
之
由
（
「
越
中
古
城
記
」
）

遺
跡
の
地
不
分
と
云
ふ
。

邑
伝
に
、
白
屋
秋
貞
居
た
り
と
。
歳
月
不
其
の
後
元
亀
二
年
等
二
三
月

詳
。

二
日
、
謙
信
の
幕
下
村
田
縫
殿
助
転
機
又
其
の
家
老
安
達
清
蔵
等

二
十
七
臣
を
し
て
之
を
守
ら
し
む
と
。
或
は
云
ふ
、
永
禄
中
に
村
田
興

十
郎
此
の
城
に
拠
り
て
、
上
熊
野
の
二
宮
氏
と
相
闘
ひ
て
日
夜
止
め
ず

と
也
。
天
正
六
年
よ
り
椎
名
小
四
郎
之
を
守
り
、
景
勝
相
授
け
て
縫
殿

助
を
置
け
り
。
同
年
十
月
信
長
公
斎
藤
新
五
を
し
て
攻
取
ら
し
め
、
神

保
越
中
守
之
を
守
る
。
困
り
て
椎
名
は
松
倉
城
に
入
る
と
云
ふ
。
（
後

略
）
　
（
『
三
州
志
』
故
櫨
考
）

（磨）

〇
二
黒
牧
村
古
城
者
、
先
年
桃
井
播
摩
守
様
御
居
城
之
由
申
伝
候
、
年

号
等
之
儀
相
知
不
申
、
且
右
場
所
当
時
白
田
井
柴
山
二
相
成
居
中
候
（
「
文

化
十
三
年
古
城
跡
併
館
跡
由
来
所
伝
之
趣
書
上
申
帳
」
）

〇
一
、
黒
牧
古
城
　
　
黒
牧
村
領
、
西
大
手
先
二
而
奥
広
な
る
場
所
二
而

山
城
二
御
座
候
、
西
拾
間
程
、
東
百
弐
拾
壱
間
程
、
北
弐
百
拾
壱
間
程
、

南
弐
百
拾
壱
間
程
、
一
ノ
堀
幅
四
間
程
、
東
西
長
三
拾
四
間
程
、
二
ノ

堀
幅
五
間
程
、
西
北
長
六
拾
六
間
程
、
三
ノ
堀
幅
四
間
程
、
西
北
長
百

弐
拾
弐
間
程
、
本
丸
東
百
弐
拾
壱
間
程
、
西
百
弐
拾
弐
間
程
、
南
北
六

拾
弐
間
程
、
池
壱
ツ
之
有
、
指
渡
七
尺
斗
、
深
三
尺
斗
御
座
候
、
右
北

之
方
二
東
西
長
三
拾
八
間
程
、
南
北
弐
拾
間
程
一
国
御
座
候
、
右
場
所

二
而
鉄
胞
玉
杯
堀
出
し
申
事
茂
御
座
候
、
先
年
ハ
桃
井
播
磨
守
殿
御
居

城
之
由
申
伝
候
、
年
号
之
儀
相
知
不
申
候
、
且
桃
ツ
ケ
ノ
城
与
唱
申
候
、

右
場
所
、
当
時
白
田
・
柴
山
二
相
成
居
中
候
（
「
文
政
元
年
城
跡
館
跡
由

来
申
伝
之
趣
書
上
申
帳
」
）
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〇
一
、
黒
牧
村
領
之
内
二
城
跡
御
座
候
、
村
田
修
理
居
住
之
由
申
伝
候
、

只
今
者
柴
山
二
成
居
中
候
（
「
宝
暦
十
四
年
新
川
郡
古
城
跡
名
所
旧
蹟

等
書
上
申
帳
」
）

こ
れ
ら
の
内
、
城
の
構
造
・
規
模
を
最
も
精
細
に
記
し
て
い
る
の
は
、
末
尾

に
掲
げ
た
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
　
の
書
上
申
帳
で
あ
る
。
同
書
上
申
帳
に
よ

れ
ば
、
西
が
「
大
手
先
」
と
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
前
述
の
七
曲
り

の
登
り
道
が
大
手
道
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
全
体
の
規
模
は
、
ほ
ぼ
石
原

氏
の
見
取
図
に
一
致
す
る
が
、
空
堀
と
し
て
「
一
ノ
堀
」
・
「
二
ノ
堀
」
・
「
三



ノ
堀
」
の
三
本
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
石
原
氏
の
記
し
た
二
本
の
空
堀
以
外
に

も
う
一
本
、
別
の
箇
所
に
空
堀
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
指

渡
し
約
七
尺
、
深
さ
約
三
尺
の
「
池
」
と
は
、
城
内
に
設
け
ら
れ
た
水
の
便
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
北
方
に
は
東
西
三
十
八
間
程
、
南
北
二
十
間
程
の
別
の
「
一

囲
」
が
あ
る
と
い
う
。
お
そ
ら
く
、
土
塁
な
ど
で
囲
ま
れ
た
施
設
の
跡
で
あ
ろ

う
。
こ
の
場
所
で
は
「
鉄
胞
玉
」
　
（
銃
弾
）
な
ど
も
出
土
し
た
と
い
う
。
こ
の

こ
と
は
、
津
毛
城
が
戦
国
末
期
に
使
わ
れ
た
こ
と
を
十
分
に
裏
付
け
る
も
の
で

あ
る
。な

お
、
「
富
山
領
等
越
中
国
古
城
併
雑
書
記
」
に
は
、
上
杉
謙
信
が
「
附
之

城
」
に
お
い
て
新
川
郡
の
庄
屋
百
姓
を
引
見
す
る
と
称
し
て
、
一
人
づ
つ
奥
の

間
へ
呼
び
、
首
を
は
ね
た
と
い
う
話
を
伝
え
て
い
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
津
毛
城
は
広
い
台
地
を
利
用
し
た
大
規
模
な
城
郭
で

あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
地
は
古
く
か
ら
要
衝
と
し
て
注
目
さ
れ
た
が
、
そ

れ
は
黒
川
谷
の
ル
ー
ト
を
た
ど
る
道
筋
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
越

中
・
飛
騨
間
の
ル
ー
ト
を
押
さ
え
、
太
田
保
の
平
野
部
と
山
間
部
の
接
点
に
位

置
す
る
こ
の
城
は
、
交
通
上
の
み
な
ら
ず
、
政
治
・
経
済
・
軍
事
の
面
で
も
大

き
な
位
置
を
占
め
た
と
み
ら
れ
る
。

註

Ⅲ
久
保
尚
文
「
桃
井
直
常
の
没
落
を
め
ぐ
る
諸
問
題
－
足
利
義
詮
親
政
期
の
越
中
守

護
支
配
－
」
　
（
『
北
陸
史
学
』
第
三
六
号
）
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謡
部
落
嬰
毒
杯
S
浮
帽
側
淋
（
選
書
U
の
袖
茹
恕
）



四
　
中
尾
館

標
高
　
二
九
〇
m

比
高
　
　
八
〇
m

小
佐
波
の
集
落
南
側
に
続
く
山
の
中
腹
が
館
跡
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
は
西

側
を
小
佐
波
川
、
東
側
を
そ
の
支
流
に
よ
っ
て
は
さ
ま
れ
た
所
で
、
館
跡
の
北

側
で
両
方
の
川
が
合
流
す
る
。
こ
の
館
跡
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
書
上
申

帳
や
『
三
州
志
』
な
ど
に
も
記
載
が
な
い
。
『
大
山
町
史
』
に
よ
る
と
、
「
中

尾
山
に
は
、
中
尾
五
郎
左
衛
門
と
い
う
武
士
が
い
た
と
い
う
。
そ
の
館
跡
に
は

大
井
戸
、
小
井
戸
と
い
う
井
戸
が
現
存
し
て
い
る
」
と
あ
る
。
本
書
で
は
、
便

宜
上
、
「
中
尾
館
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

伝
承
地
は
山
の
中
腹
で
、
北
側
に
向
け
て
ゆ
る
や
か
に
下
る
傾
斜
面
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
「
大
井
戸
」
、
「
小
井
戸
」
と
呼
ば
れ
る
池
が
あ
る
が
、
こ
の
内
、

「
大
井
戸
」
の
方
は
三
・
三
×
四
・
七
m
程
度
の
大
き
き
で
、
金
の
茶
釜
が
埋

ま
っ
て
い
る
と
伝
え
る
。
た
だ
し
、
付
近
に
は
土
塁
や
堀
な
ど
の
遺
構
が
認
め

ら
れ
な
い
。
ま
た
、
南
方
の
山
続
き
の
山
頂
二
帝
に
も
関
連
す
る
遺
構
は
見
ら

れ
な
い
。
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五
　
中
地
山
城

標
高
　
三
八
〇
m

比
高
　
　
五
五
m

中
地
山
城
は
、
北
を
常
願
寺
川
、
西
を
小
口
川
、
ま
た
東
方
を
和
田
川
に
よ
っ

て
は
さ
ま
れ
た
台
地
上
に
築
か
れ
た
城
で
あ
る
。
最
高
所
の
標
高
は
三
八
〇
m

で
、
台
地
の
西
麓
に
は
中
地
山
の
集
落
が
あ
る
。
集
落
か
ら
の
比
高
は
五
五
m

程
度
に
す
ぎ
ず
、
城
が
存
在
し
た
当
時
は
、
城
下
集
落
と
し
て
の
性
格
を
持
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
周
辺
の
城
郭
と
し
て
、
東
方
一
・
八
血
に
和
田
川
を

は
さ
み
小
見
城
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
東
方
一
・
八
血
に
、
牛
ケ
首
谷
川
を
は
さ

み
原
砦
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
城
砦
は
、
後
述
す

る
よ
う
に
中
地
山
城
の

詰
城
　
（
小
見
）
　
や
出
城

（
原
）
　
と
し
て
機
能
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
北
東
二
・
五

加
に
は
常
願
寺
川
を
は

さ
み
芦
瞬
寺
の
集
落
が

あ
る
が
、
こ
の
地
は
古

く
よ
り
立
山
信
仰
と
関

わ
り
が
深
く
、
立
山
参

詣
の
た
め
の
多
く
の

人
々
を
集
め
て
き
た
。

芦
瞬
寺
に
は
立
山
信
仰

の
衆
徒
組
織
も
存
在
し
た
が
、
そ
れ
は
時
と
し
て
僧
兵
的
存
在
、
す
な
わ
ち
一

種
の
軍
事
的
勢
力
と
み
な
さ
れ
、
中
世
の
越
中
武
将
達
に
と
っ
て
見
過
ご
す
こ

と
の
で
き
ぬ
存
在
と
な
っ
た
。
も
う
一
つ
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
点
と
し
て
、

交
通
路
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
世
に
芦
瞬
寺
か
ら
立
山
を
越
え
て
信
濃
へ
抜

け
る
山
道
が
あ
り
、
当
時
は
商
人
な
ど
の
往
来
が
あ
っ
た
Ⅲ
。
こ
の
よ
う
に
、

宗
教
的
・
軍
事
的
に
要
地
で
あ
っ
た
芦
瞬
寺
を
室
町
～
戦
国
期
に
支
配
し
た
の

は
神
保
氏
で
あ
る
。
神
保
氏
は
射
水
・
婦
負
両
郡
の
守
護
代
と
し
て
、
越
中
の

中
央
部
に
大
き
な
勢
力
を
有
し
た
が
、
さ
ら
に
進
ん
で
こ
の
立
山
山
麓
の
芦
瞬

寺
地
域
を
も
支
配
下
に
置
い
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
、
先
に
述
べ
た
こ
の
地
域

の
特
性
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
現
地
の
支
配
に
は
文
明
年
間
（
一
四
六

九
～
八
七
）
　
よ
り
重
臣
の
寺
嶋
氏
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
蘭
。

こ
の
寺
嶋
氏
が
拠
点
と
し
た
の
は
、
芦
瞬
寺
北
方
の
池
田
城
で
あ
り
、
そ
こ
か

ら
来
拝
山
を
経
て
芦
瞬
寺
に
至
る
道
筋
を
掌
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
地

域
を
支
配
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
い
ろ
ん
な
意
味
で
重
要
な
位
置

を
占
め
る
芦
瞬
寺
が
常
願
寺
川
の
対
岸
に
存
在
す
る
こ
と
は
、
中
地
山
城
な
ど

の
築
城
を
考
え
る
上
で
見
逃
せ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
、
城
は
誰
に
よ
っ
て
、
い
つ
築
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
三
州
志
』

故
墟
考
に
よ
れ
ば
、
天
正
元
年
　
（
一
五
七
三
）
、
飛
騨
の
江
馬
輝
盛
が
越
中
新

川
郡
七
万
石
を
領
し
て
中
地
山
に
築
城
し
、
部
将
の
川
上
中
務
・
和
仁
某
・
神

代
某
を
守
将
と
し
て
置
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
の
ち
に
飛
騨
の
三
木
氏
や
広

瀬
氏
が
中
地
山
城
を
攻
め
る
と
、
川
上
氏
ら
は
城
を
捨
て
て
去
り
、
そ
の
後
上

杉
謙
信
が
こ
の
城
を
攻
め
取
っ
た
と
記
す
。

こ
こ
に
見
え
る
江
馬
氏
は
、
飛
騨
高
原
郷
に
勢
力
を
有
し
た
国
人
で
、
そ
の

本
拠
は
現
在
の
吉
城
郡
神
岡
町
に
あ
る
諏
訪
城
で
あ
っ
た
。
江
馬
氏
は
永
禄
七
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年
（
一
五
六
四
）
輝
盛
方
と
時
盛
方
に
分
裂
し
、
輝
盛
は
国
内
の
三
木
艮
頼
や

越
後
上
杉
氏
と
結
ん
で
、
武
田
氏
と
結
ぶ
時
盛
を
攻
め
た
。
こ
の
時
、
謙
信
は

越
中
衆
に
輝
盛
を
助
け
さ
せ
、
自
ら
は
軍
を
率
い
て
信
濃
川
中
島
に
出
兵
し
、

武
田
方
を
牽
制
し
た
。
こ
の
た
め
、
時
盛
は
敗
れ
て
降
伏
し
、
以
後
、
輝
盛
が

日
立
旗
、
甲
州
被
相
押
故
、
時
盛
御
個
望
証
人
被
相
渡
、
御
一
和
、
輝
盛

御
本
意
之
儀
、
可
然
候
、
弥
以
向
後
不
相
替
御
意
見
専
一
二
候
、
其
巨
細

江
馬
家
の
実
権
を
握
る
。
次
に
掲
げ
る
史
料
は
、

の
で
あ
る
。

こ
の
間
の
事
情
を
物
語
る
も

披
露
御
直
札
間
不
具
、
恐
々
謹
言
、

（
永
禄
七
年
）

十
月
廿
日

（
盲
信
）

河
上
中
務
丞
殿
㈲

河
田
長
親
　
（
花
押
）

○
史
料
A
　
上
杉
輝
虎
書
状（

江
馬
）

切
書
披
見
祝
着
候
、
今
度
時
盛
再
乱
、

無
是
非
次
第
候
、
然
不
達
先
忠
、

輝
盛
相
談
、
至
干
越
中
境
、
被
取
除
儀
、
誠
忠
切
不
浅
候
、
困
玄
高
原
へ

（
儀
）
　
（
三
木
）

調
儀
之
義
、
姉
小
路
良
頼
与
輝
盛
同
意
二
預
留
候
間
、
則
越
中
衆
申
付
、

為
及
手
合
候
キ
、
其
上
も
無
心
元
間
、
信
州
河
中
嶋
へ
出
馬
、
及
六
十
日

立
旗
、
甲
州
相
押
候
故
、
時
盛
個
望
之
間
、
私
睦
之
由
、
先
以
可
勝
候
、

向
後
弥
輝
盛
可
被
加
意
見
候
事
、

説
候
、
恐
々
謹
言
、

（
永
禄
七
年
）

十
月
廿
日

河
上
式
部
丞
殿
畑

（
肝
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
演
）

簡
要
至
極
候
、
万
余
村
上
義
清
可
為
伝

（
上
杉
）

輝
虎
（
花
押
）

○
史
料
B
　
河
田
長
親
書
状

（
江
馬
）

翰
札
披
見
祝
著
之
至
候
、
仇
而
今
度
時
盛
重
而
被
為
背
国
方
晴
信
御
一
味
、

被
企
再
乱
儀
、
無
是
非
次
第
二
俣
、
然
ル
こ
其
方
被
慮
先
節
目
輝
盛
御
内

（
奇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三

談
、
至
干
越
中
境
被
取
探
儀
、
寄
特
千
万
之
由
候
、
困
玄
高
原
之
地
江
良

木
）

頼
・
輝
盛
就
可
有
御
調
儀
、
当
方
江
被
仰
届
間
、
則
越
中
衆
江
申
付
、
尚

以
無
御
心
元
由
二
而
、
信
州
江
出
馬
、
到
干
河
中
島
、
七
月
以
往
及
六
十

こ
れ
ら
の
書
状
に
よ
れ
ば
、
永
禄
七
年
、
江
馬
家
の
内
部
で
対
立
が
生
じ
た

際
、
輝
盛
方
が
越
中
境
に
出
兵
し
、
上
杉
氏
の
た
め
に
働
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
お
そ
ら
く
江
馬
氏
の
中
地
山
築
城
も
こ
の
頃
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
後
、
江

く
み

馬
氏
は
こ
こ
を
拠
点
に
上
杉
氏
に
与
す
る
形
で
越
中
国
内
で
も
活
動
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
江
馬
氏
は
必
ず
し
も
上
杉
一
辺
倒
だ
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、
一
方
で
は
武
田
氏
と
も
交
渉
を
保
つ
な
ど
、
飛
騨
と
い
う
国

の
地
理
的
・
政
治
的
特
性
上
、
特
別
の
配
慮
を
払
っ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な

ヽ

j

 

O

ト
∨

と
こ
ろ
で
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
　
の
書
上
申
帳
な
ど
に
は
、
中
地
山
城

主
を
河
上
中
務
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
河
上
中
務
丞
盲
信
は
前
掲
史
料
に
も

見
る
よ
う
に
、
江
馬
氏
の
重
臣
と
し
て
上
杉
氏
と
の
交
渉
に
あ
た
っ
て
お
り
、

永
禄
年
間
以
降
、
中
地
山
に
在
城
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

江
馬
氏
は
一
時
、
越
中
・
飛
騨
間
の
交
通
路
を
一
手
に
掌
握
し
て
い
た
と
も

み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
越
飛
間
の
西
側
幹
線
ル
ー
ト
に
あ
た
る
神
通
峡
谷
沿

い
の
道
筋
に
つ
い
て
は
、
次
の
史
料
が
あ
り
、
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
　
の
時

点
で
河
上
氏
が
吉
野
・
庵
谷
・
笹
津
を
通
る
飛
騨
の
牛
荷
に
対
し
、
通
行
手
形

を
出
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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○
史
料
C
　
河
上
綱
通
行
手
形

（
肛
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
、
）

高
原
弁
屋
牛
壱
つ
、
役
銭
其
外
い
覧
な
く
可
通
候
、
仇
如
件
、

永
禄
八
年

六
月
十
日

吉
野

（
庵
谷
）

魚
谷

篠
津
㈲

（
河
上
）綱

　
（
花
押
）

線
ル
ー
ト
を
支
配
下
に
置
き
、
両
国
間
の
交
通
と
流
通
を
統
制
す
る
形
で
、
江

馬
氏
に
よ
る
越
中
進
出
、
そ
し
て
中
地
山
城
の
築
城
が
図
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

な
お
、
永
禄
十
二
年
　
（
一
五
六
九
）
、
中
地
山
北
方
の
池
田
城
に
在
城
し
た

寺
嶋
職
定
は
、
上
杉
氏
に
敵
対
し
て
同
城
に
た
て
籠
っ
た
が
、
同
じ
頃
、
江
馬

輝
盛
は
次
の
よ
う
な
制
札
を
対
岸
の
芦
瞬
寺
に
下
し
て
い
る
。

ま
た
、
中
地
山
は
一
方
で
水
須
・
有
峰
・
大
多
和
峠
を
経
由
す
る
「
う
れ
往

来
」
　
に
よ
っ
て
飛
騨
に

通
じ
て
い
た
が
、
こ
の

道
筋
は
中
世
の
主
要
道

で
あ
っ
た
鎌
倉
街
道
に

あ
た
る
と
い
わ
れ
る
㈲
。

「
う
れ
往
来
」
　
は
高
所

の
山
岳
地
帯
を
通
る
た

め
、
冬
期
間
の
通
行
は

不
可
能
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
以
外
の
季
節
に
は

よ
く
利
用
さ
れ
た
と
み

ら
れ
る
。
同
ル
ー
ト
は
、

越
飛
間
の
東
側
幹
線

ル
ー
ト
に
あ
た
る
が
、

こ
の
よ
う
に
東
西
の
幹

○
史
料
D
　
江
馬
輝
盛
制
札

（
輝
盛
）

（
花
押
）
　
制
札

右
、
当
村
中
へ
乱
妨
狼
籍
、
令
停
止
華
、
若
人
数
等
出
入
候
共
、
少
達
乱

有
間
敷
者
也
、
仇
如
件
、

永
禄
十
二
　
九
月
二
日
間
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こ
れ
は
上
杉
方
に
立
つ
江
馬
氏
が
寺
嶋
氏
の
動
き
を
牽
制
す
る
た
め
に
出
し

た
も
の
で
あ
り
、
池
田
城
を
中
心
と
す
る
寺
嶋
氏
と
芦
瞬
寺
付
近
を
は
さ
ん
で

対
噂
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
中
地
山
城
一
帯
は
、
こ
の
頃
最

も
大
き
な
軍
事
的
緊
張
期
を
迎
え
た
と
言
っ
て
よ
く
、
東
方
の
小
見
城
や
原
砦

な
ど
の
整
備
も
こ
う
し
た
情
勢
を
背
景
に
進
め
ら
れ
た
可
能
性
が
強
い
。

こ
の
の
ち
、
江
馬
氏
の
上
杉
氏
に
対
す
る
軍
事
的
協
力
は
元
亀
年
間
に
も
み

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
加
賀
の
一
向
一
揆
が
富
山
城
を
占
拠
し
た
元
亀
三
年
　
（
一

五
七
二
）
、
謙
信
の
富
山
城
包
囲
陣
に
江
馬
勢
が
来
援
し
て
い
る
こ
と
が
、
次

の
史
料
に
よ
り
知
ら
れ
る
。



○
史
料
E
　
上
杉
謙
信
書
状、

、
、
、
、
、
、
、
、
　
　
　
　
（
村
上
国
清
）

重
而
中
道
候
、
（
中
略
）
　
昨
晩
江
馬
方
被
打
着
候
、
為
此
迎
源
五
方
被
越

候
へ
者
、
自
敵
陣
可
乗
切
様
二
見
へ
候
つ
る
間
、
出
備
候
得
者
、
あ
な
た

（
河
田
長
親
）

ヨ
リ
此
方
之
武
見
之
衆
へ
押
懸
候
、
豊
前
守
者
共
助
合
、
敵
十
余
討
捕
、

曽
月
山
へ
押
籠
候
、
其
時
惣
備
敵
出
候
つ
る
、
身
之
事
者
、
見
知
不
申
候
、

吉
益
・
五
十
嵐
申
分
者
、
三
千
不
足
の
由
申
候
、
又
身
之
見
量
ニ
ハ
、
四

千
内
外
之
由
見
切
候
、
兎
角
二
四
万
・
三
万
与
申
つ
る
趣
、
不
審
二
候
、

跡
之
陣
二
者
、
小
旗
も
人
数
も
一
切
無
之
候
つ
る
、
昨
日
自
未
明
、
小
旗

を
巻
、
火
宮
筋
へ
無
際
限
敵
帰
候
、
是
ハ
越
前
衆
敗
軍
共
申
候
、
又
増
山

（儀）

衆
払
陣
共
申
候
、
又
能
州
当
方
江
連
々
被
申
候
つ
る
が
、
加
様
之
義
二
付

而
共
申
候
、
其
故
敵
之
人
数
無
衆
こ
も
候
欺
、
不
審
二
候
、
万
吉
重
而
、

が
出
馬
し
、
次
第
に
包
囲
を
強
め
る
中
で
、
江
馬
氏
に
対
し
て
も
参
陣
の
要
請

が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
謙
信
の
在
陣
は
翌
年
に
ま
で
及
ぶ
長
期
の
も
の

と
な
る
が
、
江
馬
輝
盛
自
身
は
十
月
十
四
日
以
前
、
急
に
謙
信
に
断
わ
ら
ず
帰

国
し
た
ら
し
く
、
あ
と
で
そ
の
帰
国
を
陳
謝
す
る
書
状
を
謙
信
に
送
り
、
謙
信

か
ら
は
次
の
よ
う
な
書
状
が
折
り
返
し
、
河
上
氏
に
対
し
送
ら
れ
て
い
る
。

○
史
料
F
　
上
杉
謙
信
書
状（

江
馬
）

内
々
自
走
可
申
遣
処
、
従
輝
盛
預
音
信
大
慶
候
、
随
而
輝
盛
帰
国
為
知
候

は
、
外
見
に
候
間
、
送
を
も
可
申
付
処
、
不
時
二
帰
路
候
、
於
世
間
悪
様

に
可
申
唱
事
、
笑
止
々
々
、
乍
去
於
愚
老
、
不
懸
気
候
間
、
如
最
前
、
入

魂
相
違
有
間
数
候
、
麦
を
ば
可
然
様
に
取
成
、
可
為
大
慶
候
、
猶
輝
盛
江

謹
言
、

（
元
亀
三
年
）

九
月
十
八
日

山
吉
孫
次
郎
殿

河
田
対
馬
守
殿

北
条
下
総
守
殿

専
柳
斎

長
尾
喜
平
次
殿

追
而
、
（
以
下
略
）
㈱

（
上
杉
）謙

信
　
（
花
押
）

申
候
間
、
不
能
重
意
候
、
恐
々
謹
言
、

（
元
亀
三
年
）

十
月
十
四
日

河
上
河
内
殿
㈱

（
上
杉
）

謙
信
　
（
花
押
）
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一
向
一
揆
は
、
こ
の
年
六
月
、

越
中
西
部
の
五
位
圧
よ
り
東
進
し
て
ま
ず
火

宮
城
を
攻
略
し
、
続
い
て
五
福
山
な
ど
で
上
杉
勢
を
破
り
、
つ
い
に
は
富
山
城

を
占
拠
し
て
、
上
杉
勢
と
対
峠
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
越
後
か
ら
は
謙
信
自
身

こ
の
書
状
か
ら
、
輝
盛
自
身
が
軍
勢
を
率
い
て
上
杉
陣
に
参
陣
し
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
の
参
陣
期
間
は
、
E
・
F
二
点
の
史
料
か
ら
み
て
、

九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
、
実
質
一
カ
月
に
も
満
た
な
い
短
い
も
の
で
あ
っ
た

と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
に
江
馬
氏
は
謙
信
の
越
中
平
定
に
あ
た
っ
て
、
一
定
の
軍
事
的
役

割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
軍
事
面
だ
け
で
な
く
、
上
杉
氏
に
と
っ

て
飛
騨
は
上
方
な
ど
の
情
報
源
と
も
な
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
元
亀
四
年
　
（
一

五
七
三
）
　
の
四
月
二
十
五
日
付
で
、
河
上
盲
信
が
武
田
信
玄
死
去
の
情
報
を
越

中
在
番
の
上
杉
部
将
河
田
長
親
に
伝
え
て
い
る
の
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。



○
史
料
G
　
河
上
音
信
書
状

（
儀
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
足
利
義
昭
）

態
令
啓
上
候
、
（
中
略
）
　
二
上
方
之
義
、
信
長
御
上
洛
二
付
、
公
方
様

被
去
御
座
候
而
、
被
成
御
懇
望
、
二
才
之
　
御
曹
子
様
人
質
二
信
長
へ
有

御
渡
、
御
無
事
之
由
、
然
共
、
御
館
石
垣
以
下
被
直
候
、
京
中
一
変
二
候

而
、
若
君
様
有
御
供
奉
、
江
州
樺
山
迄
御
納
馬
候
処
、
都
二
被
残
置
候
信

長
臣
下
衆
、
公
方
様
へ
有
被
申
事
、
再
乱
由
而
、
又
自
樺
山
御
上
洛
と
承

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

候
、
如
何
与
相
異
可
申
候
哉
、
海
道
説
之
分
中
人
候
、
　
二
信
玄
之
儀
、

ヽ

、
、
、
、
（
去
）
、
、
、
、
、

甲
州
へ
御
納
馬
候
、
然
間
御
煩
由
候
、
又
被
成
死
居
候
共
申
成
候
、
如
何
、

不
審
存
知
候
、
一
、
濃
州
尾
州
之
儀
、
甲
州
入
与
有
陣
触
由
申
候
、
此

段
候
者
、
信
玄
御
越
度
も
実
説
か
と
存
知
候
、
右
、
此
条
々
、
　
御
屋
形

様
へ
錐
可
中
上
候
、
巷
説
不
実
存
知
候
付
、
無
其
儀
候
、
事
実
二
承
候
者
、

可
中
人
候
、
定
而
其
方
へ
も
種
々
錐
可
被
聞
召
候
、
海
道
説
之
分
中
人
候
、

替
子
細
候
者
、
追
而
可
申
上
候
、
恐
憧
謹
言
、

（
元
亀
四
年
）

卯
月
廿
五
日

ま
い
る
人
々
御
中
㈹

（
長
親
）

河
田
殿

河
上
中
務
丞

盲
信
　
（
花
押
）

こ
の
中
で
、
河
上
盲
信
は
信
長
の
本
拠
、
美
濃
や
尾
張
で
は
「
甲
州
入
り
」

と
称
し
、
陣
触
れ
を
し
て
い
る
う
わ
さ
を
伝
え
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
信
玄
の
死

去
も
真
実
か
も
し
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
情
報
を
得
た
河
田
長
親
は
、

四
月
晦
日
付
で
「
随
而
信
玄
遠
行
必
定
之
由
、
不
隠
便
申
廻
由
候
、
如
何
様
煩

之
儀
者
儲
疑
奉
存
候
」
と
、
謙
信
側
近
の
吉
江
喜
四
郎
あ
て
に
報
告
し
て
い
る

価
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
畿
内
や
東
海
地
方
の
情
報
が
飛
騨
の
江
馬
氏
な
ど
か

ら
越
中
在
番
の
上
杉
部
将
を
経
由
し
、
謙
信
の
も
と
へ
届
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
の
ち
、
江
馬
氏
に
よ
る
中
地
山
城
の
維
持
は
、
少
な
く
と
も
謙
信
の
死

去
に
よ
り
越
中
情
勢
が
大
き
く
激
動
す
る
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
頃
ま
で
続

い
た
と
み
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
江
馬
氏
が
中
地
山
城
を
維
持
し
た
期
間
は
、

十
四
、
五
年
程
度
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
城
が
使
わ
れ
た
形
跡
は

な
さ
そ
う
で
あ
る
。

な
お
、
江
戸
時
代
に
記
さ
れ
た
『
江
馬
記
』
　
の
内
、
輝
盛
に
関
す
る
項
に
は

「
一
永
禄
八
年
武
田
家
に
属
す
。
越
中
中
地
山
に
住
す
。
稲
田
城
と
も
云
ふ
。

一
天
正
元
突
酉
歳
四
月
、
信
玄
公
御
他
界
の
後
越
後
謙
信
に
属
し
、
長
尾
家
を

引
出
し
、
猿
倉
塩
屋
を
討
取
り
、
輝
盛
領
レ
之
。
一
天
正
六
戊
寅
三
月
謙
信
御

他
界
、
同
七
月
飛
州
高
原
へ
移
り
、
中
地
山
は
母
方
の
伯
父
川
上
伊
豆
守
忠
輔

預
り
候
虞
、
同
九
月
国
侍
神
保
・
徳
山
等
中
地
山
を
攻
む
。
輝
盛
国
侍
防
ぎ
の

為
加
勢
を
以
て
錐
レ
防
後
詰
叶
は
ず
し
て
、
川
上
忠
輔
討
死
し
中
地
山
落
城

す
。
」
と
あ
る
。
ま
た
、
幕
末
～
明
治
初
年
頃
記
さ
れ
た
『
江
馬
家
後
鑑
録
』

（頭）

の
内
、
河
上
伊
豆
守
忠
輔
の
項
に
は
「
江
馬
左
馬
守
時
盛
の
臣
、
輝
盛
母
方
伯

父
也
。
永
禄
八
乙
丑
歳
六
月
中
地
山
城
代
に
発
向
す
る
。
天
正
六
年
戊
寅
歳
九

月
五
日
中
地
山
城
落
る
。
伊
豆
守
於
二
中
地
山
一
討
死
、
中
地
山
出
張
十
四
年

の
間
也
。
」
と
あ
り
、
い
ず
れ
も
天
正
六
年
の
落
城
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
落

城
が
事
実
と
す
れ
ば
、
同
年
三
月
の
謙
信
急
死
に
よ
り
、
飛
騨
を
経
由
し
越
中

へ
進
出
し
た
神
保
長
住
や
三
木
自
綱
、
斎
藤
新
五
郎
ら
織
田
勢
の
攻
撃
に
よ
る

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
信
長
公
記
』
巻
十
一
に
よ
れ
ば
、
神
保
長
住
の
援
軍
と

し
て
同
年
九
月
、
越
中
へ
入
っ
た
斎
藤
新
五
郎
ら
の
織
田
勢
は
、
上
杉
方
の
拠

点
で
あ
っ
た
津
毛
城
（
現
大
山
町
東
福
沢
）
を
ま
ず
手
に
入
れ
、
続
い
て
太
田

本
郷
に
陣
取
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
軍
事
行
動
の
一
環
と
し
て
、
中
地

山
城
も
攻
略
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
こ
の
時
の
中
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地
山
落
城
を
具
体
的
に

裏
付
け
る
史
料
は
、
今

の
と
こ
ろ
見
出
せ
な
い
。

さ
て
、
中
地
山
城
の

縄
張
は
別
添
実
測
図
に

示
す
よ
う
に
、
常
願
寺

川
に
向
け
て
張
り
出
し

た
広
い
台
地
を
利
用
し
、

じ
ょ
う
や
ま

「
城
山
」
　
と
呼
ば
れ

る
北
側
の
小
高
い
山

（
台
地
上
で
の
比
高
約

一
五
m
）
　
を
中
心
に
、

そ
の
南
側
か
ら
東
側
の

二
方
を
長
大
な
空
堀
で

園
部
す
る
と
い
う
、
富

握
を
背
景
に
江
馬
氏
は
越
中
へ
進
出
し
た
の
で
あ
る
。

城
の
構
造
や
規
模
に
つ
い
て
は
、
「
文
政
元
年
城
跡
館
跡
由
来
申
伝
之
趣
書

上
申
帳
」
　
に
、
次
の
よ
う
な
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。

一
、
中
地
山
館
跡
　
　
中
地
山
村
領
山
続
、
東
西
拾
三
間
程
、
南
北
拾
七

間
程
、
石
場
石
有
之
、
同
北
之
方
下
段
二
屋
敷
跡
有
之
、
東
西
三

拾
九
間
程
、
南
北
三
拾
弐
間
程
、
内
堀
幅
六
間
程
、
長
三
拾
弐
間

程
、
外
ト
堀
幅
拾
壱
間
程
、
長
弐
百
八
拾
四
間
程
、
外
堀
占
内
堀

迄
間
拾
四
間
程
、
内
堀
占
館
跡
迄
弐
拾
間
程
、
入
口
南
之
方
、
東

之
方
者
常
願
寺
川
流
申
候
、
当
時
者
田
畑
二
相
成
居
申
候
、
先
年

河
上
中
務
殿
御
居
住
之
由
申
伝
候
、
年
号
等
相
知
不
申
候
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山
県
内
で
も
ほ
と
ん
ど
例
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
点
は
、
台
地
の

両
線
部
を
中
地
山
か
ら
和
田
・
小
見
方
面
へ
抜
け
る
道
が
東
西
に
横
切
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
実
は
こ
の
ル
ー
ト
こ
そ
、
常
願
寺
川
の
左
岸
を
た
ど
る
中
世

以
来
の
古
い
道
筋
で
あ
り
、
今
で
も
台
地
上
の
道
沿
い
に
、
バ
ン
　
（
金
剛
界
大

日
如
来
）
　
の
種
子
を
刻
む
中
世
の
板
碑
が
存
在
す
る
　
（
実
測
図
中
a
地
点
）
。

ま
た
一
方
で
、
中
地
山
は
前
述
の
よ
う
に
、
水
須
・
有
峰
を
経
由
す
る
「
う
れ

往
来
」
　
に
よ
っ
て
飛
騨
と
も
結
ば
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
点
か
ら
み
て
、
中
地

山
城
が
常
願
寺
川
の
左
岸
道
と
「
う
れ
往
来
」
と
い
う
、
二
本
の
ル
ー
ト
を
押

さ
え
る
位
置
に
築
か
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
で
き
る
。
こ
う
し
た
交
通
路
の
掌



こ
の
内
、
冒
頭
に
東
西
十
三
間
程
、
南
北
十
七
間
程
と
あ
る
箇
所
は
、
現
在

の
城
山
山
頂
部
（
A
郭
）
　
を
さ
し
、
こ
こ
が
主
部
に
あ
た
る
の
で
あ
ろ
う
。
A

郭
の
広
さ
は
二
七
×
二
五
m
で
、
ほ
ぼ
前
掲
書
上
申
帳
の
記
述
に
合
致
す
る
。

な
お
、
A
郭
の
東
端
に
は
小
山
が
そ
び
え
る
が
、
こ
こ
は
上
部
が
極
め
て
狭
く
、

人
が
二
～
三
人
立
て
る
ぐ
ら
い
の
広
さ
し
か
な
い
　
（
実
測
図
中
b
）
。
最
高
所

に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
物
見
台
の
名
残
か
と
思
わ
れ
る
。
「
石
場
石
有
之
」
と

あ
る
の
は
、
山
頂
部
付
近
に
見
ら
れ
る
大
き
な
岩
石
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
「
北
之
方
下
段
」
に
あ
る
「
屋
敷
跡
」
と
は
、
A
郭
の
北
側
一
段
下
に
あ

る
広
い
平
坦
地
（
B
郭
）
　
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
は
、
広
さ
が
四
五
×
五
〇

…
じ
よ
’
フ

m
程
度
で
、
今
は
「
城

て
ん天

」
　
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

位
置
か
ら
み
て
、
こ
こ

が
城
内
で
最
も
中
心
的

な
居
住
施
設
の
置
か
れ

て
い
た
所
と
考
え
て
よ

い
。
な
お
、
こ
の
B
郭

か
ら
北
西
側
斜
面
に
は

別
の
削
平
地
が
数
段
設

け
ら
れ
、
最
下
段
の
常

願
寺
川
に
面
し
た
へ
り

に
は
、
低
い
土
塁
状
の

高
ま
り
が
あ
る
。
こ
の

じ
ょ
う
て
ん

あ
た
り
を
　
「
城
天
の

そ
で袖

」
　
と
呼
ん
で
い
る
。

ま
た
、
常
願
寺
川
に
画
し
た
削
平
地

の
西
端
に
は
、
上
部
が
約
四
m
四
方

の
低
い
方
形
の
高
ま
り
が
見
ら
れ
る

（
実
測
図
中
C
）
。
位
置
か
ら
み
て
、

一
種
の
櫓
台
状
の
遺
構
で
あ
ろ
う

か
。次

に
、
「
内
堀
」
　
と
あ
る
の
は
、

城
山
全
体
を
囲
む
長
大
な
空
堀
を
さ

し
、
「
外
堀
」
と
あ
る
の
は
、
内
堀

の
南
側
に
東
西
に
続
く
低
地
帯
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
内
、
内
堀
の
幅

を
六
間
程
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
数

値
は
東
側
部
分
の
内
堀
の
現
状
に
ほ

ぼ
合
致
す
る
。
た
だ
し
、
長
さ
が
三

十
二
間
程
と
あ
る
の
は
現
状
よ
り
短

く
、
合
わ
な
い
。
ま
た
、
「
外
堀
」

に
つ
い
て
は
幅
十
一
間
程
と
あ
る

が
、
こ
の
数
値
は
西
側
部
分
で
ほ
ぼ

現
状
に
合
致
す
る
。
し
か
し
、
こ
の

外
堀
の
長
さ
を
二
百
八
十
四
間
程
と

し
て
い
る
の
は
、
あ
ま
り
に
も
現
状

よ
り
長
す
ぎ
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で

を
測
っ
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
書
上
申
帳
の
中
に
「
館
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頚

外堀を東側より見る

跡
」
　
と
い
う
呼
称
が
見

ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
現

在
の
城
山
部
分
を
さ
す

も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
「
入
口
」
　
が
　
「
南

之
方
」
　
と
あ
る
の
は
、

主
郭
　
（
城
山
）
　
の
大
手

が
南
方
、
す
な
わ
ち
現

在
内
堀
を
渡
る
土
橋
状

に
な
っ
て
い
る
所
　
（
実

測
図
中
d
）
　
に
向
け
て

設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
内
堀

に
あ
た
る
所
は
、
現
在

「
ソ
ー
ガ
ワ
」
　
と
称
し
、

こ
の
堀
底
に
あ
る
畑
を
「
ソ
ー
ガ
ワ
の
畑
」
な
ど
と
呼
ぶ
。
「
ソ
ー
ガ
ワ
」
は
、

現
在
の
富
山
市
中
心
部
に
同
じ
呼
称
の
地
名
を
残
し
、
「
総
曲
輪
」
と
表
記
す

る
。
総
曲
輪
（
総
郭
・
総
構
）
　
は
一
般
に
城
郭
の
最
も
外
側
の
郭
を
さ
し
、
富

山
市
内
の
方
は
近
世
富
山
城
の
外
郭
部
に
ち
な
ん
で
い
る
。
中
地
山
城
の
場
合
、

こ
こ
は
内
堀
に
あ
た
り
、
こ
の
南
側
に
ま
だ
外
堀
が
あ
る
。
本
来
な
ら
、
外
堀

と
内
堀
の
間
に
存
在
す
る
郭
を
総
曲
輪
と
称
す
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
る
に
内

堀
の
ラ
イ
ン
を
総
曲
輪
と
呼
ん
で
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
現

状
で
も
遺
構
が
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
内
堀
の
ラ
イ
ン
が
、
後
世
、
実
質
的
な
城

の
外
郭
線
と
一
般
に
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、

城
山
の
欝
を
め
ぐ
る
平
坦
面
　
（
内
堀
の
内
側
＝
C
郭
）
　
が
、
こ
の
城
の
実
質
的

な
外
郭
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。

さ
て
、
外
堀
に
あ
た
る
南
方
の
山
麓
低
地
帯
は
、
以
前
水
田
や
畑
と
し
て
利

用
さ
れ
て
お
り
、
西
側
で
幅
一
五
～
二
〇
m
、
東
側
で
幅
二
六
m
程
度
を
測
る
。

た
だ
し
、
現
状
を
見
る
限
り
、
堀
と
し
て
特
に
深
い
も
の
で
は
な
く
、
今
も
は
っ

き
り
と
形
態
を
と
ど
め
る
内
堀
に
比
べ
、
そ
の
外
観
は
あ
ま
り
に
も
異
な
る
。

こ
う
し
た
現
状
か
ら
、
こ
の
低
地
帯
を
堀
と
す
る
こ
と
に
疑
問
を
抱
く
見
方
も

あ
る
が
、
縄
張
の
上
で
、
城
山
を
中
心
と
し
た
郭
群
を
南
方
の
山
続
き
か
ら
守

る
た
め
の
防
御
線
と
し
て
、
こ
こ
に
堀
を
設
け
る
こ
と
は
別
段
、
不
自
然
で
は

な
い
。
実
際
に
外
堀
の
中
央
部
　
（
実
測
図
中
2
）
　
で
は
、
南
の
山
続
き
を
幅
六

m
で
掘
り
切
っ
て
あ
り
、
明
ら
か
に
山
側
に
対
し
、
一
線
を
画
そ
う
と
し
た
意

図
が
見
え
る
。
と
は
言
え
、
全
体
と
し
て
、
こ
の
外
堀
の
現
状
を
見
る
限
り
、

果
た
し
て
ど
の
程
度
防
御
施
設
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
で
き
た
か
は
疑
問
で
あ

る
。な

お
、
前
記
の
e
地
点
付
近
に
は
、
北
か
ら
外
堀
内
に
突
出
し
た
よ
う
な
形

で
、
小
高
い
方
形
の
張
り
出
し
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
上
部
は
二
七
×
二
二
m

程
度
の
広
さ
で
、
位
置
な
ど
か
ら
①
大
手
口
を
守
る
た
め
の
櫓
台
な
ど
の
施
設
、

②
そ
ば
を
通
る
常
願
寺
川
左
岸
道
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
（
木
戸
、
番
所
な
ど
）

と
し
て
の
施
設
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
張
り
出
し
の
北
東
に
は

八
五
×
九
〇
m
程
度
の
や
や
平
坦
な
地
域
　
（
D
郭
）
　
が
広
が
る
。
そ
の
中
央
に

見
ら
れ
る
方
形
の
小
高
い
台
地
は
、
以
前
電
力
会
社
の
作
っ
た
施
設
の
跡
で
、

付
近
も
若
干
改
変
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
は
　
「
ナ
カ
ノ
バ

バ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
「
ハ
ハ
」
は
「
馬
場
」
　
の
呼
称
が
転
じ
た
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
南
側
に
　
「
殿
様
の
馬
乗
石
」
と
称
す
る
大
石
が
以
前
あ
っ
た
　
（
実
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測
図
中
－
地
点
）
　
こ
と
、
ま
た
そ
の
そ
ば
に
「
ミ
ズ
バ
」
　
（
水
場
か
）
　
と
い
う

地
名
が
あ
る
こ
と
も
、
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
。

D
郭
は
内
堀
の
西
端
か
ら
、
内
堀
と
外
堀
の
間
の
東
西
に
細
長
い
平
坦
面
を

経
て
、
前
記
の
「
ナ
カ
ノ
バ
バ
」
に
か
け
て
の
一
帯
に
設
定
で
き
る
が
、
南
側

の
へ
り
を
当
時
の
交
通
路
が
通
過
す
る
こ
と
か
ら
、
他
の
郭
と
は
か
な
り
違
っ

た
性
格
を
見
せ
て
い
る
。
残
さ
れ
た
地
名
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
馬
屋
や
馬
場
な

ど
が
置
か
れ
た
郭
で
あ
ろ
う
か
。

「
城
天
」
　
（
B
郭
）
　
の
北
東
方
向
に
は
尾
根
が
続
い
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は

南
か
ら
の
内
堀
の
延
長
上
に
幅
一
三
m
の
堀
切
を
設
け
、
山
続
き
か
ら
の
攻
撃

を
防
い
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
堀
切
は
広
い
意
味
で
内
堀
の
一
部
を
形
成

す
る
。
堀
切
の
南
側
に
は
一
二
×
九
m
の
規
模
で
掘
り
込
ん
だ
一
画
が
あ
る
が
、

う
ま
や
あ
と

こ
こ
は
「
馬
屋
跡
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
「
馬
屋
」
　
の
呼
称
は
と
も
か
く
、
実

態
は
方
形
の
空
堀
で
あ
り
、
位
置
か
ら
見
て
、
内
堀
の
内
部
の
移
動
を
制
限
す

る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
施
設
で
あ
ろ
う
。
堀
切
を
越
え
る
と
、
二
段
の
平
坦
面

が
あ
り
、
こ
の
南
側
に
「
崩
璃
山
」
と
称
す
る
小
山
が
そ
び
え
る
。
上
部
は
四

×
一
〇
・
五
m
程
度
の
広
さ
で
、
周
囲
か
ら
切
り
立
っ
て
お
り
、
北
東
の
山
続

き
に
備
え
た
櫓
台
の
跡
と
も
み
ら
れ
る
。
こ
こ
は
下
の
平
坦
面
と
共
に
、
城
の

東
方
に
突
出
し
た
出
丸
（
E
郭
）
　
を
形
成
し
た
と
み
ら
れ
る
。

な
お
、
内
堀
は
城
山
の
南
方
で
一
二
～
一
七
m
に
わ
た
り
連
続
し
な
い
箇
所

が
あ
る
　
（
実
測
図
中
d
地
点
）
。
こ
こ
は
主
郭
に
通
じ
る
大
手
口
に
あ
た
る
こ

と
か
ら
、
も
と
も
と
堀
を
掘
り
残
す
形
で
、
土
橋
状
の
通
路
に
な
っ
て
い
た
と

み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
土
橋
は
本
来
、
防
御
上
の
配
慮
か
ら
も
っ
と
幅
が

狭
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
後
世
、
付
近
の
畑
作
な
ど
の
た
め
土
を
入
れ
、
拡
幅

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
土
橋
西
側
の
内
堀
北
側
に
は
、
堀
に
沿
っ

て
上
幅
二
・
五
～
五
m
の
土
塁
が
残
る
。
こ
の
土
塁
は
、
も
と
も
と
内
堀
に
沿
っ

て
東
側
へ
伸
び
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
内
堀
が
東
か
ら
北
へ
屈
曲
す
る
箇
所
（
実

測
図
中
g
地
点
）
　
に
見
ら
れ
る
小
さ
な
高
ま
り
は
、
そ
の
名
残
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
ら
の
土
塁
は
、
後
世
、
堀
を
埋
め
た
り
す
る
際
に
削
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ

る
。総

じ
て
、
中
地
山
城
は
単
な
る
戦
闘
目
的
の
要
害
で
は
な
く
、
む
し
ろ
江
馬

氏
の
越
中
進
出
を
支
え
る
政
治
・
経
済
的
拠
点
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
た

と
み
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
城
が
台
地
上
に
築
か
れ
、
居
住
性
に
富
ん
で
い

る
こ
と
㈹
、
ま
た
、
外

郭
の
内
部
を
常
願
寺
川

左
岸
道
が
通
過
し
て
い

る
こ
と
に
よ
っ
て
も
端

的
に
裏
付
け
ら
れ
る
。
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証

印
　
（
永
禄
十
一
年
）
　
二
月
二
十
六
日
付
で
寺
嶋
職
定
は
芦
瞬
門
前
百
姓
中
あ
て
に
、

諸
商
人
が
信
州
へ
通
行
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
お
り
　
（
『
県
史
中
』
一
六
七
四
号
文

書
）
、
そ
の
以
前
か
ら
芦
瞬
～
立
山
～
信
州
の
交
通
路
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。

畑
文
明
七
年
五
月
二
十
一
日
付
寺
嶋
誠
世
・
某
宗
綱
連
署
奉
書
（
『
県
史
中
』
　
八
八

七
号
文
書
）

㈲
『
県
史
中
』
一
六
五
七
号
文
書

㈲
同
右
、
一
六
五
九
号
文
書

㈲
同
右
、
一
六
六
三
号
文
書

㈲
服
部
英
雄
「
史
跡
の
見
方
・
調
べ
方
－
地
名
・
城
館
・
荘
園
－
」
　
（
『
文
化
財
保

護
の
実
務
』
）

の
『
県
史
中
』
一
七
〇
一
号
文
書

㈱
同
右
、
一
七
八
四
号
文
書

㈱
同
右
、
一
七
九
三
号
文
書

㈹
同
右
、
一
八
一
四
号
文
書

仙
同
右
、
一
八
一
五
号
文
書

㈹
江
戸
時
代
の
書
上
申
帳
な
ど
の
多
く
が
、
中
地
山
の
遺
構
を
「
館
跡
」
と
記
し
て

い
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
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六
　
原
砦

標
高
　
四
三
〇
m

比
高
　
　
七
五
m

こ
の
遺
構
は
、
昭
和
五
十
九
年
に
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
調
査
に
よ
っ

て
発
見
さ
れ
た
が
、
過
去
の
文
献
史
料
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

位
置
は
、
立
山
国
際
ホ
テ
ル
か
ら
西
に
大
き
く
張
り
出
し
た
台
地
の
先
端
を
さ

ら
に
二
〇
m
も
急
斜
面
を
下
っ
た
所
で
、
北
を
常
願
寺
川
、
南
か
ら
西
を
牛
ケ

首
谷
川
が
流
れ
る
。
二
つ
の
河
川
の
合
流
点
に
臨
み
、
川
に
画
し
た
三
方
は
い

ず
れ
も
急
崖
で
あ
る
。
ま
た
、
東
方
の
台
地
か
ら
は
、
前
述
の
と
お
り
急
峻
な

斜
面
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
て
い
る
。
実
に
要
害
な
地
形
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

遺
構
は
図
5
に
見
る
よ
う
に
、
台
地
の
中
腹
か
ら
北
西
に
向
け
て
張
り
出
し

た
尾
根
の
平
坦
面
を
利
用
し
、
南
の
台
地
側
と
西
の
小
尾
根
に
そ
れ
ぞ
れ
一
カ

所
の
堀
切
を
設
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
カ
所
の
堀
切
に
よ
っ
て
守
ら
れ
た
平
坦

面
が
郭
の
跡
と
み
ら
れ
、
そ
の
規
模
は
二
〇
×
三
五
m
程
度
で
あ
る
。
南
側
の

堀
切
は
上
幅
一
一
m
、
深
さ
二
m
　
（
発
掘
調
査
に
よ
る
）
、
西
側
の
堀
切
は
上

幅
八
m
、
深
さ
二
m
を
測
る
。
南
側
の
堀
切
自
体
は
傾
斜
も
ゆ
る
く
、
浅
い
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
西
側
の
堀
切
は
人
が
一
人
位
し
か
歩
け
な
い
細
尾

根
（
両
側
は
急
崖
）
を
断
ち
切
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
西
方
の
尾
根
続

き
と
画
さ
れ
て
い
る
。

今
の
と
こ
ろ
、
遺
物
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
表
土
下
の
土
層
か
ら
は
炭

化
物
が
多
数
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
遺
構
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
今
一
つ
明
確
で

は
な
い
が
、
付
近
の
険
し
い
地
形
と
堀
切
（
防
御
施
設
）
　
の
存
在
か
ら
、
中
世

の
城
館
遺
構
と
考
え
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
便
宜
上
、
「
原

砦
」
　
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

こ
の
砦
が
ど
の
よ
う

な
目
的
で
、
誰
に
よ
っ

て
築
か
れ
た
か
、
文
献

史
料
や
伝
承
の
中
に
も

直
接
の
手
が
か
り
は
見

出
せ
な
い
。
し
か
し
、

西
方
の
中
地
山
城
や
小

見
城
と
立
地
上
の
共
通

点
を
持
つ
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

城
地
の
二
方
ま
た
は
三

方
を
河
川
が
め
ぐ
る
こ

と
で
あ
り
、
い
ず
れ
も

常
願
寺
川
と
そ
の
支
流

の
合
流
点
に
臨
ん
で
い

る
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
城
郭
の
立

地
上
の
共
通
性
は
、
単

な
る
偶
然
と
は
考
え
難

い
も
の
が
あ
る
。
む
し

ろ
、
同
一
の
築
城
者
に

よ
っ
て
、
同
一
の
目
的

の
も
と
に
築
か
れ
た
と

み
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
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う
。
一
つ
の
手
が
か
り

と
し
て
、
こ
れ
ら
三
城

砦
が
い
ず
れ
も
常
願
寺

川
を
隔
て
、
芦
瞬
寺
と

向
き
合
う
よ
う
に
位
置

す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
芦

瞬
寺
を
意
識
し
た
城
砦

の
配
置
は
、
何
を
物
語

る
の
か
。
そ
れ
は
お
そ

ら
く
、
芦
瞬
寺
側
の
勢

力
と
常
願
寺
川
南
岸
の

勢
力
が
当
時
、
軍
事
的

な
緊
張
関
係
に
あ
っ
た

こ
と
を
物
語
る
の
で
あ

ろ
う
。
そ
の
緊
張
関
係

え
た
場
合
、
こ
こ
が
長
期
に
わ
た
っ
て
存
続
し
た
と
は
思
え
な
い
。
日
常
的
な

居
住
に
は
、
ほ
と
ん
ど
適
さ
な
い
こ
と
か
ら
、
軍
事
的
な
緊
張
下
に
ご
く
一
時

的
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
は
、
永
禄
末
期
に
お

け
る
中
地
山
城
主
江
馬
氏
と
芦
瞬
寺
を
支
配
す
る
池
田
城
主
寺
嶋
氏
と
の
対
時

関
係
を
示
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
原
砦
は
小
見
城
と
同
様
、
越
中
へ
進
出
し
た
飛
騨

の
江
馬
氏
が
中
地
山
城
を
本
拠
と
し
て
対
岸
の
芦
臍
寺
に
備
え
る
た
め
、
常
願

寺
川
沿
い
に
設
け
た
出
城
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
構
築
時
期
は
、
江
馬
氏

が
寺
嶋
氏
と
敵
対
関
係
に
入
っ
た
永
禄
十
二
年
　
（
一
五
六
九
）
　
頃
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
と
み
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
砦
が
立
地
す
る
険
し
い
地
形
を
考

図5　原砦遺構概念図
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七
　
日
届
城

標
高
　
二
三
〇
m

比
高
　
　
九
〇
m

日
尾
は
熊
野
川
の
支
流
、
黒
川
の
西
岸
に
位
置
す
る
集
落
で
、
城
は
そ
の
西

側
に
南
北
に
連
な
る
尾
根
の
北
端
に
築
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
南
へ
は
黒
川

の
谷
沿
い
に
瀬
戸
、
石
淵
、
下
双
嶺
へ
と
続
く
道
筋
が
あ
り
、
城
は
ち
ょ
う
ど

こ
の
谷
筋
の
入
口
を
押
さ
え
る
形
で
存
在
す
る
。

城
の
縄
張
は
図
6
に
示
す
よ
う
に
、
南
西
か
ら
北
東
に
向
け
て
伸
び
る
尾
根

上
に
郭
を
連
ね
る
形
式
で
あ
る
。
ま
ず
、
南
端
に
あ
る
A
郭
は
城
内
で
の
最
高

所
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
城
の
主
部
で
あ
っ

た
と
み
ら
れ
る
。
郭
の

広
さ
は
一
四
×
二
三
・

五
m
で
、
東
西
両
側
に

一
段
低
く
小
平
地
が
付

随
す
る
。
ま
た
、
郭
の

南
側
の
へ
り
に
は
、
下

の
堀
切
に
臨
ん
で
低
い

高
ま
り
が
見
ら
れ
、
か

っ
て
存
在
し
た
土
塁
の

痕
跡
と
も
思
わ
れ
る
。

郭
の
南
側
下
に
設
け
ら

れ
た
堀
切
　
（
‰
1
）
　
は
、

上
幅
が
九
m
あ
り
、
こ

の
堀
切
を
境
に
城
域
が
画
さ
れ
る
。

A
郭
の
北
側
を
下
る
と
、
幅
広
い
平
坦
地
が
尾
根
上
に
続
い
て
い
る
。
こ
の

平
坦
地
は
C
郭
ま
で
の
間
に
三
段
に
わ
た
っ
て
伸
び
て
い
る
が
、
一
番
南
側
の

A
郭
と
接
し
た
一
画
が
最
も
広
く
な
っ
て
お
り
（
二
〇
×
三
九
m
）
、
A
・
C

両
郭
の
中
間
に
位
置
す
る
郭
（
B
郭
）
　
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

さ
て
、
C
郭
は
北
側
に
堀
切
（
m
2
）
　
を
配
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
北
方
の
尾

根
伝
い
を
遮
断
し
て
い
る
。
こ
の
堀
切
は
東
西
三
一
m
に
及
ぶ
も
の
で
あ
り
、

尾
根
の
両
側
を
そ
の
ま
ま
下
っ
て
、
一
部
で
竪
堀
状
を
呈
す
る
。
北
か
ら
堀
切

を
越
え
る
と
、
堀
切
を
見
下
ろ
す
形
で
小
平
地
（
二
・
五
×
四
・
三
m
）
が

設
け
ら
れ
、
こ
の
一
段
上
に
C
郭
（
一
九
×
一
七
・
五
m
）
が
あ
る
。
郭
の
南

側
は
急
峻
な
斜
面
と
な
っ
て
い
る
。

C
郭
か
ら
尾
根
伝
い
に
約
七
〇
m
隔
て
た
所
に
、
D
郭
が
あ
る
。
こ
こ
は
尾

根
の
北
端
部
に
あ
た
り
、
一
〇
・
五
×
一
九
・
二
m
の
平
坦
面
が
尾
根
の
東
側

を
削
っ
て
設
け
ら
れ
、
削
り
残
さ
れ
た
西
側
は
上
幅
一
～
一
・
五
m
の
土
塁
状

と
な
る
。
ま
た
、
郭
の
東
側
一
m
下
に
は
幅
二
m
の
細
長
い
平
坦
地
が
付
随
す

る
。
こ
の
郭
は
前
述
の
よ
う
に
C
郭
か
ら
隔
た
っ
た
所
に
あ
り
、
位
置
的
に
見

て
、
北
端
部
に
設
け
ら
れ
た
出
丸
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

こ
か
ら
は
糊
ケ
原
～
樫
ノ
木
と
続
く
谷
の
入
口
も
見
え
る
こ
と
か
ら
、
そ
う
し

た
交
通
路
の
押
さ
え
と
し
て
の
意
味
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
日
尾
城
に
つ
い
て
は
、
『
三
州
志
』
を
は
じ
め
、
文
献
史
料
に

も
記
載
が
な
く
、
特
に
伝
承
も
残
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
城
の
東
麓
を
通

る
黒
川
沿
い
の
道
筋
は
、
ず
っ
と
南
方
で
下
双
嶺
、
大
清
水
を
経
て
槍
峠
を
越

え
、
神
通
川
東
岸
の
薄
波
に
抜
け
る
ル
ー
ト
で
あ
り
、
そ
の
先
で
神
通
峡
沿
い

の
飛
騨
街
道
（
東
通
）
　
に
合
流
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
黒
川
谷
の
ル
ー
ト
は
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飛
騨
方
面
と
直
結
す
る
古
い
交
通
路
だ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ

の
城
も
そ
う
し
た
中
世
の
越
中
・
飛
騨
間
の
交
通
路
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

な
お
、
黒
川
沿
い
の
ル
ー
ト
を
経
て
、
薄
波
か
ら
神
通
峡
の
飛
騨
街
道
を
た

ど
る
道
筋
に
つ
い
て
は
、
中
世
に
か
な
り
利
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
た
と
え

ば
、
長
享
三
年
　
（
一
四
八
九
）
美
濃
の
詩
僧
万
里
集
九
が
越
後
か
ら
越
中
を
経

由
し
、
飛
騨
へ
抜
け
た
際
に
こ
の
ル
ー
ト
が
使
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
一
行
は

五
月
二
日
、
黒
部
四
十

八
ケ
瀬
を
渡
り
、
翌
三

日
滑
川
を
過
ぎ
、
四
日

に
は
神
通
峡
沿
い
の
吉

野
に
た
ど
り
着
い
て
い

る
。
そ
し
て
、
五
日
に

は
吉
野
を
出
て
、
猪
谷

の
関
所
を
過
ぎ
、
飛
騨

へ
入
っ
て
い
る
の
で
あ

る
川
。
お
そ
ら
く
、
こ

の
時
の
滑
川
～
吉
野
間

は
、
前
述
の
黒
川
沿
い

の
ル
ー
ト
が
使
わ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
戦
国
期
に
入

る
と
、
越
中
・
飛
騨
間

の
軍
勢
の
移
動
な
ど
に

も
利
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
天
正
六
年
　
（
一
五
七
八
）
　
三
月
の
上
杉
謙
信
急
死

に
よ
り
、
か
ね
て
越
中
進
出
を
図
る
織
田
信
長
は
同
年
五
月
、
神
保
長
住
を
飛

騨
か
ら
越
中
へ
入
国
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
九
月
二
十
四
日
に
は
斎
藤
新
五
郎
が

援
軍
と
し
て
越
中
に
入
る
。
こ
の
時
、
東
福
沢
の
津
毛
城
に
は
上
杉
方
が
守
っ

て
い
た
が
、
織
田
勢
の
進
出
を
聞
き
、
同
城
か
ら
撤
収
し
、
今
泉
城
に
た
て
籠
っ

た
。
こ
の
あ
と
、
新
五
郎
は
津
毛
城
に
神
保
氏
の
兵
を
配
置
し
、
十
月
四
日
の

月
岡
野
の
合
戦
で
は
上
杉
勢
を
大
い
に
打
ち
破
っ
た
佃
。

こ
の
戦
い
の
前
に
、
津
毛
城
に
い
た
上
杉
勢
が
撤
収
し
た
の
は
、
斎
藤
新
五

郎
の
率
い
る
織
田
勢
が
神
通
峡
か
ら
ま
さ
に
黒
川
谷
の
ル
ー
ト
へ
入
っ
て
来
た

か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
津
毛
城
は
直
接
南
か
ら
脅
か
さ
れ
る
形
と

な
り
、
守
る
上
杉
勢
が
北
方
の
今
泉
城
へ
退
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
例
か
ら
み
て
、
こ
の
黒
川
谷
ル
ー
ト
の
利
用
は
中
世
で
も
か
な
り
早

い
時
期
に
さ
か
の
ぼ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
日
尾
城
の
築
城
が
そ
う
し
た
交
通

路
を
押
さ
え
る
目
的
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
ま
ず
間
違
い
あ
る
ま
い
。
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八
　
文
珠
寺
城

標
高
　
三
六
〇
・
九
m

比
高
一
五
〇
　
　
m

熊
野
川
の
左
岸
、
西
小
俣
と
長
瀬
の
中
間
に
そ
び
え
る
山
上
に
城
跡
が
あ
る
。

付
近
の
小
字
を
「
城
割
」
　
と
い
い
、
か
な
り
以
前
か
ら
城
跡
と
し
て
知
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
山
の
東
西
は
急
斜
面
で
、
南
北
方
向
だ
け
が
尾
根
続

き
で
あ
る
。
郭
の
配
置
は
図
7
で
見
る
よ
う
に
南
北
二
つ
の
峰
に
分
か
れ
、
一

段
高
い
南
の
峰
の
方
が
主
体
部
で
あ
る
。
ま
ず
北
方
の
峰
　
（
B
郭
）
　
か
ら
見
て

み
よ
う
。
こ
こ
は
南
北
に
細
長
い
平
坦
地
で
、
北
端
が
少
し
ふ
く
ら
ん
だ
形
を

と
る
。
幅
は
中
央
部
で

九
m
、
南
北
の
長
さ
は

六
三
m
で
あ
る
。
北
端

に
は
一
段
小
高
く
な
っ

た
一
画
が
あ
り
、
こ
こ

か
ら
北
方
の
尾
根
筋
を

見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
あ
る
い
は
そ

の
方
面
に
備
え
た
櫓
台

の
跡
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
北
側
の
一
段
下

に
は
、
上
幅
五
m
の
堀

切
　
（
‰
7
）
　
が
尾
根
の

西
側
に
掘
ら
れ
て
い
る
。

東
側
部
分
は
現
在
見
ら

れ
る
尾
根
道
の
た
め
削
り
取
ら
れ
、
消
滅
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
五
m

北
に
は
、
上
幅
六
・
四
m
の
堀
切
（
‰
8
）
　
が
長
さ
三
一
m
に
わ
た
り
、
尾
根

を
横
切
る
形
で
設
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
堀
切
は
今
で
は
少
し
窪
ん

で
見
え
る
程
度
で
、
ほ
と
ん
ど
埋
ま
っ
て
い
る
。
中
央
部
に
は
幅
〇
・
七
m
程

度
の
土
橋
の
痕
跡
が
あ
る
。
B
郭
の
南
側
で
斜
面
は
だ
ら
だ
ら
と
南
へ
下
る
が
、

南
方
の
峰
と
の
鞍
部
に
な
っ
た
所
に
上
幅
五
m
の
堀
切
（
‰
6
）
　
が
あ
る
。
ま

た
、
こ
こ
か
ら
南
へ
一
段
高
く
な
っ
た
所
に
は
、
上
幅
七
m
の
堀
切
（
‰
5
）

が
あ
る
。
こ
の
堀
切
と
A
郭
と
の
間
は
か
な
り
の
段
差
と
な
っ
て
お
り
、
城
内

で
も
最
も
守
り
の
固
い
箇
所
で
あ
る
。

さ
て
、
南
方
の
山
上
　
（
A
郭
）
　
は
北
か
ら
南
東
へ
と
ゆ
る
く
カ
ー
ブ
し
た
形

を
見
せ
る
が
、
中
央
の
く
び
れ
部
の
少
し
南
側
に
土
塁
が
設
け
ら
れ
、
こ
こ
を

境
に
南
北
二
つ
の
区
画
に
仕
切
ら
れ
て
い
る
。
便
宜
上
、
北
側
を
釦
郭
、
南
側

を
A
l
郭
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
の
内
、
釦
郭
は
一
七
・
五
×
五
四
・
五
m
、

ま
た
A
l
郭
は
一
三
×
三
七
m
の
広
さ
で
あ
る
。
な
お
、
中
央
部
の
土
塁
は
上
幅

二
m
、
長
さ
一
二
m
で
、
南
側
か
ら
の
高
さ
は
一
・
五
m
を
測
る
。
こ
れ
ら
二

部
の
内
、
主
郭
と
な
る
の
は
、
最
高
所
に
あ
っ
て
、
最
も
守
り
の
固
い
北
側
の

釦
郭
で
あ
ろ
う
。

釦
郭
の
東
側
か
ら
北
側
に
か
け
て
は
、
一
段
低
く
幅
二
～
七
m
の
帯
郭
が
め

ぐ
る
。
こ
れ
は
同
郭
の
東
側
斜
面
が
ゆ
る
い
傾
斜
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
対
応

し
た
防
御
で
あ
る
。
こ
の
帯
郭
の
中
ほ
ど
に
は
、
上
幅
三
・
五
m
の
堀
切
（
‰

3
）
が
設
け
ら
れ
、
帯
郭
上
の
通
行
を
制
限
し
て
い
る
。
ま
た
、
釦
郭
の
北
西

部
に
は
、
西
方
に
向
け
て
伸
び
る
尾
根
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
尾
根
の
付
け
根

に
上
幅
四
m
の
堀
切
（
‰
4
）
　
が
設
け
て
あ
る
。
堀
切
の
中
央
部
に
は
幅
〇
・

六
m
の
土
橋
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
釦
郭
は
城
内
で
最
も
防
御
の
固
い
郭
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と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
A
l
郭
の
中
央
部
や
や
西
寄
り
に
高
さ
〇
・
六
m
の
小
さ
な
高
ま
り
が

あ
る
が
、
そ
の
性
格
は
不
明
で
あ
る
。
同
郭
の
南
端
か
ら
ゆ
る
い
斜
面
を
一
〇

m
下
る
と
、
か
な
り
埋
ま
っ
て
い
る
が
、
上
幅
三
～
四
m
の
堀
切
（
‰
2
）
　
の

痕
跡
が
あ
る
。
中
央
に
は
幅
一
m
程
度
の
土
橋
跡
も
見
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
や

や
急
な
斜
面
を
南
に
下
る
と
、
南
方
へ
伸
び
る
水
平
な
尾
根
に
立
つ
が
、
そ
の

付
け
根
に
あ
た
る
所
に
堀
切
　
（
‰
1
）
　
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
堀
切
は
、

南
側
で
深
さ
二
m
を
測
る
。
こ
こ
か
ら
南
へ
は
、
人
が
一
人
歩
け
る
程
度
の
細

尾
根
が
伸
び
て
お
り
、
さ
ら
に
南
に
そ
び
え
る
山
と
の
鞍
部
に
尾
根
を
東
西
に

去
八
月
十
六
日
越
後
衆
、
朝
鮮
人
之
処
、
於
文
殊
寺
令
防
戦
被
痕
之
由
、

注
進
到
来
、
神
妙
候
也
、
謹
言
、

十
月
十
三
日

上
野
彦
次
郎
と
の
へ
仙

（
細
川
）高

国
　
（
花
押
）

越
え
る
道
が
見
ら
れ
る
。

お
そ
ら
く
、
か
つ
て
熊

野
川
の
谷
と
西
側
の
谷

筋
を
結
ん
だ
小
さ
な
峠

の
跡
で
あ
ろ
う
。
こ
う

し
た
峠
を
押
さ
え
る
こ

と
も
、
中
世
の
山
城
の

重
要
な
機
能
の
一
つ
で

あ
っ
た
。

こ
の
城
に
関
す
る
史

料
と
し
て
、
（
永
正
十

二
年
＝
一
五
一
五
）
　
十

月
十
三
日
付
の
細
川
高

国
感
状
が
あ
る
。

宛
先
の
上
野
彦
次
郎
は
、
太
田
保
二
俣
村
の
土
豪
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
他

の
太
田
保
内
の
国
人
・
土
豪
と
共
に
細
川
氏
の
指
揮
下
に
入
っ
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
年
、
畠
山
尚
順
と
結
ん
で
一
向
一
揆

の
排
除
を
図
る
越
後
守
護
代
長
尾
為
景
の
軍
勢
が
越
中
へ
進
撃
し
た
際
、
越
中

の
国
人
・
土
豪
衆
は
こ
れ
を
長
尾
方
の
一
方
的
な
越
中
侵
略
と
み
な
し
、
猛
烈

に
反
撃
し
た
。
前
掲
感
状
は
こ
の
時
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
為
景
の
進

撃
は
挫
折
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
戦
い
の
折
、
上
野
彦
次
郎
が
拠
っ

て
「
防
戦
」
し
た
の
が
、
こ
の
城
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
畑
。

全
体
的
に
見
て
、
こ
の
城
は
南
北
に
長
く
連
な
る
形
で
、
規
模
は
大
き
く
、

比
高
一
五
〇
m
の
高
所
に
あ
っ
て
文
珠
寺
地
域
の
拠
点
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
プ

ラ
ン
を
示
す
。
し
か
し
、
堀
切
な
ど
は
早
く
埋
ま
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
わ
ず
か

に
痕
跡
を
と
ど
め
る
状
態
の
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
郭
自
体
も
さ
ほ
ど
広
い
も

の
で
は
な
く
、
削
平
も
不
十
分
で
堀
切
も
一
部
を
除
き
、
小
規
模
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
点
か
ら
、
①
城
は
ご
く
一
時
的
な
要
害
と
し
て
築
か
れ
た
こ
と
、
②
築

城
時
期
は
、
戦
国
期
で
も
早
い
時
期
と
み
ら
れ
る
こ
と
　
－
　
な
ど
が
推
測
で

き
そ
う
で
あ
り
、
永
正
年
間
の
前
掲
史
料
に
ほ
ぼ
合
致
す
る
と
み
ら
れ
る
。
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九
　
揚
端
城

標
高
　
二
六
五
m

比
高
　
　
七
五
m

城
跡
は
常
願
寺
川
左
岸
の
段
丘
上
に
位
置
す
る
。
こ
の
北
は
谷
を
隔
て
上
野

段
丘
に
連
な
り
、
東
側
が
常
願
寺
川
、
西
側
が
熊
野
川
に
は
さ
ま
れ
、
南
だ
け

が
平
坦
な
段
丘
面
と
な
っ
て
続
い
て
い
る
。
城
は
段
丘
面
の
北
端
付
近
に
位
置

す
る
が
、
こ
こ
は
北
の
上
野
段
丘
か
ら
一
段
高
く
そ
び
え
て
お
り
、
し
か
も
両

方
の
段
丘
の
間
は
東
西

か
ら
谷
が
入
り
、
細
い

尾
根
と
な
っ
て
結
ば
れ

る
。
地
形
上
、
北
方
に

対
し
守
り
を
固
め
た
備

え
で
あ
る
。
こ
こ
は
ま

た
、
上
滝
付
近
か
ら
段

丘
を
南
下
し
た
道
が
、

城
跡
の
手
前
で
東
側
に

下
り
、
常
願
寺
川
左
岸

沿
い
の
ル
ー
ト
　
（
岡
田

～
松
木
～
中
地
山
）
　
に

連
な
る
所
で
も
あ
る
。

城
は
、
ま
さ
に
こ
の
交

通
路
を
押
さ
え
る
要
衝

に
築
か
れ
て
お
り
、
中

地
山
城
な
ど
と
同
様
、

城
館
と
交
通
路
と
の
密
接
な
関
係
を
示
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
城
に
関
す
る
史
料
は
少
な
く
、
『
三
州
志
』
故
墟
考
の
「
中

地
山
」
　
の
項
に
、
「
一
説
、
飛
州
の
土
用
上
中
務
此
の
城
に
居
し
、
三
室
郷
湯

端
城
主
畑
九
郎
と
迫
合
ふ
と
云
ふ
。
」
と
記
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
伝

承
を
事
実
と
す
れ
ば
、
中
地
山
城
を
拠
点
と
す
る
江
馬
氏
の
勢
力
が
湯
端
城
付

近
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
『
大
山
町
史
』
　
に
よ
る
と
、
畑
氏
は
「
飛

騨
高
山
辺
に
も
活
動
し
た
氏
族
で
、
南
北
朝
時
代
の
宮
方
武
将
、
畑
九
郎
の
裔

と
考
え
ら
れ
る
。
（
中
略
）
　
な
お
、
有
峰
村
の
元
和
二
年
文
書
に
は
「
は
た
」

の
名
を
持
つ
一
家
が
あ
っ
た
。
」
　
と
し
て
い
る
。

城
の
プ
ラ
ン
は
図
8
で
見
る
よ
う
に
方
形
単
郭
形
式
で
あ
り
、
常
願
寺
川
に

画
し
た
東
側
を
除
く
三
面
に
土
塁
が
残
っ
て
い
る
。
東
側
は
常
願
寺
川
の
急
崖

に
面
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
も
と
も
と
土
塁
が
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
か
、
あ
る

い
は
現
在
の
道
路
を
作
っ
た
際
に
城
域
の
一
部
と
共
に
削
り
取
ら
れ
た
か
、
そ

の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。

郭
の
規
模
は
、
土
塁
部
分
も
含
め
五
五
・
五
×
三
〇
m
程
度
で
、
南
側
か
ら

西
側
、
ま
た
北
側
の
一
部
に
空
堀
が
め
ぐ
る
。
も
と
は
お
そ
ら
く
、
土
塁
の
外

側
す
べ
て
に
め
ぐ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
が
、
後
世
次
第
に
埋
め
ら
れ
、
今
見
る

よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
空
堀
の
上
幅
は
北
側
が
三
・
六
m
、
西
側

が
五
・
六
m
、
ま
た
南
側
の
東
端
部
で
四
・
七
m
を
測
る
。
本
来
の
幅
は
、
お

そ
ら
く
三
間
程
度
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
堀
底
か
ら
土
塁
の
上
端
ま
で
の
深
さ
は
、

北
側
で
一
・
四
m
、
西
側
で
一
・
八
m
、
南
側
東
端
部
で
一
・
六
m
で
あ
る
。

土
塁
自
体
も
、
後
世
に
多
少
削
ら
れ
て
い
る
ら
し
く
、
郭
の
内
部
か
ら
の
高
さ

も
〇
・
六
～
〇
・
九
m
程
度
し
か
な
い
。
な
お
、
出
入
口
は
西
側
土
塁
の
南
部

と
北
側
土
塁
の
ほ
ぼ
中
央
の
計
二
カ
所
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
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遺
構
上
、
特
に
注
目

さ
れ
る
の
は
南
側
土
塁

の
中
央
部
に
設
け
ら
れ

た
張
り
出
し
で
あ
る
。

こ
の
箇
所
で
は
、
土
塁

が
南
側
の
塁
線
よ
り
約

二
m
余
り
外
側
に
張
り

出
し
た
形
状
を
示
し
、

空
堀
も
こ
の
張
り
出
し

部
に
沿
っ
た
屈
曲
が
施

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
張

り
出
し
が
ど
の
よ
う
な

機
能
を
有
す
る
の
か
、

必
ず
し
も
明
確
で
は
な

い
。
一
つ
の
考
え
方
と

し
て
、
郭
内
か
ら
木
橋

が
、
こ
の
種
の
施
設
を
ど
う
み
る
か
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
城
の
あ
る
段
丘
北
側
か
ら
西
側
に
か
け
て
、
深
く
掘
り
込
ま
れ

た
、
一
見
空
堀
状
の
溝
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
世
、
北
の
上
野
段
丘
側
か
ら
こ

の
段
丘
へ
登
る
た
め
の
道
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、

城
の
北
西
隅
で
空
堀
が
溝
に
よ
っ
て
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ

る
。城

跡
か
ら
は
東
方
に
常
願
寺
川
の
対
岸
、
北
西
方
向
に
熊
野
川
沿
い
の
谷
筋

を
望
め
る
。
城
の
プ
ラ
ン
自
体
は
、
基
本
的
に
方
形
単
郭
の
素
朴
な
も
の
で
あ

り
、
段
丘
の
へ
り
に
位
置
す
る
と
は
言
え
、
さ
ほ
ど
防
御
力
の
高
い
も
の
で
は

な
い
。
空
堀
や
土
塁
の
規
模
か
ら
み
る
と
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
居
館
的
な

施
設
の
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
戦
国
期
前
半
以
前
の
遺
構
で
あ
ろ
う
。

を
架
け
、
外
部
と
の
出

入
口
と
す
る
た
め
の
施
設
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
①
過
去
の
同
様
の
遺
構
を
有

す
る
城
館
の
発
掘
例
で
は
、
い
ず
れ
も
堀
が
そ
の
分
狭
く
な
る
田
の
に
対
し
、

こ
こ
で
は
張
り
出
し
た
分
だ
け
堀
が
外
側
に
広
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
②
こ
こ

に
出
入
口
を
設
け
た
と
す
れ
ば
、
土
塁
に
も
開
口
部
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
、
こ
こ
で
は
そ
の
形
跡
が
な
い
こ
と
　
－
　
な
ど
か
ら
、
出
入
口
の

ひ
ず
み

た
め
の
張
り
出
し
と
は
考
え
難
い
。
と
す
れ
ば
、
横
矢
掛
り
の
た
め
の
「
邪
」

脚
と
考
え
る
べ
き
な
の
か
。
福
光
町
の
桑
山
城
跡
に
も
よ
く
似
た
遺
構
が
あ
る

註

Ⅲ
新
潟
県
新
井
市
坪
ノ
内
館
跡
　
（
　
『
上
新
バ
イ
パ
ス
関
係
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
』
　
H

新
潟
県
教
育
委
員
会
、
昭
和
六
十
一
年
）
　
や
富
山
県
福
野
町
寺
家
新
屋
敷
館
跡

（
『
寺
家
新
屋
敷
館
跡
』
　
I
・
H
　
福
野
町
教
育
委
員
会
、
昭
和
六
十
三
・
平
成

元
年
）
　
な
ど
。
こ
の
内
、
寺
家
新
屋
敷
館
で
は
、
張
り
出
し
部
で
堀
が
や
や
外
側

に
ふ
く
ら
ん
で
い
る
。

佃
虎
口
や
土
塁
に
近
づ
い
た
敵
を
横
か
ら
射
撃
　
（
側
射
）
　
す
る
こ
と
を
「
横
矢
」
　
と

ひ
ず
み

い
い
、
横
矢
を
掛
け
る
た
め
、
塁
線
に
屈
曲
を
設
け
る
こ
と
を
「
邪
」
と
い
う
　
（
『
日

本
城
郭
大
系
』
別
巻
H
　
城
郭
研
究
便
覧
）
。
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付
・
大
沢
野
町
の
中
世
城
館
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一
岩
木
砦

標
高
　
　
九
〇
m

比
高
　
一
五
m

岩
木
砦
は
神
通
川
東
岸
の
段
丘
上
に
設
け
ら
れ
た
砦
で
、
北
・
東
・
南
の
三

方
は
台
地
が
続
き
、
西
側
は
崖
に
臨
ん
で
い
る
。
砦
跡
の
西
の
崖
下
に
は
岩
木

の
集
落
が
あ
り
、
さ
ら
に
神
通
川
を
は
さ
ん
だ
対
岸
に
城
生
城
跡
を
望
め
る
。

『
三
州
志
』
鍵
喪
飴
考
に
よ
る
と
、
岩
木
砦
は
元
亀
二
年
　
（
一
五
七
一
）
飛

（塩）

輝
の
武
将
白
屋
秋
貞
が
越
中
へ
出
軍
し
、
栂
尾
・
猿
倉
の
二
城
を
築
き
、
城
生

城
の
斎
藤
氏
を
攻
め
た
際
の
「
附
壁
」
　
（
付
城
）
　
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
時
、

秋
貞
は
部
将
の
杉
政
三

郎
右
衛
門
を
砦
に
置
い

た
が
、
斎
藤
氏
が
上
杉

氏
に
救
援
を
求
め
た
た

め
、
秋
貞
は
上
杉
勢
に

追
わ
れ
、
飛
騨
へ
退
い

た
と
伝
え
て
い
る
。

一
方
、
同
じ
　
『
三
州

志
』
　
の
故
墟
考
に
よ
れ

ば
、
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。

○
岩
木
　
豊
川
棚
田
猷
鮒
顎
髭
訳
語
転
醤
即
諾
遥
監
禁
鮎
霜
顎

蓋
此
肇
二
面
塩
野
西
沿
略
。
按
是
城
生
城
附
堕
。
自

城
生
町
間
三
町
二
反
許
也
。
西
帯
用
水
河
些
神
通
川
。

元
亀
二
年
白
屋
秋
貞
、
城
生
の
斎
藤
信
和
を
攻
め
ん
と
、
此
の
岩
木
に

附
壁
を
築
く
と
あ
り
。
此
の
後
秋
貞
佐
々
に
降
り
岩
木
城
主
と
な
り
L

を
、
村
田
縫
殿
助
攻
取
り
、
後
越
後
の
杉
政
三
郎
右
衛
門
居
す
と
云
ふ
。

杉
政
は
元
と
城
生
の
信
和
の
摩
下
也
。
天
正
十
一
年
佐
々
・
神
保
城
生
を
攻
取
る
と
き
、

諸
士
と
共
に
杉
政
退
去
す
。
因
り
て
佐
々
輿
左
衛
門
を
置
く
と
也
。
又
云
ふ
、
杉
政
の
末

孫
後
に
岩
木
村
に
往
来
し
、
遂
に
此
の
村
民
と
な
り
、
享
保

中
太
兵
衛
と
い
へ
る
者
、
古
の
馬
具
等
を
猶
伝
蔵
せ
り
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
塩
屋
秋
貞
が
岩
木
築
城
後
、
佐
々
成
政
に
降
り
同
城
主
と

な
っ
た
の
を
上
杉
部
将
村
田
縫
殿
助
が
攻
め
取
り
杉
政
三
郎
右
衛
門
を
置
い
た

と
も
、
あ
る
い
は
も
と
も
と
杉
政
氏
は
城
生
城
の
斎
藤
氏
に
属
し
て
い
た
が
、

天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
佐
々
・
神
保
方
の
城
生
城
攻
略
に
よ
り
こ
の
砦
を

退
去
し
た
と
も
記
し
て
お
り
、
伝
承
自
体
も
さ
ま
ざ
ま
に
混
乱
し
、
史
実
に
合

致
し
な
い
点
も
あ
る
。
し
か
し
、
大
き
く
整
理
す
る
と
、
砦
は
①
塩
屋
秋
貞
が

城
生
城
攻
め
の
際
に
築
い
た
、
②
も
と
も
と
城
生
城
の
出
城
で
、
斎
藤
氏
の
摩

下
で
あ
っ
た
杉
政
氏
が
守
っ
て
い
た
　
－
　
の
二
つ
に
分
か
れ
る
。

そ
も
そ
も
、
岩
木
は
神
通
川
東
岸
に
あ
っ
て
、
古
く
は
富
山
－
経
田
－
塩
－

岩
木
－
笹
津
と
た
ど
る
道
筋
に
画
し
た
所
で
あ
っ
た
。
こ
の
ル
ー
ト
は
飛
騨
街

道
の
一
つ
の
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
が
、
主
要
ル
ー
ト
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

Ⅲ
。
ま
た
、
岩
木
か
ら
対
岸
の
城
生
ま
で
は
古
く
か
ら
渡
舟
の
便
が
あ
っ
た
聖

こ
う
し
た
点
か
ら
す
れ
ば
、
岩
木
は
富
山
－
飛
騨
の
南
北
ル
ー
ト
と
岩
木
－
城

生
の
神
通
川
を
渡
る
東
西
ル
ー
ト
の
接
点
に
あ
た
る
所
に
位
置
し
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
．
こ
の
よ
う
な
交
通
上
の
要
衝
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
岩
木
に
砦
を
築
か

せ
た
背
景
と
み
ら
れ
る
。

岩
木
の
そ
う
し
た
位
置
か
ら
す
れ
ば
、
塩
屋
氏
が
砦
を
築
く
以
前
に
、
城
生
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城
の
東
の
出
城
と
し
て
斎
藤
氏
に
よ
る
砦
が
置
か
れ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な

い
。
ま
た
、
天
正
十
一
年
の
佐
々
方
に
よ
る
城
生
城
攻
め
の
際
、
佐
々
与
左
衛

門
が
こ
の
砦
に
置
か
れ
た
と
あ
る
の
は
、
城
生
城
包
囲
の
一
環
と
し
て
、
城
生

城
と
東
方
の
上
杉
方
の
連
絡
を
絶
と
う
と
す
る
成
政
の
意
図
に
よ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
砦
が
使
わ
れ
た
期
間
は
さ
ほ
ど
長
い
も
の
で
は
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
「
附
墜
」
　
（
「
付
城
」
）
　
と
は
　
「
敵
の
城
を
攻
め
る
た
め
に
、
そ
の

近
く
に
造
る
防
御
用
障
害
物
、
あ
る
い
は
砦
」
　
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
砦
を
造

る
こ
と
を
「
付
城
を
す
る
」
と
言
っ
た
畑
。
す
な
わ
ち
、
攻
撃
用
の
城
の
こ
と

む

か

い

じ

ろ

　

　

　

た

い

の

し

ろ

で
あ
り
、
「
向
城
」
、
「
対
城
」
　
と
も
呼
ば
れ
た
。
『
日
本
城
郭
大
系
』
別

巻
H
・
城
郭
研
究
便
覧
に
よ
れ
ば
、
①
敵
の
城
を
攻
め
る
際
に
攻
囲
軍
が
攻
城

用
の
足
が
か
り
と
し
て
築
い
た
城
。
規
模
は
小
さ
い
の
が
普
通
で
、
一
郭
な
い

し
二
郭
ぐ
ら
い
で
、
土
塁
や
堀
だ
け
の
掻
揚
の
城
で
あ
る
場
合
が
多
い
と
す
る

他
、
②
本
城
と
は
別
に
、
国
の
境
目
な
ど
に
築
か
れ
た
支
城
の
こ
と
を
さ
す
場

合
も
あ
る
と
い
う
。
本
県
の
場
合
、
元
亀
四
年
　
（
一
五
七
三
）
富
山
城
を
占
拠

す
る
一
向
一
揆
を
攻
め
る
た
め
、
上
杉
謙
信
が
周
囲
数
カ
所
に
築
い
た
「
向
城
」

を
は
じ
め
、
い
く
つ
も
の
例
が
あ
る
が
、
岩
木
砦
周
辺
で
は
天
正
十
一
年
、
佐
々

成
政
が
城
生
城
を
攻
め
る
際
、
南
方
の
葛
原
山
に
築
い
た
付
城
が
あ
げ
ら
れ
る

㈱
。岩

木
砦
自
体
は
付
城
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
規
模

は
小
さ
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
前
掲
の
　
『
三
州
志
』
故
墟
考
で
は
、
八
間
四
方

で
、
北
に
虎
口
や
馬
出
の
遺
構
が
あ
り
、
別
に
東
西
六
問
、
南
北
八
間
の
一
郭

も
あ
っ
た
と
い
う
。
他
に
堀
や
土
塁
の
跡
も
残
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
現
在

は
墓
地
に
な
っ
て
い
る
が
、
昭
和
四
十
年
代
の
初
め
に
は
高
さ
一
・
八
m
ぐ
ら

い
の
土
塁
が
一
五
、
六

m
に
わ
た
っ
て
伸
び
て

い
た
と
い
う
。

証

印
『
富
山
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
書

飛
騨
街
道
　
－
　
』

㈱
「
富
山
藩
領
絵
図
」
　
に
よ
れ
ば
、
岩
木
の
地
点
に
　
「
舟
渡
シ
」
　
の
記
入
が
あ
り
、

渡
し
場
の
存
在
し
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

畑
『
日
葡
辞
書
』

㈲
高
岡
　
徹
「
戦
国
期
の
越
中
に
お
け
る
　
『
付
城
』
　
と
そ
の
実
態
－
－
⊥
富
山
県
大
沢

野
町
葛
原
山
砦
を
中
心
に
1
」
　
（
『
か
ん
と
り
い
』
第
一
〇
号
）
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二
　
猿
倉
城

標
高
　
三
四
五
・
二
m

比
高
一
七
五
　
　
m

城
は
神
通
川
の
右
岸
に
そ
び
え
る
猿
倉
山
の
山
上
に
築
か
れ
て
い
る
。
山
の

一
部
は
ス
キ
ー
場
に
な
っ
て
い
る
が
、
周
囲
は
急
斜
面
で
、
特
に
神
通
川
に
面

し
た
側
は
崖
と
な
っ
て
、
要
害
で
あ
る
。
山
頂
か
ら
の
見
晴
ら
し
は
よ
く
、
北

に
栂
尾
城
跡
、
北
西
に
城
生
城
跡
、
南
に
大
乗
悟
山
城
跡
、
桧
原
館
跡
、
檎
原

山
城
跡
な
ど
を
望
め
る
。
こ
の
内
、
北
方
の
栂
尾
城
と
は
直
線
距
離
で
わ
ず
か

に
一
・
八
血
を
隔
て
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
こ
は
、
『
三
州
志
』
故
墟
考
に
「
飛

州
の
喉
、
東
西
岐
路
の

要
衝
也
」
　
と
あ
る
よ
う

に
、
越
中
の
飛
騨
口
に

あ
た
り
、
富
山
か
ら
南

下
し
た
飛
騨
街
道
が
西

麓
の
笹
津
で
東
道
　
（
神

通
川
右
岸
）
と
西
道
（
同

左
岸
）
　
に
分
か
れ
る
交

通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。

主
郭
に
あ
た
る
の
は
、

山
頂
の
平
坦
地
（
A
郭
）

と
み
ら
れ
、
広
さ
は
八

五
×
二
九
m
程
度
で
あ

る
。
周
囲
は
急
斜
面
の

要
害
だ
が
、
東
側
だ
け

が
や
や
ゆ
る
や
か
な
斜
面
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
山
頂
部
一
段
下
の
a
か
ら

e
ま
で
、
計
五
段
の
平
坦
地
が
階
段
状
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
帯

郭
・
腰
郭
に
あ
た
る
も
の
だ
が
、
階
段
状
に
連
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
方

面
か
ら
の
攻
撃
に
備
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
平
坦
地
の
幅
は
C
～
e
で
四
～
七

m
程
度
を
測
り
、
C
の
段
が
最
も
長
く
中
腹
を
巡
る
。
な
お
、
最
上
段
の
a
に

つ
い
て
は
、
北
端
に
送
電
塔
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
建
設
の
際
に
付
近
の

旧
地
形
が
改
変
さ
れ
て
い
る
。

e
の
下
を
巡
る
道
か
ら
さ
ら
に
東
側
に
下
る
と
、
北
側
に
f
の
平
坦
地
　
（
五

×
一
五
m
）
、
ま
た
南
側
に
g
の
平
坦
地
　
（
二
〇
×
二
四
m
）
　
が
あ
る
。
こ
の

内
、
南
側
の
平
坦
地
　
（
B
郭
）
　
は
特
に
規
模
が
大
き
く
、
し
か
も
東
側
が
深
い

谷
に
面
し
て
い
て
、
守
り
が
固
い
。
こ
の
谷
は
深
さ
一
〇
～
一
二
m
に
達
す
る

も
の
で
あ
り
、
南
北
に
細
長
く
伸
び
て
い
て
、
空
堀
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

さ
て
、
江
戸
時
代
の
史
料
は
猿
倉
城
跡
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。
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二
十
間
許
あ
り
。
二
方
は
接
山
、
北
は
草
野
也
。
神
通
川
北
西
に
当
る
。
篠
津
村
等
目
下

に
臨
む
。
飛
州
の
喉
、
東
西
岐
路
の
要
衝
也
。
富
山
よ
り
南
四
里
。
城
図
別
に
有
之
。

天
正
八
年
三
木
休
庵
船
倉
山
に
新
城
を
築
き
、
後
に
休
庵
の
二
男
秀
綱

に
小
島
三
八
郎
軸
。
一
作
を
副
へ
置
く
と
飛
騨
軍
記
に
見
ゆ
。
又
佐
々
成

政
こ
れ
に
居
る
と
云
ふ
。
甥
閲
十
三
年
秀
吉
公
金
森
長
近
を
し
て
猿

倉
城
を
屠
る
と
云
ふ
。
（
後
略
）
　
（
『
三
州
志
』
故
墟
考
）

〇
一
、
猿
倉
古
城

船
倉
村
領
、
今
ハ
柴
山
二
成
、
寺
嶋
三
八
郎
居
住
之
由
（
「
越
中
古
城

記
」
）



〇
一
、
壱
ヶ
所
　
古
城
跡

但
、
同
村
領
之
内
猿
倉
山
与
申
古
城
跡
御
座
候
、
此
城
主
渋
谷
筑
前
守

殿
、
戸
川
在
城
之
節
右
城
ヲ
取
立
、
両
所
懸
持
之
由
承
伝
申
候
、
尤
落

城
之
後
、
佐
々
与
左
衛
門
殿
入
城
之
由
承
伝
申
候
、
村
お
古
城
跡
迄
道

程
拾
五
町
程
、
村
方
占
南
之
方
二
相
見
へ
申
候
（
「
宝
暦
十
四
年
新
川

郡
古
城
跡
名
所
旧
跡
等
書
上
申
帳
」
）

（
々
力
）

態
以
脚
力
申
達
候
、
仇
而
一
昨
今
夜
塩
屋
筑
前
守
下
山
へ
罷
退
、
則
昨
夜

中
猿
倉
之
地
へ
取
登
、
飛
州
之
者
共
引
出
、
普
請
半
候
、
従
兼
日
世
間
申

（
越
府
）

廻
義
も
御
座
候
条
、
塩
筑
貴
府
へ
可
被
召
下
之
由
、
何
茂
へ
中
人
候
へ

共
、
拙
者
式
申
事
御
本
二
不
被
成
候
間
、
無
是
非
存
候
、
千
言
万
句
増
山

当
城
不
運
眼
前
二
候
、
只
今
之
分
者
大
切
二
存
候
、
此
旨
可
預
御
心
得
候
、

恐
々
謹
言
、

（
元
亀
二
年
）

卯
月
廿
三
日

上
村
庄
右
衛
門
尉
殿
Ⅲ

長
尾
小
四
郎

景
直

〇
一
、
猿
蔵
古
城
　
舟
倉
村
領
、
中
段
東
西
七
間
程
、
南
北
三
拾
三
間
程
、

上
段
東
西
五
拾
弐
間
程
、
南
弐
拾
八
間
程
、
北
十
九
間
程
、
右
渋
谷
筑

前
守
殿
掛
持
之
由
申
伝
候
、
年
号
相
知
不
申
候
（
「
文
政
元
年
城
跡
館

跡
由
来
申
伝
之
趣
書
上
申
帳
」
）

こ
の
内
、
規
模
・
構
造
を
詳
し
く
記
し
て
い
る
の
は
、
末
尾
に
掲
げ
た
文
政

元
年
の
書
上
申
帳
で
あ
る
。
同
書
上
申
帳
に
「
上
段
」
　
と
あ
る
の
は
、
お
そ
ら

く
山
頂
部
の
A
郭
を
さ
す
と
み
て
、
間
違
い
あ
る
ま
い
。
規
模
的
に
も
、
数
値

が
ほ
ぼ
合
致
す
る
。
ま
た
、
「
中
段
」
と
あ
る
の
は
、
東
側
斜
面
に
設
け
ら
れ

た
階
段
状
の
平
坦
面
の
内
、
C
の
．
段
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
城
が
築
か
れ
た
の
は
、
い
つ
頃
な
の
か
。
『
三
州
志
』
　
に

（塩）

よ
る
と
、
元
亀
二
年
　
（
一
五
七
一
）
　
飛
騨
の
白
屋
筑
前
守
秋
貞
が
越
中
へ
出
兵

し
、
栂
尾
・
猿
倉
の
二
城
を
新
築
し
て
拠
っ
た
と
い
う
。
秋
貞
は
そ
の
後
、
福

沢
・
今
泉
の
二
城
を
攻
め
落
と
し
た
う
え
、
岩
木
に
も
別
の
砦
を
築
き
、
城
生

城
（
現
八
尾
町
）
　
を
攻
め
た
と
い
う
。
塩
屋
秋
貞
は
飛
騨
の
三
木
良
頬
の
部
将

で
あ
る
が
、
秋
貞
に
よ
る
猿
倉
築
城
は
次
の
史
料
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。

元
亀
二
年
、
上
杉
謙
信
は
神
保
長
職
の
要
請
に
よ
っ
て
越
中
へ
出
兵
し
、
守

山
城
　
（
現
高
岡
市
）
　
な
ど
を
攻
め
よ
う
と
し
た
が
、
小
矢
部
川
の
増
水
に
よ
り

目
的
を
果
た
せ
な
か
っ
た
。
飛
騨
の
三
木
艮
頼
は
す
で
に
前
年
　
（
元
亀
元
年
）
、

上
杉
氏
の
軍
事
行
動
の
一
端
を
担
う
形
で
新
庄
城
や
樫
ノ
木
城
な
ど
を
守
っ
て

お
り
畑
、
こ
の
年
の
軍
事
行
動
に
は
塩
屋
秋
貞
を
参
陣
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
秋
貞
が
、
下
山
（
舟
倉
周
辺
の
地
域
）
　
へ
退
き
、
猿
倉
山
で
「
普
請
」
を

始
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
秋
貞
の
こ
う
し
た
動
き
は
、
上
杉
方
に
大
き
な
不

審
を
抱
か
せ
る
も
の
だ
っ
た
ら
し
く
、
長
尾
景
直
は
増
山
城
な
ど
の
不
安
を
訴

え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
史
料
上
に
現
わ
れ
て
こ
な
い

の
で
、
ど
の
よ
う
な
解
決
を
み
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
の

飛
騨
勢
の
動
向
に
は
、
な
か
な
か
つ
か
み
難
い
も
の
が
あ
り
、
時
と
し
て
、
上

杉
方
か
ら
警
戒
の
眼
で
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

と
も
か
く
、
元
亀
二
年
に
お
け
る
塩
屋
氏
の
猿
倉
築
城
は
こ
の
史
料
に
よ
っ

て
裏
付
け
ら
れ
る
が
、
『
三
州
志
』
　
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
福
沢
・
今
泉
二
城
の

攻
略
な
ど
は
、
今
の
と
こ
ろ
根
拠
と
す
る
も
の
が
な
い
。
た
だ
し
、
宝
暦
十
四

46



年
の
書
上
申
帳
な
ど
が
塩
屋
氏
に
よ
る
猿
倉
・
栂
尾
両
城
の
掛
持
ち
を
伝
え
て

い
る
の
は
興
味
深
い
。
お
そ
ら
く
両
城
は
そ
の
近
接
し
た
地
理
的
位
置
か
ら
見

て
、
一
体
と
な
っ
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
年

の
塩
屋
氏
に
よ
る
普
請
が
、
猿
倉
城
の
創
築
と
言
え
る
か
ど
う
か
は
、
不
明
で

あ
る
。
飛
騨
勢
の
越
中
進
出
は
、
江
馬
氏
の
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
す
で

に
永
禄
年
間
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
猿
倉
山
が
飛
騨
口
の
要
地
に
あ
た
る

こ
と
を
考
え
る
な
ら
、
猿
倉
城
の
創
築
は
遅
く
と
も
永
禄
年
間
に
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
塩
屋
氏
と
は
別
に
、
城
主
と
し
て
「
寺
嶋
三
八
郎
」
　
（
「
越
中
古
城

記
」
・
「
越
州
新
川
郡
郷
庄
古
城
」
）
、
「
寺
嶋
平
左
衛
門
」
　
（
「
富
山
領
等

越
中
国
古
城
併
雑
書
記
」
）
、
「
寺
嶋
ミ
つ
ざ
う
坊
」
　
（
「
越
中
四
郡
古
城
跡

略
記
」
）
　
な
ど
の
名
を
あ
げ
る
史
料
も
あ
る
。
「
越
州
新
川
郡
郷
庄
古
城
」
　
に

（卿）

よ
る
と
、
寺
嶋
三
八
郎
は
も
と
舟
倉
の
法
師
密
蔵
坊
の
子
で
、
兵
部
郷
と
い
い
、

神
通
川
の
城
主
寺
嶋
孫
右
衛
門
の
烏
帽
子
子
と
な
っ
て
寺
嶋
三
八
郎
と
名
乗
り
、

の
ち
に
上
杉
の
部
将
村
田
大
炊
介
と
小
黒
野
に
戦
っ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
寺
嶋
三
八
郎
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
ん
な
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
詳
細
は
ま
だ
明
ら
か
で
は
な
い
。
あ
る
い
は
、
『
三
州
志
』
　
に
引
用

さ
れ
て
い
る
　
「
飛
騨
軍
記
」
中
に
見
え
る
小
島
三
八
郎
の
こ
と
を
さ
す
の
で
あ

ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
寺
嶋
氏
は
飛
騨
の
武
将
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

翌
元
亀
三
年
五
月
に
な
る
と
、
加
賀
の
一
揆
勢
が
越
中
西
部
に
進
出
し
、
に

わ
．
か
に
緊
張
が
高
ま
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
、
船
倉
に
拠
る
井
上
肥
後
が

下
山
の
者
と
示
し
合
わ
せ
、
上
杉
方
支
配
下
の
太
田
保
内
へ
二
度
ば
か
り
攻
め

込
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
上
杉
方
で
は
、
新
庄
城
を
守
る
鯵
坂
長
実
や
長

尾
景
直
が
反
撃
を
行
い
、
井
上
ら
を
下
山
口
ま
で
追
い
込
ん
だ
と
い
う
畑
。
井

上
氏
の
動
き
は
一
揆
方
に
連
動
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
井
上
氏
の
拠
っ

た
「
船
倉
」
　
と
は
、
お
そ
ら
く
栂
尾
城
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の

井
上
氏
が
示
し
合
わ
せ
た
「
下
山
」
　
の
者
と
は
、
こ
の
猿
倉
城
に
拠
っ
た
勢
力

を
さ
す
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
猿
倉
城
に
拠
っ
て
い
た
の
が
塩

屋
氏
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
は
な
い
。

さ
て
、
同
年
六
月
に
な
る
と
、
一
揆
勢
は
東
進
し
て
富
山
を
占
拠
し
、
上
杉

勢
と
対
時
す
る
こ
と
に
な
る
。
飛
騨
勢
の
方
は
、
九
月
に
江
馬
輝
盛
、
ま
た
十

月
に
は
三
木
自
綱
（
艮
頬
の
子
）
　
が
上
杉
陣
に
加
わ
り
、
そ
の
軍
事
行
動
に
協

力
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
も
な
く
三
木
良
頼
が
没
す
る
と
、
あ
と
を
継
い
だ

自
綱
は
織
田
方
へ
の
接
近
を
図
り
、
天
正
三
年
　
（
一
五
七
五
）
　
十
月
に
は
上
洛

し
て
信
長
に
拝
謁
す
る
に
至
っ
た
㈲
。
飛
騨
三
木
氏
の
こ
う
し
た
動
き
の
結
果
、

猿
倉
城
な
ど
の
拠
点
は
謙
信
か
ら
敵
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

翌
四
年
に
は
、
栂
尾
城
が
謙
信
に
よ
っ
て
攻
略
さ
れ
、
謙
信
は
二
カ
所
の
城
郭

を
飛
騨
口
に
築
い
て
、
能
登
へ
向
か
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
猿
倉
城
も
こ
の

時
点
で
上
杉
方
の
拠
点
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
富
山
領
等
越
中
国
古
城
併

雑
書
記
」
が
上
杉
部
将
村
田
修
理
之
介
を
城
主
と
し
て
あ
げ
て
い
る
の
も
、
こ

の
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
謙
信
は
同
六
年
　
（
一
五
七
八
）
　
三
月
に
急
死
を
と
げ
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
混
乱
に
乗
じ
、
信
長
が
神
保
長
住
を
越
中
に
進
出

さ
せ
、
上
杉
方
の
駆
逐
を
図
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
猿
倉
城
も
織
田
方
の

手
に
落
ち
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
三
木
氏
が
織
田
方
に
属
し
て
働
い
た
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
の
ち
、
佐
々
成
政
が
越
中
に
分
封
さ
れ
、
長
住

に
代
わ
っ
て
国
内
の
統
一
を
め
ざ
す
よ
う
に
な
る
と
、
国
人
の
中
に
は
上
杉
景

勝
と
結
ん
で
成
政
に
抵
抗
す
る
者
が
現
わ
れ
た
。
城
生
城
の
斎
藤
信
和
も
そ
の
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一
人
で
あ
る
。
天
正
十

年
十
一
月
頃
の
斎
藤
氏

の
動
き
を
伝
え
る
史
料

を
次
に
掲
げ
る
。

追
っ
て
取
り
詰
め
ら
れ
、
困
難
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
、
こ
と
に
「
猿
倉
両
地
」

を
確
保
し
て
い
る
た
め
、
必
ず
兵
椴
に
つ
い
て
は
援
助
願
い
た
い
と
、
強
く
懇

請
し
て
い
る
。
宛
先
の
狩
野
新
介
（
秀
治
）
　
は
景
勝
の
側
近
で
あ
る
。
注
目
さ

れ
る
の
は
「
猿
倉
両
地
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
猿
倉
城
と
栂
尾
城
の

二
城
を
さ
す
と
み
ら
れ
る
。
両
城
は
距
離
的
に
接
近
し
、
歴
史
的
に
見
て
も
相

互
に
結
び
つ
き
が
強
く
、
む
し
ろ
一
体
化
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
本
拠
で
あ
る
城
生
城
と
は
別
に
、
栂
尾
・
猿
倉
の
二
城
を
確
保
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
斎
藤
氏
は
飛
騨
口
を
固
め
、
成
政
に
対
し
軍
事
上
優
位
に
立
と

う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
頼
み
と
す
る
景
勝
の
出
馬
は
な
く
、
斎
藤

方
は
次
第
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
成
政
が
最
終
的
に
城
生
城

を
攻
略
す
る
の
は
、
天
正
十
一
年
七
～
八
月
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
の
ち
猿
倉

城
は
し
ば
ら
く
佐
々
方
に
よ
っ
て
守
ら
れ
た
と
も
思
わ
れ
る
。
そ
の
成
政
も
同

十
三
年
秀
吉
に
降
伏
し
、
同
十
五
年
に
は
肥
後
へ
転
封
と
な
っ
た
。
猿
倉
城
の

使
用
も
そ
の
後
は
考
え
ら
れ
な
い
。
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重
而
令
啓
上
候
、
仇
毎
度
如
申
上
候
、
此
表
之
儀
就
御
出
馬
遅
々
追
日
被

取
詰
迷
惑
此
事
に
候
、
殊
猿
倉
両
地
拙
者
抱
置
候
間
、
菟
角
急
度
兵
糎
御

助
力
被
入
置
候
而
可
被
下
候
由
、
可
然
様
被
御
中
上
奉
頼
存
候
、
何
分
ニ

も
貴
所
御
前
之
儀
御
執
成
奉
憑
候
、

（
天
正
十
年
）

十
一
月
八
日

（
狩
野
新
介
）

狩
新

参
御
宿
所
㈲

（
中
略
）
　
恐
々
謹
言

斎
二
右
　
（
和
）

信
利

註

Ⅲ
　
『
県
史
中
』
一
七
三
七
号
文
書

畑
　
同
右
、
一
七
二
四
号
文
書
。
な
お
、
「
樫
ノ
木
城
」
　
の
項
参
照
。

畑
　
同
右
、
一
七
五
三
～
一
七
五
四
号
文
書

㈲
　
『
信
長
公
記
』
巻
八
、
十
月
廿
三
日
の
条

㈲
　
「
覚
上
公
御
書
集
」

こ
の
書
状
に
よ
る
と
、
斎
藤
方
は
景
勝
の
出
馬
が
遅
れ
て
い
る
た
め
、
日
を
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三
　
榔
掛
城

標
高
　
二
八
〇
m

比
高
一
四
〇
m

栂
尾
城
は
市
場
集
落
の
東
方
に
そ
び
え
る
山
上
に
築
か
れ
た
城
で
、
別
名
を

戸
川
城
と
称
し
た
。
山
頂
か
ら
は
麓
の
舟
倉
台
地
、
さ
ら
に
遠
く
富
山
の
市
街

地
ま
で
を
望
め
る
。
飛
騨
街
道
の
ル
ー
ト
の
一
つ
と
し
て
、
富
山
－
布
市
1
小

黒
道
が
あ
る
が
、
こ
の
道
は
中
世
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
道
と
推
測
さ
れ
て
お
り

Ⅲ
、
小
黒
か
ら
坂
本
－
市
場
を
経
て
神
通
峡
に
達
し
て
い
た
。
こ
の
ル
ー
ト
は

ま
さ
に
栂
尾
城
の
麓
を
通
る
こ
と
か
ら
、
城
の
築
城
が
こ
の
交
通
路
の
存
在
を

意
識
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
坂
本
－
市
場
を
通
る

ル
ー
ト
が
戦
国
期
に
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
麓
の
市

場
の
村
名
は
、
城
主
塩
屋
秋
貞
が
商
才
に
た
け
、
当
地
に
市
場
を
開
い
て
軍
費

を
得
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
伝
え
ら
れ
畑
、
城
下
集
落
の
存
在
し
た
こ
と

を
推
測
さ
せ
る
。
村
人
は
こ
の
城
を
「
ト
ガ
城
」
と
呼
び
、
昔
は
山
腹
か
ら
刀

の
鍔
や
刀
身
が
出
土
し
た
と
い
う
。

さ
て
、
栂
尾
城
が
築
か
れ
た
の
は
、
い
つ
頃
で
あ
ろ
う
か
。
『
三
州
志
』
　
に

（塩）

よ
る
と
、
元
亀
二
年
　
（
一
五
七
一
）
　
飛
騨
の
武
将
白
屋
筑
前
守
秋
貞
が
越
中
へ

出
兵
し
、
栂
尾
・
猿
倉
の
二
城
を
新
築
し
て
拠
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
福
沢

・
今
泉
の
二
城
を
攻
め
落
と
し
、
さ
ら
に
岩
木
に
砦
を
築
い
て
城
生
城
（
現
八

尾
町
）
　
の
斎
藤
氏
を
攻
め
た
。
こ
の
時
、
斎
藤
氏
は
上
杉
氏
に
救
援
を
求
め
た

た
め
、
謙
信
は
部
将
の
村
田
修
理
亮
と
共
に
秋
貞
の
拠
る
栂
尾
城
を
攻
め
、
国

境
の
西
猪
谷
ま
で
追
撃
し
た
と
伝
え
て
い
る
。

塩
屋
秋
貞
に
よ
る
栂
尾
城
の
築
城
や
上
杉
方
と
の
戦
い
に
つ
い
て
は
、
今
の

と
こ
ろ
、
直
接
こ
れ
を
裏
付
け
る
史
料
に
欠
け
る
が
、
隣
の
猿
倉
城
「
普
請
」

に
つ
い
て
は
、
（
元
亀
二
年
）
　
四
月
二
十
三
日
付
で
長
尾
景
直
が
報
じ
て
お
り
、

猿
倉
と
並
ん
で
栂
尾
城
も
同
じ
頃
に
築
城
さ
れ
た
こ
と
が
十
分
推
測
で
き
る
。

な
お
塩
屋
氏
は
、
飛
騨
の
三
木
氏
の
重
臣
的
な
武
将
で
、
問
題
の
元
亀
二
年
に

は
越
中
へ
進
攻
し
た
上
杉
方
の
陣
に
加
わ
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

点
は
、
前
項
で
も
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
栂
尾
城
は
戦
国

期
の
越
中
－
飛
騨
間
の
主
要
交
通
路
沿
い
に
築
か
れ
た
城
で
あ
り
、
飛
騨
か
ら

北
上
し
た
武
将
に
と
っ
て
は
、
恰
好
の
足
が
か
り
と
み
な
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。

同
時
に
、
そ
う
し
た
飛
騨
勢
に
よ
る
越
中
南
部
の
占
拠
が
、
城
生
城
に
拠
る
斎

藤
氏
に
脅
威
を
与
え
た
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
翌
元
亀
三
年
に
な
る
と
、
加
賀
の
一
揆
勢
が
越
中
へ
進
攻
し
、
上
杉

方
を
五
福
山
な
ど
で
打
ち
破
っ
て
、
富
山
城
を
占
拠
す
る
。
そ
れ
よ
り
少
し
前

の
五
月
　
（
一
揆
勢
が
五
位
圧
に
陣
取
っ
て
い
る
頃
）
、
舟
倉
に
拠
る
井
上
肥
後

が
「
下
山
」
　
の
者
と
示
し
合
せ
、
上
杉
方
支
配
下
の
太
田
保
内
に
攻
め
込
ん
だ

と
い
う
。
次
の
史
料
は
、
そ
の
こ
と
を
報
じ
る
新
庄
城
守
将
鯵
坂
長
実
の
書
状

で
あ
る
。
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急
度
申
達
候
、
仇
昨
掴
従
火
宮
注
進
如
被
申
者
、
賀
州
衆
半
途
へ
打
出
、

河
上
五
位
庄
二
陣
取
中
之
由
候
、
只
今
時
分
与
申
、
罷
出
儀
不
審
存
候
、

併
注
進
之
書
状
三
通
、
為
可
懸
　
御
目
越
中
候
、
御
披
露
尤
候
、
（
中
略
）

然
而
、
井
上
肥
後
船
倉
二
子
今
裾
、
様
々
之
計
策
致
之
候
、
此
間
者
、
下

山
船
倉
示
合
、
一
両
度
太
田
保
内
へ
相
働
申
候
得
共
、
従
当
地
人
数
出
中

二
付
而
、
敗
軍
之
体
に
て
罷
退
候
、
下
山
之
口
迄
追
籠
申
候
、
其
巳
来
二

（
窮
）
　
　
　
　
　
　
　
（
新
庄
）

度
不
罷
出
候
、
井
上
計
策
者
候
之
間
、
愛
元
休
屈
存
候
、
乍
去
当
地
太
田

二
ヶ
所
之
寄
居
、
用
心
堅
固
無
油
断
致
之
候
、
可
御
心
安
候
、
御
次
茂
候



者
、
可
然
様
御
取
成
奉
憑
候
、
（
中
略
）

（
元
亀
三
年
）

五
月
廿
四
日

（
直
江
景
綱
）

直
和

（
山
吉
豊
守
）

山
孫

参
御
宿
所
畑

（
鯵
坂
清
介
）

鯵
清

長
実
　
（
花
押
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
井
上
肥
後
は
二
度
ば
か
り
太
田
保
内
に
攻
め
込
ん
で
い
る

が
、
新
庄
城
の
鯵
坂
民
ら
に
よ
っ
て
撃
退
さ
れ
、
下
山
口
ま
で
追
い
こ
め
ら
れ

た
と
い
う
。
そ
し
て
、

上
杉
方
で
は
新
庄
・
太

田
二
カ
所
の
城
を
固
め

て
、
再
度
の
襲
撃
に
備

え
て
い
る
。
井
上
肥
後

ら
の
動
き
は
、
お
そ
ら

く
一
揆
方
に
連
動
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ

の
時
、
井
上
氏
の
拠
点

と
し
た
「
船
倉
」
　
と
は

ど
こ
を
さ
す
の
か
。
「
船

倉
」
地
域
に
は
す
で
に

知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

猿
倉
と
栂
尾
の
二
城
が

あ
り
、
互
い
に
近
接
し

て
位
置
す
る
。
こ
の
内
、
井
上
肥
後
の
拠
っ
た
「
船
倉
」
城
と
は
、
お
そ
ら
く

太
田
保
に
近
い
こ
の
栂
尾
城
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
井
上
氏
が
示
し
合
わ
せ
た
「
下

山
」
　
の
者
と
は
、
南
方
の
猿
倉
城
に
拠
っ
た
勢
力
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

井
上
氏
に
つ
い
て
は
、
出
自
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
不
明
だ
が
、
の
ち
に
謙
信
が

越
中
を
制
圧
す
る
と
、
そ
の
旗
下
に
属
し
た
ら
し
く
、
天
正
五
年
　
（
一
五
七
七
）

十
二
月
の
上
杉
氏
の
将
士
名
簿
に
「
井
上
肥
後
守
」
と
し
て
名
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。と

こ
ろ
で
、
栂
尾
城
は
天
正
四
年
　
（
一
五
七
六
）
　
八
～
九
月
頃
、
上
杉
謙
信

に
攻
め
ら
れ
、
落
城
を
と
げ
て
い
る
。
次
の
史
料
が
そ
の
こ
と
を
示
す
。

（肝）

自
関
東
帰
陣
二
付
而
、
飛
脚
到
来
、
喜
悦
候
、
関
左
無
事
之
由
、
簡
要
候
、

（
儀
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
越
後
上
田
城
）

珍
義
も
候
者
、
註
進
尤
候
、
其
口
人
留
之
義
、
皆
々
談
合
候
て
、
堅
相
留

簡
心
候
、
吾
分
ハ
案
内
者
二
候
間
、
畢
責
任
置
候
、
扮
又
愛
元
備
存
分
之

侭
二
候
、
栂
尾
・
増
山
落
居
、
飛
州
ロ
ニ
地
利
二
ヶ
所
取
立
、
仕
置
堅
固

二
成
之
、
明
日
西
表
へ
進
馬
候
、
湯
山
も
今
明
之
内
二
可
落
居
候
間
、
可
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心
安
候
、
万
苦
重
而
謹
言
、

（
天
正
四
年
）

九
月
八
日

（
政
頼
）

栗
林
次
郎
左
衛
門
尉
殿
㈱

（
上
杉
）謙

信
　
（
花
押
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
謙
信
は
九
月
八
日
以
前
に
栂
尾
城
と
増
山
城
（
現
砺
波
市
）

を
攻
め
落
と
し
、
さ
ら
に
氷
見
の
湯
山
城
も
落
城
寸
前
に
追
い
込
ん
で
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
謙
信
に
よ
る
越
中
の
軍
事
的
制
圧
は
こ
の
年
に
は

ぽ
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
上
杉
勢
は
さ
ら
に
氷
見
を
経
て
能
登
へ
進
攻
す
る

の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
前
掲
の
史
料
に
よ
っ
て
、
天
正
四
年
当
時
、
栂
尾
城



に
は
反
上
杉
方
の
勢
力
が
拠
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
上
杉
方
が
栂
尾
城
の
攻

略
後
、
飛
騨
口
に
二
カ
所
の
城
砦
を
設
け
て
背
後
を
固
め
た
あ
と
、
西
方
へ
進

撃
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
み
て
も
、
栂
尾
城
は

元
亀
～
天
正
期
に
飛
騨
口
の
重
要
な
軍
事
拠
点
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
理

解
で
き
る
。

そ
の
後
、
栂
尾
城
は
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
た
ど
っ
た
の
か
。
『
三
州
志
』
　
に

よ
る
と
、
一
時
上
杉
氏
に
属
し
て
い
た
塩
屋
秋
貞
も
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）

佐
々
成
政
に
降
り
、
岩
木
城
主
と
な
っ
た
た
め
、
上
杉
の
部
将
村
田
縫
殿
助
が

こ
れ
を
攻
め
て
飛
騨
へ
追
い
返
し
、
栂
尾
城
を
取
っ
た
と
い
う
。
天
正
六
年
と

言
え
ば
、
三
月
に
謙
信
が
急
死
し
、
織
田
方
が
そ
の
混
乱
に
乗
じ
て
、
飛
騨
か

ら
越
中
へ
進
出
し
た
年
で
あ
る
。
織
田
方
の
先
陣
は
、
越
中
に
ゆ
か
り
の
深
い

神
保
長
住
で
、
こ
れ
に
佐
々
長
穐
が
付
き
添
い
、
ま
た
飛
騨
の
三
木
自
綱
も
長

住
に
協
力
し
た
。
神
通
川
左
岸
に
あ
る
、
同
じ
飛
騨
口
の
要
衝
、
城
生
城
の
斎

藤
氏
も
い
ち
は
や
く
織
田
方
に
属
し
た
こ
と
か
ら
、
猿
倉
・
栂
尾
両
城
の
上
杉

方
拠
点
は
、
長
住
の
入
国
と
同
時
に
攻
略
さ
れ
、
以
後
、
織
田
方
に
よ
っ
て
固

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
　
に
な
る
と
、
飛
騨
口
は
ま
た
し
て
も
風

雲
急
を
告
げ
る
。
前
年
、
越
中
へ
分
封
さ
れ
た
佐
々
成
政
に
対
し
て
、
城
生
城

の
斎
藤
信
和
が
敵
対
し
、
対
岸
の
猿
倉
・
栂
尾
両
城
に
も
兵
を
入
れ
て
固
め
た

か
ら
で
あ
る
。
斎
藤
氏
は
こ
の
時
、
上
杉
景
勝
に
兵
椴
な
ど
の
援
助
を
求
め
た

が
、
救
援
は
得
ら
れ
ぬ
ま
ま
、
つ
い
に
翌
十
一
年
の
包
囲
に
よ
っ
て
城
生
城
は

落
城
を
と
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
『
三
州
志
』
は
成
政
が
「
越
中
守
護
」
だ
っ

た
時
、
佐
々
与
左
衛
門
成
之
が
城
を
守
っ
た
と
も
伝
え
て
い
る
。
佐
々
与
左
衛

門
は
成
政
の
有
力
部
将
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
、
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）

に
は
城
生
城
の
斎
藤
氏
攻
め
に
加
わ
り
、
同
年
八
月
、
婦
負
郡
南
部
を
中
心
に

一
万
俵
の
知
行
を
与
え
ら
れ
て
い
る
㈲
。
こ
れ
は
城
生
城
陥
落
に
伴
う
戦
後
処

理
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
与
左
衛
門
は
引
き
続
き
、
城
生
城
を
守
っ
た
と
伝
え

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
城
生
城
や
栂
尾
城
の
守
将
と
し
て
の
伝
承
を
残
す
と

こ
ろ
か
ら
み
て
、
与
左
衛
門
は
佐
々
氏
領
国
下
に
あ
っ
て
、
越
中
南
部
、
特
に

飛
騨
口
の
守
り
を
任
せ
ら
れ
て
い
た
部
将
と
推
測
で
き
る
。

た
だ
、
与
左
衛
門
が
栂
尾
城
を
守
っ
た
時
期
は
今
一
つ
は
っ
き
り
し
な
い
。

『
三
州
志
』
故
櫨
考
に
は
、
「
或
は
云
ふ
、
成
政
越
中
守
護
た
る
時
佐
々
与
左

衛
門
成
之
こ
れ
を
守
る
と
。
」
と
記
す
の
み
で
あ
り
、
時
期
が
漠
然
と
し
て
い

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
三
つ
の
時
期
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
第
一
は
、
成

政
が
城
生
城
を
攻
略
し
、
越
中
全
域
を
支
配
下
に
置
い
た
天
正
十
一
年
か
ら
同

十
三
年
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
終
わ
り
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、

成
政
が
秀
吉
に
降
伏
し
た
十
三
年
の
八
月
で
あ
る
。
第
二
は
、
成
政
降
伏
後
の

十
三
年
か
ら
肥
後
転
封
（
十
五
年
）
　
ま
で
の
時
期
、
そ
し
て
第
三
は
こ
れ
ら
二

つ
の
時
期
を
合
わ
せ
た
時
期
、
す
な
わ
ち
十
一
年
か
ら
十
五
年
に
か
け
て
の
時

期
で
あ
る
。
こ
の
内
、
三
番
目
は
、
栂
尾
城
自
体
が
そ
の
よ
う
な
長
期
に
わ
た

り
、
成
政
の
有
力
部
将
の
拠
点
に
な
っ
た
と
は
考
え
難
い
こ
と
か
ら
、
ま
ず
除

外
し
て
よ
い
。
残
る
二
つ
の
内
、
一
番
目
だ
と
す
れ
ば
、
与
左
衛
門
は
城
生
・

栂
尾
両
城
を
掛
持
す
る
形
に
な
り
、
東
西
で
飛
騨
街
道
を
押
さ
え
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
二
番
目
だ
と
す
れ
ば
、
成
政
降
伏
後
、
新
川
一
郡
だ
け
に
削

減
さ
れ
た
領
国
内
に
あ
っ
て
、
前
田
氏
領
と
な
っ
た
婦
負
郡
域
と
神
通
川
を
は

さ
ん
で
向
き
合
う
形
と
な
る
。

こ
の
内
、
与
左
衛
門
が
拠
点
と
し
た
時
期
に
つ
い
て
可
能
性
が
高
い
の
は
、

二
番
目
の
時
期
（
天
正
十
三
～
十
五
年
）
　
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
成
政
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の
降
伏
後
、
佐
々
方
は
神
通
川
を
境
に
前
田
領
と
接
す
る
こ
と
に
な
り
、
栂
尾

城
の
重
要
性
が
高
ま
っ
た
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
、
そ
れ
ま
で
与
左

衛
門
が
拠
点
と
し
た
神
通
川
西
岸
の
城
生
城
は
前
田
方
の
拠
点
と
な
り
、
青
山

佐
渡
が
置
か
れ
た
㈲
。
こ
の
結
果
、
城
生
城
に
対
時
す
る
拠
点
と
し
て
、
ま
た

国
境
を
守
る
境
目
の
城
と
し
て
栂
尾
城
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
想
像
す
る
に

難
く
な
い
。
し
か
も
、
富
山
か
ら
南
下
す
る
飛
騨
街
道
が
西
方
を
通
過
し
て
い

る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
栂
尾
城
は
新
川
郡
の
佐
々
領
内
に
あ
っ
て
、
そ

の
西
南
部
を
守
る
要
衝
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

佐
々
与
左
衛
門
が
こ
の
時
期
に
栂
尾
城
を
拠
点
と
し
て
利
用
し
て
い
た
こ
と

を
別
に
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
、
次
の
史
料
が
あ
る
。

弐
千
七
百
六
拾
弐
俵
者

拾
三
俵
弐
斗
者

合
四
千
俵
者（

朱
書
）

天
正
拾
三

閏
八
月
十
三
日

「
佐
々
成
政
」

与
左
衛
門
尉
殿
の

（印）

知
行
方

九
百
五
拾
七
俵
七
升
者

八
拾
四
俵
者

弐
百
拾
三
俵
者

こ
れ
は
、
成
政
の
降
伏
に
よ
り
新
川
一
郡
が
秀
吉
に
よ
っ
て
安
堵
さ
れ
た
直

後
、
成
政
が
与
左
衛
門
に
対
し
新
た
に
与
え
た
知
行
方
目
録
で
あ
る
。
こ
の
二

年
前
、
城
生
城
攻
略
後
に
与
え
ら
れ
た
知
行
が
一
万
俵
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
、

十
分
の
四
に
削
減
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
成
政
領
国
の
縮
小
に
伴
う
、
や
む

を
得
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
知
行
方
目
録
に
見
え

る
村
落
の
内
、
寺
津
・
布
尻
・
岩
木
は
神
通
川
の
東
岸
に
位
置
し
、
い
ず
れ
も

婦
負
郡
（
前
田
領
）
　
と
の
境
界
線
沿
い
に
あ
る
　
（
図
1
1
参
照
）
。
特
に
岩
木
は
、

古
く
塩
屋
氏
が
城
生
城
攻
め
の
際
、
砦
を
築
い
た
所
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
な
ど
、

対
岸
の
城
生
城
と
対
時
す
る
位
置
に
あ
る
。
ま
た
、
寺
津
や
布
尻
は
飛
騨
街
道

（
神
通
川
東
岸
道
）
　
沿
い
の
村
落
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を
考
え
る
と
、
与
左

衛
門
へ
の
知
行
宛
行
が
飛
騨
口
　
（
南
）
　
と
前
田
領
（
西
）
　
に
対
す
る
備
え
を
意

図
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
前
掲
の
知
行
方
目

録
か
ら
見
て
、
与
左
衛
門
が
栂
尾
城
を
拠
点
と
し
た
の
は
、
天
正
十
三
～
十
五

年
の
間
の
時
期
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
な
お
、
成
政
は
天
正
十

五
年
に
肥
後
へ
移
る
が
、
与
左
衛
門
も
こ
れ
に
従
い
、
越
中
を
去
っ
て
い
る
。

こ
の
の
ち
、
栂
尾
城
が
使
わ
れ
た
形
跡
は
な
い
。

余
談
で
は
あ
る
が
、
与
左
衛
門
は
肥
後
で
起
き
た
国
一
揆
の
際
、
一
揆
方
と
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戦
い
討
死
を
と
げ
て
い
る
㈱
。

で
は
、
次
に
栂
尾
城
の
規
模
や
構
造
な
ど
に
つ
い
て
記
し
た
史
料
を
い
く
つ

か
掲
げ
て
み
よ
う
。

○
戸
川
　
枢
酢
票
、
．
帥
馴
針
欄
謂
㌫
緒
Ⅶ
凱
既
報
監
糖
譜
詣
㌔
摘

亦
船
倉
村
領
に
あ
れ
ば
也
。
戸
川
今
存
す
る
遺
迩
十
間
に
三
十
間
余
。
夫
れ

よ
り
北
に
方
十
間
余
の
地
あ
り
。
此
の
山
三
方
深
整
、
西
麓
に
市
場
村
あ
り
。

元
亀
二
年
白
屋
秋
貞
越
中
へ
出
張
、
此
の
城
に
保
み
、
福
沢
城
を
攻
取

り
、
又
今
泉
城
を
陥
れ
、
後
岩
木
に
附
堕
し
て
城
生
城
榊
翫
闇
禁
制
を

囲
む
。
因
り
て
城
主
次
郎
右
衛
門
援
を
謙
信
に
乞
ふ
。
謙
信
出
軍
し
、

秋
貞
降
る
。
天
正
六
年
又
成
政
に
降
り
岩
木
城
主
と
な
る
を
、
村
田
縫

殿
助
飛
州
へ
追
ひ
返
し
、
戸
川
城
を
取
る
と
云
ふ
。
或
は
云
ふ
、
成
政

越
中
守
護
た
る
時
佐
々
与
左
衛
門
成
之
こ
れ
を
守
る
と
。
（
『
三
州
志
』

故
櫨
考
）

〇
一
、
壱
ヶ
所
　
　
古
城
跡

但
舟
倉
村
領
之
内
戸
川
与
中
古
城
跡
御
座
候
、
此
城
主
渋
谷
筑
前
守
殿

与
申
伝
候
、
年
号
者
永
禄
年
中
之
由
及
承
申
候
、
村
占
古
城
跡
迄
道
程

拾
丁
程
、
村
方
占
東
之
方
二
相
見
へ
申
候
　
（
「
宝
暦
十
四
年
新
川
郡
古

城
跡
名
所
旧
跡
等
書
上
申
帳
」
）

〇
一
、
戸
川
城
跡
　
　
舟
倉
村
領
、
中
段
南
北
拾
五
間
程
、
東
西
九
間
程
、

上
段
西
口
三
拾
弐
間
程
、
南
拾
間
程
、
北
弐
拾
壱
間
程
、
先
年
飛
騨
国

錦
山
之
城
主
銅
山
休
庵
殿
御
家
臣
渋
谷
筑
前
守
殿
御
居
城
之
由
申
伝
候
、

年
号
相
知
不
申
、
当
時
者
柴
山
二
相
成
居
中
候
　
（
「
文
政
元
年
城
跡
館

跡
由
来
申
伝
之
趣
書
上
申
帳
」
）

－　54　－

〇
一
、
舟
倉
東
ノ
山
城
ハ
先
年
戸
川
等
在
城
セ
シ
カ
、
飛
州
江
引
込
二
付
テ

村
田
此
所
ヲ
守
ル
由
　
（
「
越
州
新
川
郡
郷
庄
古
城
」
）

○
戸
川
城
　
栂
尾
城
と
も
云
ふ
。
市
場
村
東
、
山
城
に
て
穴
あ
り
。
四
五
町

横
へ
道
あ
り
。
中
に
蠣
幅
多
く
、
山
下
、
蔵
・
屋
敷
跡
あ
り
。
市
場
村

下
、
北
に
連
な
り
屋
敷
跡
多
く
、
こ
の
辺
を
掘
れ
ば
骸
骨
出
づ
る
。
（
『
肯

揖
泉
達
録
』
）

〇
一
、
舟
倉
　
　
山
城
　
　
富
山
占
南
、
飛
州
ノ
方
之
山
口
ニ
而
御
座
候
、

近
辺
高
山
近
ク
御
座
候
、
飛
州
之
内
ヲ
知
行
仕
候
塩
谷
賢
物
在
城
之
由
、

謙
信
之
旗
下
之
由
二
御
座
候
　
（
「
越
中
四
郡
古
城
跡
略
記
」
）

〇
一
、
舟
倉
村
領
戸
川
古
城
者
、
先
年
飛
騨
国
錦
山
之
城
主
鍋
山
休
庵
様
御

家
臣
、
渋
谷
筑
前
守
様
御
居
城
之
由
申
伝
候
、
年
号
等
相
知
不
申
、
当

時
柴
山
二
相
成
居
中
候
　
（
「
文
化
十
三
年
古
城
跡
井
館
跡
由
来
承
伝
之

趣
書
上
申
帳
」
）

○
戸
加
尾

村
田
左
衛
門
（
「
加
賀
国
越
中
国
能
登
国
古
城
跡
」
）

〇
一
、
船
倉
村
古
館
跡

塩
谷
筑
前
守
居
住
之
由
　
（
「
越
中
古
城
記
」
）



〇
一
、
船
倉
村
戸
川
之
城
者
佐
々
与
左
衛
門
殿
入
城
也
、
筑
前
守
殿
旗
下
之

由
　
（
「
富
山
領
等
越
中
国
古
城
併
雑
書
記
」
）

続
い
て
城
の
縄
張
を
見
て
み
よ
う
。
図
1
2
は
、
平
成
二
年
三
月
十
日
の
調
査

を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
城
の
遺
構
は
東
西
約
一

五
〇
m
、
南
北
約
三
六
〇
m
に
わ
た
っ
て
お
り
、
こ
の
中
に
九
カ
所
の
郭
と
三

カ
所
の
堀
切
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
城
域
は
か
な
り
広
大
で
、
郭
の
数
も

多
い
こ
と
か
ら
、
山
城
と
し
て
は
規
模
が
大
き
い
と
言
え
る
。
ま
た
、
周
囲
も

深
い
谷
が
め
ぐ
っ
て
お
り
、
地
形
的
に
も
要
害
で
あ
る
。

郭
は
、
標
高
二
八
〇
m
の
山
頂
部
か
ら
主
と
し
て
北
西
に
向
け
て
伸
び
る
尾

根
伝
い
に
、
階
段
状
に
連
続
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
内
、
山
頂
の
A
郭

は
南
北
に
細
長
く
伸
び
て
お
り
、
南
半
部
は
特
に
真
ん
中
が
高
く
な
っ
た
馬
の

背
状
を
呈
す
る
。
こ
の
た
め
、
平
坦
面
と
し
て
は
、
北
半
部
の
狭
い
所
し
か
見

当
た
ら
ず
、
城
全
体
の
中
心
的
な
郭
と
は
言
い
難
い
。
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、

物
見
用
の
郭
で
あ
ろ
う
か
。
規
模
は
三
〇
×
五
四
m
で
あ
る
。
な
お
、
A
郭
か

ら
北
東
に
向
け
て
伸
び
た
細
尾
根
の
中
腹
に
穴
が
あ
り
、
あ
る
い
は
前
掲
の
『
肯

構
泉
達
録
』
　
に
記
さ
れ
た
「
山
城
に
て
穴
あ
り
」
　
に
あ
た
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
細
尾
根
の
先
端
部
か
ら
北
側
一
段
下
に
別
の
細
尾
根
が
伸
び
て
お
り
、
そ

の
先
端
部
か
ら
急
斜
面
を
下
っ
た
所
に
浅
い
堀
切
の
形
跡
（
‰
3
）
　
が
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
こ
こ
か
ら
北
へ
向
け
て
伸
び
た
尾
根
伝
い
に
備
え
た
も
の
で
あ
ろ

う
○

さ
て
、
A
郭
か
ら
北
西
に
一
段
下
っ
た
所
に
B
郭
　
（
二
一
×
一
八
m
）
　
が
あ

る
。
こ
の
郭
の
東
側
か
ら
北
側
に
か
け
て
高
さ
一
m
余
り
の
土
塁
が
め
ぐ
っ
て

い
る
。
郭
の
北
側
か
ら
西
に
斜
面
を
下
る
と
、
中
腹
に
九
・
四
×
二
一
m
の
広

さ
で
平
坦
地
が
設
け
て
あ
る
　
（
G
郭
）
。
こ
れ
は
B
郭
か
ら
南
西
に
向
け
て
張

り
出
し
た
小
尾
根
に
備
え
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

一
方
、
B
郭
の
北
側
は
約
一
〇
m
の
段
差
を
伴
う
急
斜
面
と
な
っ
て
、
下
の

C
郭
に
続
く
。
こ
の
段
差
は
城
内
最
大
の
も
の
で
あ
り
、
B
郭
の
守
り
の
固
さ

を
物
語
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
す
る
と
、
B
郭
は
小
規
模
な
が
ら
主
郭
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
C
郭
の
規
模
は
一
三
・
五
×
二
〇
・
五

m
で
、
B
郭
同
様
、
東
側
か
ら
北
側
に
か
け
て
土
塁
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
土
塁
の
高
さ
は
、
最
も
高
い
南
端
部
で
郭
内
か
ら
一
・
三
m
程
度
を
測
る
。

C
郭
の
北
側
一
段
下
に
は
、
二
〇
×
二
九
m
と
城
内
で
最
も
広
い
D
郭
が
あ

る
。
こ
こ
は
郭
上
の
削
平
も
十
分
に
行
わ
れ
て
お
り
、
城
内
で
も
主
要
な
施
設

の
置
か
れ
た
郭
と
み
ら
れ
る
。
郭
の
北
東
隅
か
ら
は
小
さ
な
尾
根
が
張
り
出
し

て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
小
削
平
地
が
四
段
に
わ
た
っ
て
設
け
て
あ
り
、
こ
の
小

尾
根
か
ら
城
内
に
攻
め
込
ま
れ
る
の
を
防
い
で
い
る
。
ま
た
、
D
郭
か
ら
北
西

へ
は
一
段
低
く
平
坦
地
　
（
八
×
六
・
八
m
）
　
が
あ
り
、
そ
の
先
は
西
側
を
削
り

落
と
し
て
細
尾
根
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
北
方
の
尾
根
伝
い
か
ら
一
気
に
攻
め

込
ま
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
細
尾
根
の
先
端
は
急
な
斜

面
と
な
り
、
そ
の
先
に
東
側
を
通
路
状
に
削
っ
た
尾
根
が
三
三
m
に
わ
た
っ
て

続
く
。尾

根
か
ら
一
段
下
る
と
、
七
・
四
×
六
m
の
小
平
地
が
あ
り
、
さ
ら
に
一
段

下
っ
た
所
に
一
三
×
二
八
・
五
m
の
郭
（
E
郭
）
　
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
郭
の
東

・
西
・
南
側
に
は
土
を
盛
り
上
げ
た
土
塁
状
の
高
ま
り
も
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

郭
の
南
側
に
は
浅
い
く
ぼ
み
も
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
も
浅
い
た
め
、
堀
切
の
遺

構
と
は
言
い
難
い
。
E
郭
の
先
、
一
段
下
に
は
F
郭
が
続
く
。
規
模
は
八
・
八
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高
ま
り
が
見
ら
れ
る
。

一
方
、
H
郭
か
ら
南
方
へ
続
く
尾
根
筋
を
下
る
と
、

途
中
の
二
カ
所
に
堀
切
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず

北
側
の
堀
切
　
（
‰
2
）
　
の
方
は
上
幅
八
・
五
m
、
深

さ
二
・
一
m
を
測
る
。
ま
た
南
側
の
堀
切
　
（
‰
1
）

は
上
幅
七
m
、
深
さ
二
・
二
m
を
測
り
、
こ
れ
ら
二

カ
所
の
堀
切
に
よ
っ
て
、
城
は
南
方
の
尾
根
伝
い
か

ら
守
ら
れ
て
い
る
。
城
域
の
南
端
も
こ
の
内
の
堀
切

（
m
l
）
　
に
よ
っ
て
画
さ
れ
る
。

－
　
以
上
、
遺
構
の
概
要
を
見
て
き
た
が
、
総
じ

て
城
は
郭
の
配
置
か
ら
北
方
を
重
視
し
て
築
か
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
北
端
の
F
郭
か
ら
山

頂
の
A
郭
に
至
る
ま
で
、
そ
の
間
大
小
八
段
も
の
段

差
を
乗
り
越
え
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
の
尾
根
伝
い
の
攻

撃
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
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×
一
七
・
六
m
で
、
東
西
両
側
と
北
側
に
低
い
土
塁
状
の
高
ま
り
が
見
ら
れ
る
。

郭
の
北
側
は
だ
ら
だ
ら
と
下
る
尾
根
と
な
っ
て
、
北
方
へ
続
い
て
お
り
、
城
域

も
こ
こ
で
画
さ
れ
る
。

次
に
A
郭
の
南
方
を
見
て
み
よ
う
。
A
郭
の
南
方
、
一
段
下
に
は
腰
郭
状
の

平
坦
地
　
（
H
郭
）
　
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
郭
は
、
A
郭
か
ら
南
方
と
西
方

に
伸
び
る
尾
根
続
き
に
備
え
た
も
の
で
あ
る
。
規
模
は
三
〇
×
一
四
m
程
度
で

あ
る
。
H
郭
か
ら
西
方
に
対
し
て
は
一
段
低
く
小
平
坦
地
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ

の
下
に
一
五
・
五
×
九
m
の
I
郭
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
郭
は
二
段
に

な
っ
て
お
り
、
東
側
が
高
い
。
ま
た
、
そ
の
上
段
の
南
側
の
へ
り
に
土
塁
状
の

し
、
南
方
の
防
御
が
や
や
弱
い
の
は
築
城
者
が
飛
騨
の
武
将
だ
っ
た
た
め
で
あ

ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
に
比
較
的
大
き
な
縄
張
を
持
っ
て
い
た

こ
と
が
、
天
正
四
年
の
上
杉
勢
に
よ
る
攻
略
を
も
た
ら
し
、
さ
ら
に
は
佐
々
与

左
衛
門
の
拠
点
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
理
由
で
あ
ろ
う
。



図12　柏尾城遺構概念図
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註

㈲
『
富
山
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
　
－
　
飛
騨
街
道

畑
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
　
1
6

刷
『
県
史
中
』
一
七
五
三
号
文
書

㈲
　
同
右
、
一
八
五
九
号
文
書

㈲
『
県
史
近
』
八
三
号
文
書

㈲
『
三
州
志
』
故
墟
考
、
「
城
生
」
　
の
項

の
『
県
史
近
』
　
二
二
四
号
文
書

㈱
『
肥
後
国
誌
』
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上
新
川
地
域
の
中
世
城
館
と
そ
の
性
格

こ
の
た
び
の
調
査
で
は
、
大
山
町
の
西
側
に
隣
接
す
る
大
沢
野
町
域
に
つ
い

て
も
、
足
を
伸
ば
し
て
そ
の
実
態
把
握
に
つ
と
め
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
は
、

神
通
川
以
東
に
位
置
す
る
二
つ
の
町
が
、
戦
国
期
に
は
と
も
に
南
側
で
飛
騨
と

境
を
接
し
、
常
に
そ
の
飛
騨
と
の
関
わ
り
の
中
で
歴
史
が
展
開
さ
れ
た
か
ら
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
大
山
・
大
沢
野
両
町
を
上
新
川
地
域
と
し
て
一
体
的
に
捉

え
、
そ
の
中
で
存
在
し
た
中
世
城
館
を
い
く
つ
か
の
角
度
か
ら
な
が
め
、
そ
れ

ら
の
性
格
を
考
え
て
み
た
い
。

○
分
布
・
立
地
状
況

富
山
県
内
に
は
約
二
百
カ
所
余
り
の
中
世
城
館
が
存
在
し
た
が
、
上
新
川
地

域
に
は
そ
の
内
十
二
カ
所
が
分
布
す
る
。
こ
れ
は
富
山
県
全
体
の
約
六
％
に
あ

た
る
。
ま
た
、
当
地
域
の
場
合
、
ほ
と
ん
ど
が
山
地
に
築
か
れ
て
お
り
、
平
地

に
築
か
れ
て
い
る
の
は
大
沢
野
町
の
岩
木
砦
一
カ
所
（
た
だ
し
、
段
丘
の
へ
り
）

に
す
ぎ
な
い
。

城
館
の
立
地
は
、
交
通
路
や
生
産
地
域
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
が
、
と
り
わ

け
当
地
域
に
お
い
て
は
、
交
通
路
と
の
関
わ
り
が
顕
著
で
あ
る
。
図
1
3
は
城
館

分
布
図
に
飛
騨
街
道
な
ど
の
道
筋
を
書
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
て

い
く
と
、
ほ
と
ん
ど
の
城
館
が
何
ら
か
の
道
筋
に
沿
っ
て
分
布
す
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
れ
ら
山
間
部
を
縫
う
道
筋
の
内
、
主
要
な
道
は
三
本
あ
る
。
一
つ
は

神
通
峡
谷
の
右
岸
を
た
ど
る
も
の
　
（
飛
騨
街
道
東
道
）
、
ま
た
一
つ
は
津
毛
か

ら
黒
川
の
谷
筋
を
抜
け
、
槍
峠
を
越
え
る
も
の
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
は
、
中
地

山
付
近
か
ら
高
所
の
尾
根
伝
い
に
有
峰
を
経
て
飛
騨
に
至
る
も
の
（
う
れ
往
来
）

で
あ
る
。
こ
の
内
、
最
初
の
飛
騨
街
道
東
道
沿
い
に
は
栂
尾
・
猿
倉
の
二
城
、

（註）道筋は天保10年の新川郡略絵図などにより記入。
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図13　上新川地域の城館と交通路



ま
た
黒
川
谷
の
道
沿
い
に
は
津
毛
・
日
尾
の
二
城
、
う
れ
往
来
沿
い
に
は
中
地

山
城
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
道
筋
は
す
べ
て
飛
騨
へ
通
じ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
当
地
域
の
城
館
が
主
と
し
て
越
中
～
飛
騨
間
の
交
通
路
を
深
く
意
識

す
る
形
で
築
か
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、

係
を
抜
き
に
し
て
、
当
地
域
の
城
館
は
語
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

飛
騨
と
の
関

○
存
立
期
間

年代

城館名
14 C 。 15 C 。

水　　　　　　　　　　　　 天
正　　　 16C 。　　 正
12　　　　　　　　　　　　　　 4

備　　　 考

小　 見　 城

－　°　一　tltl°

tltl－ tttP

ttltlltt－

etltptttttt．

tttttttl－

－i

t．tlt．－　　‘

tttt－

－　l　tltllt－

ttttttd

○

△□

△［］×

○

○

△□ （？）

△ロ▽×

△［コ▽×

△［コ▽×

樫　 ノ　木　城

津　 毛　　 城

中　 地　 山　城

原　　　　 砦

日　　 尾　 城

文　 珠　 寺　城

湯　 端　 城

岩　 木　 砦

猿　 倉　 城

栂　 尾　 城

図14　上新川地域の城館と存立期間

そは、桃井直常の守護在職の始期から越中での在国を確認できる
測した。（康永3～応安4年）

茄こ属しそふた示盲大まかに表示した。（ただし、時間
関係　△…塩屋（三木）氏関係　□・‥村田（上杉）氏関
住、佐々）氏関係
に上杉氏の支城となった。（上杉氏は、天正4年に栂尾
る。）

勢
氏
長
年
い

な
馬
保
4
て

推
う
江
神
～
し

て

よ

元
圧

2．14世紀（南北朝期）の津毛城に
最後の年までを一応の存立期間

3．備考欄には、戦国末に各城館が

（註）f．時期が一切不明の中尾館は除外した
い
し
の
○
田
正
制

つ
と
ど
）
織
天
を

0
．
、
域

い
×
は
地

な
　
館
部

は
係
城
西

的な変遷を示すもので
係　▽・・・城生斎藤氏関

4．塩屋（三木）氏関係の
城を攻略し、上新川の

次
に
各
城

館
の
存
立
期

間
に
つ
い
て

見
て
み
よ
う
。

現
在
残
さ
れ

て
い
る
史
料

は
、
極
め
て

断
片
的
な
も

の
で
あ
り
、

こ
れ
を
も
と

に
直
ち
に
存

立
の
時
期
を

推
測
す
る
こ

と
は
危
険
だ

が
、
遺
構
や

縄
張
の
状
況
、

さ
ら
に
は
伝

承
　
（
江
戸
時

代
の
書
上
申
帳
な
ど
に
よ
る
）
　
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
る
程
度
の

幅
を
持
た
せ
て
作
成
し
た
の
が
図
1
4
で
あ
る
。
無
論
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、

一
つ
の
試
み
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
図
に
よ
れ
ば
、
大
半
の
城
舘
が
永
禄
年
間
以
降
、
天
正
年
間
に
か
け
て
の

十
六
世
紀
後
半
に
存
立
期
が
集
中
す
る
。
こ
れ
は
各
城
館
の
項
で
も
述
べ
て
き

た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
、
飛
騨
の
武
将
達
が
当
地
域
に
進
出
し
、
拠
点
を
構
築

し
た
こ
と
に
よ
る
。
た
と
え
ば
、
江
馬
氏
は
永
禄
七
年
頃
、
中
地
山
に
築
城
し
、

三
木
氏
は
元
亀
元
年
に
樫
ノ
木
城
を
上
杉
氏
の
軍
役
と
し
て
守
っ
て
い
る
。
ま

た
、
三
木
氏
の
部
将
塩
屋
秋
貞
は
同
二
年
、
猿
倉
・
栂
尾
城
を
拠
点
化
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
飛
騨
武
将
の
進
出
と
拠
点
の
構
築
が
上
杉
氏
の
越
中
で
の
軍
事

行
動
に
呼
応
し
、
そ
の
一
端
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

な
お
、
当
地
域
に
進
出
し
た
三
木
・
江
馬
両
氏
の
勢
力
境
界
線
は
、
城
館
の

伝
承
そ
の
他
か
ら
み
て
、
お
お
む
ね
現
在
の
熊
野
川
の
ラ
イ
ン
で
東
西
に
分
か

れ
、
東
が
江
馬
氏
、
西
が
三
木
　
（
塩
屋
）
　
氏
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
飛
騨
武
将
に
よ
る
城
郭
の
維
持
は
安
定
し
た
も
の
で
は
な

く
、
飛
騨
国
内
の
政
治
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
常
に
流
動
化
す
る
不
安
定
な
要

因
を
は
ら
ん
で
い
た
。
東
部
の
江
馬
氏
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
親
上
杉

の
立
場
を
と
っ
て
い
た
が
、
西
の
三
木
（
塩
屋
）
氏
の
場
合
、
そ
の
動
き
は
微

妙
で
あ
り
、
元
亀
三
年
三
木
艮
頬
が
没
す
る
と
、
あ
と
を
継
い
だ
自
綱
は
織
田

氏
に
傾
倒
す
る
な
ど
、
そ
の
行
動
は
上
杉
氏
に
と
っ
て
信
頼
し
難
い
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
天
正
元
年
以
降
、
津
毛
城
な
ど
上
新
川
西
部
の
城
に
は

村
田
氏
な
ど
の
上
杉
部
将
が
入
っ
て
、
直
接
城
を
固
め
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
上
杉
勢
の
西
部
地
域
進
駐
は
、
最
終
的
に
は
天
正
四
年
の
栂
尾
城
攻
略
を

も
っ
て
完
了
し
た
と
思
わ
れ
る
。
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し
か
し
、
同
六
年
に
な
る
と
、
事
態
は
一
変
す
る
。
こ
の
年
、
越
中
を
支
配

し
て
い
た
上
杉
謙
信
が
急
死
す
る
と
、
そ
の
混
乱
と
動
揺
に
乗
ず
る
形
で
織
田

方
が
飛
騨
か
ら
越
中
へ
進
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。
先
陣
の
神
保
長
住
が
入
国
し

た
の
は
四
月
で
、
九
月
に
は
津
毛
城
が
織
田
方
の
手
に
落
ち
て
い
る
。
お
そ
ら

く
東
の
江
馬
氏
拠
点
、
中
地
山
城
も
同
じ
頃
に
攻
略
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
と

す
れ
ば
、
上
新
川
地
域
の
城
館
は
同
年
中
に
す
べ
て
織
田
方
の
勢
力
下
に
入
っ

た
こ
と
に
な
る
。

当
地
域
の
城
郭
の
内
い
く
つ
か
は
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
織
田
方
の
拠
点
と
し

て
使
わ
れ
る
。
そ
れ
は
織
田
方
が
富
山
城
を
固
め
る
同
八
年
頃
ま
で
続
い
た
で

あ
ろ
う
。
同
十
年
～
十
一
年
に
は
、
城
生
城
の
斎
藤
氏
が
佐
々
成
政
に
敵
対
し
、

栂
尾
・
猿
倉
城
を
拠
点
化
し
て
戦
う
。
こ
の
斎
藤
氏
攻
め
の
際
に
は
、
岩
木
砦

が
佐
々
方
の
向
城
　
（
付
城
）
　
と
し
て
使
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
同
十
一
年
の
城

生
城
陥
落
後
、
当
地
域
に
お
い
て
は
猿
倉
城
と
栂
尾
城
が
飛
騨
口
に
備
え
る

図I5　山城の比高と郭数
（註）1．構造が不明確な津毛城、中尾館は記入していない。

2．岩木砦は山城ではないが、参考までに記入した。

佐
々
方
の
拠

点
と
な
る
が
、

二
城
の
内
、

中
心
と
な
っ

た
の
は
規
模

か
ら
み
て
、

栂
尾
城
の
方

で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
成

政

の

降

伏

（
同
十
三
年
）

か
ら
肥
後
転
封
　
（
同
十
五
年
）
　
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
城
も
使
用
に
終
止
符
が

打
た
れ
る
。
そ
の
後
、
当
地
域
を
領
有
し
た
前
田
氏
が
城
郭
を
使
用
し
た
と
い

う
形
跡
は
な
い
。
む
し
ろ
前
田
氏
は
婦
負
郡
側
の
城
生
城
を
重
視
し
、
こ
こ
に

守
将
を
配
置
し
た
の
で
あ
っ
た
。

○
山
城
の
性
格

図
1
5
は
、
各
山
城
の
比
高
と
郭
の
数
の
関
係
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
一
般
に

比
高
が
大
き
い
高
所
に
位
置
す
る
山
城
は
、
地
形
的
に
要
害
と
し
て
の
性
格
が

強
く
、
ま
た
郭
の
数
が
多
い
ほ
ど
城
郭
と
し
て
の
規
模
や
居
住
性
が
大
き
く
な

る
。
同
図
に
よ
る
と
、
一
〇
〇
m
以
上
の
比
高
を
有
す
る
の
は
、
小
見
・
栂
尾

・
樫
ノ
木
・
文
珠
寺
・
猿
倉
の
五
カ
所
で
、
こ
れ
ら
は
要
害
と
し
て
の
性
格
が

強
い
。
中
で
も
、
猿
倉
・
文
珠
寺
の
二
カ
所
は
部
数
が
少
な
く
、
規
模
が
小
さ

い
こ
と
か
ら
、
居
住
性
よ
り
も
要
害
怪
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
れ

に
対
し
、
樫
ノ
木
・
栂
尾
の
二
城
は
比
較
的
高
所
に
あ
り
な
が
ら
部
数
が
多
く
、

規
模
・
要
害
度
と
も
に
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
お
り
、
当
地
域
の
中
で
も
中
心
的

な
城
郭
だ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
比
高
二
〇
〇
m
と
い

う
最
も
高
所
に
位
置
す
る
小
兄
は
、
郭
数
が
多
い
も
の
の
、
そ
の
比
高
か
ら
要

害
度
が
高
く
、
む
し
ろ
万
一
の
際
の
詰
城
と
し
て
の
性
格
が
強
い
。
な
お
、
中

地
山
は
部
数
が
五
カ
所
と
規
模
は
や
や
大
き
い
が
、
比
高
が
五
五
m
と
小
さ
い

の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
要
害
怪
よ
り
も
居
住
性
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
を

示
し
、
よ
り
日
常
的
な
中
心
拠
点
と
し
て
の
性
格
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。

こ
の
点
は
、
江
馬
氏
の
中
地
山
城
に
対
す
る
築
城
意
図
を
示
す
も
の
と
し
て
、

興
味
深
い
。
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お
わ
り
に

昭
和
五
十
四
年
の
踏
査
か
ら
十
年
余
り
を
経
て
、
今
回
、
本
書
に
各
城
館
の

縄
張
図
や
遺
構
の
細
か
な
解
説
を
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
、
よ
う
や
く
一
区
切

り
つ
け
た
と
い
う
思
い
で
一
杯
で
あ
る
。
こ
こ
十
年
余
り
の
間
に
、
中
世
史
の

研
究
は
大
き
な
変
貌
を
と
げ
た
。
何
よ
り
も
考
古
学
上
の
成
果
が
相
次
い
で
も

た
ら
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
文
献
史
料
の
上
で
し
か
た
ど
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た

中
世
と
い
う
時
代
が
、
発
掘
さ
れ
た
遺
構
や
出
土
品
な
ど
に
よ
っ
て
、
実
に
い

き
い
き
と
我
々
の
前
に
姿
を
現
わ
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、

研
究
の
視
点
に
も
か
つ
て
な
い
多
様
さ
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

城
館
研
究
に
つ
い
て
も
、
こ
の
十
年
余
り
の
間
に
研
究
者
が
全
国
的
に
増
大

し
、
各
地
で
活
発
な
交
流
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

う
し
た
一
連
の
流
れ
を
背
景
と
し
て
、
城
館
は
今
や
中
世
史
研
究
に
と
っ
て
不

可
欠
の
分
野
と
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
城
館
が
こ
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
の
は
、
何
よ
り
も
そ
れ
が
地
域
に
根
ざ
し
た
遺
跡
と
し
て
、
今
も
広
く
人
々

の
目
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
場
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

特
に
、
本
県
の
よ
う
に
文
献
史
料
の
乏
し
い
所
で
は
、
村
や
町
な
ど
小
地
域

の
中
世
史
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
城
館
調
査
は
欠
か
せ
な
い
。
寺
や
神
社
の

境
内
、
そ
し
て
裏
山
に
ひ
っ
そ
り
と
残
る
城
館
跡
を
自
分
の
足
で
歩
い
て
、
見

て
、
そ
の
規
模
や
構
造
を
丹
念
に
追
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
石
造
物
の
調
査
と
同

様
、
地
道
な
仕
事
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
中
世
史
研
究
は
、
こ
の
よ

う
な
足
を
か
け
た
実
地
調
査
に
よ
っ
て
こ
そ
、
新
し
い
視
点
を
開
く
こ
と
が
で

き
る
と
思
わ
れ
る
。
一
つ
一
つ
の
城
館
が
、
そ
の
村
や
町
の
中
で
ど
の
よ
う
な

形
で
存
在
し
、
地
域
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
。
こ
う
し
た
点
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
文
献
史
料
だ
け
で
は
果
た
せ
な
か
っ
た

小
地
域
の
中
世
史
像
が
、
よ
り
鮮
明
な
も
の
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
は
ず
で
あ

る
。し

か
し
、
実
地
踏
査
は
現
実
に
は
つ
ら
く
、
き
つ
い
仕
事
で
あ
る
。
特
に
大

山
町
の
よ
う
に
大
半
が
山
間
部
で
占
め
ら
れ
、
奥
地
の
過
疎
化
が
進
ん
で
い
る

地
域
で
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
あ
る
時
は
、
城
跡
の
柿
の
木
に
熊
の
真
新
し
い

爪
跡
を
そ
こ
か
し
こ
に
見
つ
け
、
調
査
員
一
同
、
背
筋
に
冷
た
い
も
の
を
感
じ

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
村
落
の
無
人
化
に
伴
っ
て
、
城
山
に
登
る

道
が
消
え
、
そ
こ
が
す
で
に
熊
な
ど
の
活
動
領
域
に
入
っ
て
い
る
こ
と
を
ま
ざ

ま
ざ
と
示
し
て
い
た
。
あ
る
い
は
、
こ
れ
も
「
時
」
　
の
流
れ
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
山
の
中
に
は
実
に
見
事
な
城
郭
遺
構
が
、
ま
だ
ま
だ
数
多
く
残
る

こ
と
が
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
特
に
樫
ノ
木
城
は
戦
国
末

期
の
山
城
の
中
で
も
、
計
画
性
に
富
ん
だ
縄
張
を
残
す
城
と
し
て
特
筆
さ
れ
、

湯
端
城
も
方
形
の
居
館
プ
ラ
ン
を
と
ど
め
る
遺
構
と
し
て
、
い
ず
れ
も
貴
重
で

あ
る
。
ま
た
、
小
見
城
で
は
大
規
模
な
堀
切
が
今
も
残
り
、
中
地
山
城
で
は
長

大
な
空
堀
や
郭
の
跡
が
は
っ
き
り
と
認
め
ら
れ
る
。
今
後
は
、
こ
う
し
た
中
世

の
城
館
跡
を
地
域
の
歴
史
を
語
る
史
跡
と
し
て
、
大
切
に
保
存
・
整
備
し
、
後

世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
今
回
の
調
査
に
あ
た
り
、
次
の
方
々
に
実
測
作
業
そ
の

他
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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－　63　－

（
順
不
同
・
敬
称
略
）



轢地出城跡輿測図

区［

値
毎
塑
造

裏
∃

裏
廿

平成2年2月作成
高岡徹・久々忠義・浅野責和測量

中地山城跡横断面図

城葺

の

腰E

電力会社の

施設跡

義嶺

一甘

淳
E

落
掌

茄
軍
団
G



富
山
県
大
山
町
中
世
城
館
調
査
報
告
書

平
成
二
年
三
月
三
十
一
日
発
行

執
筆
・
編
集
　
高
岡
　
徹

発
　
　
行
　
大
山
町
教
育
委
員
会

富
山
県
上
新
川
郡
大
山
町
上
滝
五
二
三

電
話
　
（
〇
七
六
四
）
　
八
三
－
一
二
一
一

印
　
　
刷
　
株
式
会
社
　
チ
ュ
ー
エ
ツ

富
山
市
上
赤
江
町
二
－
八
－
六


